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埼経協ニュース３５０号

四
月
二
四
日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
五
〇
二
号
室
で
正
副
会
長
会
議

を
、
引
き
続
い
て
四
〇
一
号
室
で
理
事
会
を
開

催
し
、
そ
の
後
、
理
事
懇
親
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
で
開
催
し
た
。

ま
ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
理
事
会
に
諮
る

議
事
案
件
を
ご
協
議
頂
い
た
。
定
時
総
会
は
五

月
一
二
日
�
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、前
一
年
間
の
事
業
・

決
算
内
容
の
検
証
と
二
一
年
度
の
基
本
方
針
、

活
動
理
念
、
行
動
原
理
を
含
む
事
業
・
予
算
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
な
ど
、
協
会
の
各
種
運
営

に
つ
い
て
貴
重
な
ご
提
案
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。

こ
と
に
今
年
は
二
年
目
の
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
年
で
も
あ
り
、
定
款
の
一
部
変
更
も

あ
り
、
慎
重
審
議
が
行
わ
れ
た
。

理
事
会
で
は
最
初
に
利
根
会
長
か
ら
「
早
い

も
の
で
会
長
を
お
引
受
け
し
て
か
ら
一
期
二
年

に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
の
皆

様
方
の
ご
支
援
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
結
構
あ
わ
た
だ
し
い
二
年
で
は
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
関
係
機
関
か
ら
は
高
い
信
頼
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
評
価
し
て
お
り
ま
す
。
や
は

り
気
に
な
り
ま
す
の
は
景
気
の
見
通
し
で
す
が
、

各
方
面
か
ら
厳
し
い
景
況
判
断
や
各
種
統
計
資

料
な
ど
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
先
月
本
会

で
も
『
緊
急
雇
用
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
苦
労
が
伝
わ
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
本
日
講
演
を
頂
き
ま
す
『
県
産

業
労
働
施
策
』
へ
の
期
待
は
も
と
よ
り
、
い
ま

こ
そ
厳
し
い
現
状
を
受
け
止
め
、
自
社
の
事
業

領
域
を
再
構
築
し
、
イ
ノ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
探
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
諸
機

関
と
連
携
を
更
に
強
化
し
『
埼
玉
版
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
』
を
協
同
推
進
す
る
と
と
も
に
、
今
こ

そ
私
ど
も
は
結
集
し
、
危
機
感
を
共
有
し
、
地

域
経
済
を
支
え
る
気
概
を
持
っ
た
行
動
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
当
会
の
基
盤
強
化
の
た
め

の
会
員
増
強
（
入
会
勧
誘
）
に
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
な
ど
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
定
時
総
会
に
お
諮
り
す
る
九
議
案
に

つ
い
て
審
議
を
頂
き
、
定
款
の
変
更
・
副
会
長

の
増
員
な
ど
の
重
要
案
件
を
含
め
、
す
べ
て
原

案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

な
お
、
理
事
の
辞
任
・
選
任
の
件
で
は
今
般

退
任
さ
れ
た
前
副
会
長
の
増
田
博
氏
に
か
わ
り
、

新
副
会
長
に
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
�
取
締
役

副
社
長
の
坂
上
優
介
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
出
席

者
は
正
副
会
長
会
議
が
五
名
、
理
事
会
が
四
五

名
（
委
任
状
六
二
名
）
で
あ
っ
た
。
理
事
会
の

議
事
録
署
名
人
は
常
任
理
事
の
エ
ー
ザ
イ
�
美

里
工
場
深
井
孝
敏
理
事
工
場
長
、
理
事
の
日
本

伸
管
�
細
沼
哲
夫
代
表
取
締
役
会
長
の
両
氏
。

監
査
報
告
は
監
事
の
�
愛
工
舎
製
作
所
代
表
取

締
役
社
長
牛
窪
啓
詞
氏
。

理
事
会
の
議
事
は
次
の
通
り
。

�
平
成
二
〇
年
度
事
業
報
告

�
平
成
二
〇
年
度
決
算
報
告
（
監
査
報
告
）

�
平
成
二
一
年
度
事
業
計
画（
二
頁
以
降
参
照
）

�
平
成
二
一
年
度
収
支
予
算

	
理
事
の
辞
任
並
び
に
選
任



定
款
の
変
更

�
新
会
員
の
承
認

�
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・
監
事
の
改
選


申
し
合
わ
せ
事
項
に
関
す
る
件

ほ
か
に
報
告
事
項
は
事
務
局
報
告
、
組
織
拡

大
協
力
会
員
（
二
頁
参
照
）
へ
の
感
謝
状
贈
呈

の
件
な
ど
が
あ
っ
た
。

理
事
会
終
了
後
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
部
長

浅
賀
康
夫
氏
よ
り
「
埼
玉
県
の
中
小
企
業
の
動

向
と
中
小
企
業
支
援
施
策
」（
二
六
頁
に
要
旨

掲
載
）
と
題
し
て
講
演
を
拝
聴
し
た
。
そ
の
後

会
場
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
移
し
、
理
事
懇

親
会
を
開
催
し
た
。

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０９ 月号

日本経団連 埼玉

副副
会会
長長
にに
坂坂
上上
優優
介介
氏氏（（
日日
産産
デデ
ィィ
ーー
ゼゼ
ルル

工工
業業
副副
社社
長長

））をを
選選
任任

副
会
長
を
増
員
・
選
任
、定
款
を
一
部
変
更

正
副
会
長
会
議
、
理
事
会
開
か
れ
る

理
事
会
講
演
・
埼
玉
県
産
業
労
働
部
部
長

浅
賀
康
夫
氏

４・５
正
副
会
長
会
議

理
事
会
・
挨
拶
す
る
利
根
忠
博
会
長

理
事
会
で
副
会
長
就
任
の
挨
拶
を
行
う

坂
上
優
介
氏

― １ ―
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組組
織織
拡拡
大大
表表
彰彰
者者
ごご
芳芳
名名
（（
敬敬
称称
略略
・・
順順
不不
同同
））

原

宏

武
州
瓦
斯
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

利
根

忠
博

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
会
長

古
川

元
一

川
口
土
木
建
築
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

寺
山

昌
文

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人

監
査
第
１０
部

シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
公
認
会
計
士

藤
池

誠
治

株
式
会
社
デ
サ
ン

代
表
取
締
役
社
長

中
込

秀
明

富
士
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

古
橋

和
男

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

入
間
支
店
長

吉
岡

善
治

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

浦
和
中
央
支
店
長

関
川

朋
史

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
支
店
長

塚
本

陽
一

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

三
浦

雄
逸

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

川
口
支
店
長

岡
部

誠
一

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

川
越
支
店
長

西
村

浩
紀

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

北
浦
和
支
店
長

堀
籠

秀
直

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

行
田
支
店
長

醍
醐

尚
人

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

狭
山
支
店
長

小
泉

公
彦

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

草
加
支
店
長

福
岡

聡

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

鶴
ヶ
島
支
店
長

江
河

雅
浩

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

新
座
支
店
長

近
藤

佳
文

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

三
郷
支
店
長

高
橋

秀
明

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

鳩
ケ
谷
支
店
長

中
野

栄
治

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

蕨
支
店
長

平平
成成
２２１１
年年
度度
事事
業業
計計
画画

基基
本本
方方
針針

世
界
同
時
不
況
が
我
が
国
を
直
撃
し
て
い
る

今
、
輸
出
産
業
を
中
心
と
し
た
生
産
調
整
に
加

え
、
頼
り
の
内
需
に
ま
で
厳
し
さ
と
不
透
明
感

が
覆
っ
て
い
る
。

県
内
経
済
も
、
地
場
産
業
と
も
い
え
る
自
動

車
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
製
造
業
を
主
に
、
厳

し
い
景
況
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
倒

産
件
数
も
６
年
ぶ
り
に
年
間
６
０
０
件
を
超
え
、

ま
た
、
有
効
求
人
倍
率
も
悪
化
す
る
な
ど
県
内

各
種
統
計
資
料
か
ら
も
、
景
気
・
雇
用
情
勢
は

暗
闇
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
１
０
０
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
経

済
危
機
で
は
あ
る
が
、
埼
玉
県
に
あ
っ
て
は
上

田
知
事
の
も
と
、
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
資
金
繰
り
支
援
や
就
職
困
難
者
の
就
労
支

援
、
更
に
雇
用
の
創
出
な
ど
、
緊
急
経
済
対
策

に
予
算
の
重
点
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

圏
央
道
周
辺
で
は
将
来
を
期
待
さ
せ
る
産
業
基

盤
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
僅
か
な
が
ら
も
光

明
が
垣
間
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
認
識
の
下
、
本
年
を
転
換

期
と
す
る
た
め
、
関
係
諸
機
関
が
危
機
感
を
共

有
し
、
一
体
と
な
っ
て
こ
の
難
局
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
県
内
の
中
心
的
企

業
８
５
０
社
が
結
集
す
る
本
会
に
寄
せ
ら
れ
る

期
待
は
大
き
く
、
地
域
経
済
を
支
え
る
気
概
を

も
っ
た
行
動
が
一
層
肝
要
と
な
る
。

個
別
企
業
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
不
況
期
こ

そ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
に
挑
戦
す
る
と
き
で
あ
る
。
本
会

と
し
て
も
、
県
が
示
し
て
い
る
方
向
性
が
明
確

な
「
埼
玉
版
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
を
協
同
し
て

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
実
体
経
済
を
イ
ノ
ベ
ー
ト
す
る
と
と

も
に
、
新
し
い
働
き
方
へ
の
挑
戦
で
あ
る
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
も
同
時
に
進
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
会
は
こ
う

し
た
社
会
の
実
現
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

併
せ
て
、
法
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
た
、
新
し

い
人
事
・
労
務
施
策
に
も
的
確
に
対
応
し
、
会

員
の
負
託
に
応
え
た
い
。

幸
い
に
し
て
本
会
に
あ
っ
て
は
埼
玉
県
を
始

め
、
埼
玉
労
働
局
な
ど
の
国
家
機
関
や
、
大
学
・

研
究
機
関
、
更
に
は
従
来
よ
り
関
係
強
化
を
図

っ
て
き
た
連
合
埼
玉
等
と
の
連
携
が
進
行
し
て

い
る
。
今
年
度
も
更
に
こ
う
し
た
関
係
を
深
化

さ
せ
て
参
り
た
い
。
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西
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学
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４７
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�
２１
年
度
労
働
行
政
の
あ
ら
ま
し

埼
玉

労
働
局

３４
〜
３８

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど
３９
〜
４３

�
事
業
だ
よ
り
、緊
急
雇
用
対
策
で
合
意
、

連
載
１６９
回
「
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な
事

を
！
」

４３

�
告
知
版
、会
員
の
動
き
、埼
玉
音
協

４４

理事懇親会写真アルバム
開
会
挨
拶
・
乾
杯
の
森
谷
文
昭

副
会
長

理
事
懇
親
会

閉
会
挨
拶
の
栗
原
�
副
会
長

― ２ ―



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

活活
動動
理理
念念

本
会
は
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ
る
県
経
済

社
会
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
行
動
す
る
と
と
も

に
県
政
・
諸
機
関
・
諸
団
体
・
諸
大
学
そ
し
て

連
合
埼
玉
な
ど
と
調
和
と
連
携
を
図
り
、
県
経

済
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

行行
動動
原原
理理

１
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約
と
そ
の

実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直
面
す
る
諸
課

題
に
つ
い
て
、
意
見
・
ニ
ー
ズ
を
収
集
・
集
約

し
、
そ
の
実
現
に
努
め
る
。

２
�
地
域
産
業
競
争
力
の
強
化

競
争
力
あ
る
埼
玉
県
の
次
世
代
産
業
育
成
の

た
め
、
産
業
界
・
埼
玉
県
・
国
家
機
関
・
県
内

主
要
大
学
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

３
�
雇
用
の
維
持
・
拡
大

雇
用
の
維
持
・
拡
大
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
拡
充
の
た
め
、
ベ
ー
ス
と
な
る
人
事
労
務

問
題
へ
の
取
り
組
み
の
充
実
は
勿
論
、「
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
基
金
・
緊
急
雇
用
創
出
基
金
」

の
活
用
な
ど
、
埼
玉
県
・
埼
玉
労
働
局
・
連
合

埼
玉
と
の
連
携
を
深
化
さ
せ
る
。

４
�
啓
蒙
活
動
の
拡
充

個
別
の
緊
急
課
題
は
も
と
よ
り
、
長
期
的
視

点
で
取
り
組
む
べ
き
諸
課
題
に
つ
い
て
、
会
員

や
産
業
社
会
に
対
し
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

５
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
「
政
策
懇
談
会
」
を
は

じ
め
多
種
多
様
な
県
・
国
家
機
関
等
の
公
設
委

員
会
議
な
ど
を
通
じ
、
提
言
や
意
見
陳
述
に
努

め
て
い
く
。

こ
れ
ら
実
現
の
た
め
に
も
、
組
織
と
財
政
基

盤
の
強
化
・
拡
充
に
努
め
る
。

事事
業業
計計
画画

�
�
主
要
会
議
等

１
�
政
策
・
組
織
関
係

�
定
時
総
会

�
理
事
会

�
正
・
副
会
長
会
議

�
常
任
理
事
会

２
�
事
業
・
委
員
会
関
係

�
新
年
会
員
懇
談
会

�
地
区
協
議
会
（
４
地
区
）

�
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
４
地
区
）

�
地
域
社
会
問
題
委
員
会

�
労
務
委
員
会

�
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

�
商
工
団
体
連
絡
会

	
そ
の
他

３
�
日
本
経
団
連
関
連

�
理
事
会

�
地
方
団
体
長
会

�
地
方
経
営
者
協
会
専
務
理
事
会

�
教
育
・
環
境
・
社
会
保
障
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
等

�
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

�
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

４
�
県
関
連

�
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

�
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談
会

�
人
材
交
流
事
業
・
会
議

５
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

６
�
埼
玉
労
働
局
関
連

７
�
連
合
埼
玉
関
連

�
定
期
首
脳
懇
談
会

�
産
業
・
雇
用
に
関
す
る
共
同
研
究
会

�
�
経
営
・
労
務
管
理
・
労
働
対
策
活
動

１
�
研
究
会
、
講
座
講
習

�
経
営
講
座

�
労
務
管
理
講
座

�
労
務
法
規
関
係
講
座

�
第
２７
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・

現
場
管
理
担
当
者
養
成
講
座（
全
６
講
）

�
第
４５
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
全
７
〜

８
講
）

�
給
与
計
算
・
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

�
賃
金
・
税
務
・
財
務
・
経
理
セ
ミ
ナ
ー

２
�
労
組
と
の
情
報
・
意
見
交
換

�
�
教
育
啓
発
活
動

１
�
教
育
訓
練
、
講
座
講
習

�
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

�
新
入
社
員
研
修

２
�
洋
上
研
修
、
啓
発
集
会

�
第
３０
次
小
笠
原
洋
上
研
修
（
事
前
通
信

教
育
、
集
合
研
修
４
回
、
洋
上
・
島
内

研
修
）

�
第
２３
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い

３
�
通
信
教
育
の
普
及
、
教
育
相
談

�
能
力
開
発
通
信
教
育
の
紹
介
普
及

�
教
育
相
談

�
�
一
般
対
策
活
動

１
�
文
化
体
育

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

�
第
３７
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

�
�
海
外
視
察

�
社
会
経
済
視
察
団
の
編
成

�
�
県
と
の
共
同
事
業

�
教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業

１
年

�
�
産
学
連
携
事
業

�
埼
玉
大
学
・
も
の
つ
く
り
大
学
を
中
心

と
し
た
、
産
学
連
携
の
推
進

	
�
調
査
活
動

１
�
賃
金
関
係

�
春
季
賃
金
交
渉

�
新
規
学
卒
者
の
初
任
給

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金

�
賃
金
水
準

�
諸
手
当

�
年
末
賞
与
・
一
時
金

２
�
労
務
関
係

�
労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇

�
退
職
金
・
年
金

�
定
年
制
、
勤
務
延
長

３
�
労
使
交
渉
資
料

�
賞
与
・
一
時
金
交
渉
の
た
め
の
参
考
指

標
�
春
季
賃
金
交
渉
の
た
め
の
参
考
指
標

４
�
労
働
情
報

�
春
季
賃
金
交
渉
速
報

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金
交
渉
速
報

�
年
末
賞
与
・
一
時
金
交
渉
速
報

�
労
働
経
済
一
般
の
情
報

５
�
そ
の
他

�
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

�
部
会
・
諸
会
合
の
資
料
作
成

�
諸
規
定
の
収
集
と
整
備

６
�
会
員
調
査



�
広
報
活
動

１
�
会
報
の
発
行

�
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

２
�
会
員
名
簿
の
発
行

３
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

�
安
西

�
著
・
当
会
編
「
採
用
か
ら
退

職
ま
で
の
法
律
実
務
」
平
成
２０
年
４
月

新
改
訂
版
第
３
版
発
行

�
安
西

�
著
・
本
会
創
立
６０
周
年
記
念

出
版
「
個
人
情
報
保
護
法
と
雇
用
管
理

情
報
の
取
扱
」
平
成
１７
年
発
行

�
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

４
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

普
及

�
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、
資
料

�
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告

�
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

�
�
協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

１
�
労
務
相
談

２
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な
ど
資
格

者
の
紹
介
等

３
�
人
材
の
紹
介

４
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、
斡
旋
、
貸

出
し

５
�
各
種
情
報
の
提
供

６
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業
へ
の
協

力
７
�
埼
玉
音
協
に
対
す
る
協
力

８
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ
ス

�
�
青
年
経
営
者
部
会
活
動
に
対
す
る
協
力


�
組
織
活
動

１
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

２
�
地
区
協
議
会
の
活
性
化

３
�
組
織
運
営
並
び
に
事
業
活
動
の
活
性
化

と
会
員
参
加
の
促
進

��
�
連
絡
活
動

１
�
日
本
経
団
連
と
の
連
絡
提
携
の
強
化
、

情
報
交
換

２
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経
協
と
の

連
絡
提
携
、
情
報
交
換

３
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の
推
薦
と

連
絡
、
情
報
交
換

４
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体
と
の
連

絡
、
情
報
交
換

５
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

６
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整
活
動

��
�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

１
�
受
入
企
業
の
開
拓
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
推

進
２
�
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

３
�
成
果
報
告
会
の
開
催

― ３ ―



平
成
２１
年
度
主
要
会
議
、
講
座
・
講
習
会
実
施
予
定
表
（
○
印
は
実
施
予
定
月
、
○
の
中
の
数
字
は
開
催
日
）

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

３
月

下
旬○

３
月

下
旬

中
旬��中
旬

上
旬

報
告
会
○

上
旬

２
月

下
旬

２
月

下
旬

中
旬�中
旬

上
旬

南
中
西
北

○
○
○
○

上
旬

（
平
成
２２
年
）１
月

下
旬�

（
平
成
２２
年
）１
月

下
旬

中
旬����中
旬

上
旬

上
旬

１２
月

下
旬

１２
月

下
旬

中
旬�○中
旬

上
旬�上
旬

１１
月

下
旬		

１１
月

下
旬

中
旬○
�
○
中
旬

上
旬

→○�→ゴ
ル
フ


上
旬

１０
月

下
旬○�○
中
部

北
部
←

�����
←

１０
月

下
旬

中
旬

○
南
部

○
西
部

���中
旬

上
旬

洋
上
島
内

○

上
旬

９
月

下
旬

９
月

下
旬

中
旬����○

中
旬

上
旬�
～～
��

��
～�

上
旬

８
月

下
旬

	
～���

８
月

下
旬

中
旬

中
旬

上
旬

上
旬

７
月

下
旬

○
西
部

○
北
部

����

７
月

下
旬

中
旬

○
南
部

○
中
部

��中
旬

上
旬

�
��剣
道

上
旬
�
～�

６
月

下
旬

催催
交交
流流
会

��

６
月

下
旬

中
旬�首
都都
圏圏
共共


中
旬

上
旬

総
会�

交
流
会
��ゴ
ル
フ
�

上
旬

５
月

下
旬

５
月

下
旬

中
旬����中
旬

上
旬

上
旬

（
平
成
２１
年
）４
月

下
旬�����

（
平
成
２１
年
）４
月

下
旬

中
旬��中
旬

上
旬�上
旬

事
業
名

定
時
総
会

正
・
副
会
長
会
議

理
事
会

新
年
会
員
懇
談
会

地
区
協
議
会（
南
部
、中
部
、西
部
、北
部
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

労
務
委
員
会

地
域
社
会
問
題
委
員
会

理
事
会

地
方
団
体
長
会
等

地
方
経
営
者
協
会
専
務
理
事
会
等

教
育
・
環
境
・
社
会
保
障
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
（
随
時
）

県
首
脳
と
の
懇
談（
随
時
）

県
と
共
催
研
修（
民
間
企
業
に
学
ぶ
）

人
材
交
流
事
業
・
会
議（
随
時
）

教
員
の
長
期
派
遣
事
業

政
策
セ
ミ
ナ
ー

（
随
時
）

（
随
時
）

定
期
首
脳
懇
談
会・個

別
協
議（
随
時
）

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明
会・成

果
報
告
会

社
会
経
済
視
察
団

労
務
管
理
講
座

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
担
当
者

養
成
講
座
（
全
６
講
）

賃
金・税

務・経
営・財

務
セ
ミ
ナ
ー

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
全
７
～
８
講
）

各
種
セ
ミ
ナ
ー

小
笠
原
洋
上
研
修

生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

新
入
社
員
研
修

剣
道
大
会
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
１０３
回
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
１０９
回
人
事
・
労
務
管
理
者
大
会

項
目

会
議
、
委
員

会
等
の
開
催

日
本
経
済
団

体
連
合
会
関

連県
関
連

関
東
経
済
産
業
局

埼
玉
労
働
局

連
合
埼
玉
関
連

産
学
連
携
事
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
企
業
開
拓
事
業

海
外
視
察
等

経
営
労
務
管

理
・
労
働
対

策
活
動

教
育
啓
発
活
動

文
化・体

育
活
動

日
本
経
団
連

主
催
事
業

会務事業

― ４ ―
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労
務
委
員
会
（
委
員
長＝

本
多
康
夫

フ
ジ
ノ
ン
�
元
会
長
）
が
三
月
十
三
日

�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階
会
議
室

で
、
五
十
名
を
超
え
る
方
々
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
た
。
開
会
に
あ

た
り
本
多
委
員
長
は
「
経
営
を
取
り
巻

く
環
境
か
ら
す
る
と
関
心
事
は
他
に
も

沢
山
あ
る
が
、
な
ぜ
今
回
は
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
な
の
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。
景

気
変
動
で
あ
れ
ば
い
ず
れ
回
復
も
す
る

が
、
景
気
に
係
ら
ず
拡
が
り
を
見
せ
て

い
る
の
が
今
日
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ

の
講
演
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
当
会
の
三
国
雅
裕
常
務
理

事
が
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の

ス
タ
ン
ス
や
労
務
相
談
の
現
況
、
来
年

度
業
務
運
営
の
考
え
方
な
ど
、
協
会
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
事
務
局
報
告
を
行

な
っ
た
。

続
い
て
講
演
に
移
り
一
つ
目
は
、
財

団
法
人
西
熊
谷
病
院
の
院
長
で
、
埼
玉

産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
の
産
業
保
健

相
談
員
を
務
め
る
林
文
明
先
生
を
お
迎

え
し
、「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
」
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

初
め
に
、
我
が
国
の
年
間
自
殺
者
が
三

万
人
を
超
え
る
現
状
や
自
殺
と
精
神
疾

患
の
関
連
性
、
就
業
・
給
与
形
態
の
変

化
、
Ｉ
Ｔ
化
等
社
会
状
況
の
移
り
変
わ

り
を
踏
ま
え
た
上
で
、
心
の
健
康
づ
く

り
対
策
に
つ
い
て

�
働
く
人
が
自
ら
行
う
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク＝

セ
ル
フ
ケ
ア

�
作
業
環
境
・
労
働
時
間
・
職
場
の
組

織
や
人
間
関
係
等
職
場
環
境
の
改
善

と
相
談
に
対
応
す
る
管
理
監
督
者
に

よ
る
ラ
イ
ン
ケ
ア

�
事
業
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
等
の

ケ
ア

�
専
門
機
関
に
よ
る
ケ
ア

以
上
四
つ
の
ケ
ア
ー
に
つ
い
て
細
か

く
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。
そ
の
上
で
復

職
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、「
十
分
な

休
養
と
本
人
と
の
面
接
・
意
思
確
認
、

家
族
・
職
場
と
の
連
絡
連
携
、
関
係
者

へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
説
明
や
理
解
が

大
切
。
復
職
に
あ
た
っ
て
は
あ
せ
ら
ず
、

家
族
や
職
場
・
人
事
担
当
者
・
産
業
医

と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
」
と
強
調
し
た
。
更
に
、
職
場
で
多

い
心
の
病
気
に
関
し
、
う
つ
病
関
連
、

不
安
症
や
パ
ニ
ッ
ク
障
害
な
ど
神
経
症
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
・
統
合
失
調
症
な

ど
そ
の
他
障
害
に
つ
い
て
も
医
学
的
な

解
説
も
い
た
だ
い
た
。

講
演
の
二
つ
目
は
、
埼
玉
り
そ
な
銀

行
人
材
サ
ー
ビ
ス
部
の
粟
井
邦
彦
グ
ル

ー
プ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
「
弊
社
に
お
け
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
取
組
に
つ
い
て
」

と
題
し
、

�
若
年
世
代
で
増
加
し
て
い
る
最
近
の

ケ
ア
対
象
者
の
状
況

�
産
業
医
や
保
健
師
に
よ
る
職
場
巡
回

や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
、
メ
ン

タ
ル
相
談
窓
口
の
設
置
、
仮
出
勤
制

度
・
就
業
措
置
制
度
な
ど
具
体
的
な

取
組
内
容

�
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
セ
ル
フ

ケ
ア
・
ラ
イ
ン
ケ
ア
の
更
な
る
浸
透

の
た
め
の
、
各
種
研
修
を
含
め
た
教

育
啓
発
、
産
業
医
な
ど
に
よ
る
職
場

巡
回
時
の
教
育
指
導

な
ど
丁
寧
か
つ
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
い

た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
参
加
者
の
関
心
も

高
く
、
個
別
施
策
内
容
な
ど
更
に
深
掘

り
し
た
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
粟
井

氏
か
ら
は
丁
寧
な
ご
説
明
を
い
た
だ
く

な
ど
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り
拡
げ

ら
れ
、
労
務
委
員
会
は
盛
会
裏
に
閉
会

し
た
。

労務委員会
『『
メメ
ンン
タタ
ルル
ヘヘ
ルル
スス
』』

テテ
ーー
ママ
にに
２２
氏氏
がが
講講
演演

本
多
委
員
長

林
文
明
講
師

粟
井
邦
彦
講
師

― ５ ―
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こ
の
人
は
、
時
代
を
先
取
り
し
て
素
早
く
反
応
し
、

本
質
を
踏
み
外
す
こ
と
な
く
、
し
か
も
変
革
に
果
敢

に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
で
、
個
人
の
、
組
織
の
、
そ

し
て
地
域
の
大
き
な
発
展
を
数
々
も
た
ら
し
て
い
る
。

ワ
ン
マ
ン
性
な
ど
は
微
塵
も
な
い
、
卓
抜
な
着
想
を

宿
し
た
経
営
者
と
見
た
。

昭
和
二
十
八
年
八
月
九
日
高
知
県
に
生
ま
れ
、
五
十

一
年
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
日
本
国
有
鉄
道

に
入
社
す
る
。
五
十
五
年
愛
知
県
の
半
田
駅
長
を
振

出
し
に
、
六
十
二
年
の
国
鉄
民
営
分
割
後
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
東
京
圏
運
行
本
部
運
輸
部
管
理
課
長
、
千
葉
支

社
総
務
部
長
、
本
社
営
業
部
販
売
課
長
、
東
日
本
キ

ヨ
ス
ク
常
務
取
締
役
（
出
向
）、
秋
田
支
社
長
等
を

経
て
、
平
成
十
八
年
六
月
大
宮
支
社
長
に
就
任
す
る

（
現
職
）。

変
化
に
果
敢
に
挑
戦
す
る

「
ダ
ー
ウ
イ
ン
の
進

化
論
に
『
最
も

強
い
種
、
最
も

賢
い
種
が
生
き

残
る
の
で
は
な

く
、
唯
一
生
き

残
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
変

化
に
適
応
で
き

る
種
で
あ
る
』

と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
変
化
の

激
し
い
今
こ
そ
、

そ
の
変
化
を
直

視
し
、
自
ら
積

極
的
に
対
応
す

る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
、
し
か
も
愚
直
に
継
続
的
に
執
念
深
く

実
行
す
る
に
は
、
知
恵
と
工
夫
、
そ
し
て
強
い
情
熱

が
必
要
だ
」
と
横
山
さ
ん
は
言
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
国
鉄
時
代
の
反
省
を
基
に
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
お
客
さ
ま
の
視
点
に
立
ち
、

今
ま
で
の
や
り
方
を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
改

革
で
あ
り
、改
札
口
で
の「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
駅
の
ト
イ
レ
を
綺
麗
に
し
よ

う
と
い
っ
た
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や

る
。
先
ず
、
そ
こ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と
言
う
。

失
敗
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
夜
の
電
車
で
プ
ロ

野
球
の
経
過
を
車
内
放
送
す
れ
ば
、
乗
車
さ
れ
て
い

る
多
く
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
に
喜
ば
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
実
行
し
た
と
こ
ろ
、
見
事
に
苦
情
の
嵐

だ
っ
た
と
か
。
帰
宅
後
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
を
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
、
強
制
的
に
聞
か

さ
れ
る
中
途
半
端
な
車
内
放
送
は
い
い
迷
惑
だ
っ
た

わ
け
で
あ
り
、
す
ぐ
に
中
止
し
た
。
駅
の
放
送
も
う

る
さ
い
と
い
う
ご
意
見
が
強
く
、
省
略
し
て
み
た
が
、

不
慣
れ
な
お
客
さ
ま
に
は
不
評
だ
っ
た
。
し
か
し
、

要
は
現
状
の
お
客
さ
ま
の
不
満
足
状
態
を
直
視
し
、

変
革
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
う
ま
く
い
か
な
け

れ
ば
、
す
ぐ
に
正
し
て
い
く
と
い
う
精
神
で
、
今
日

の
姿
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

拡
大
す
る
ス
イ
カ
（
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
）

平
成
二
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
自
動
改
札
も
、
当
初
は
駅
数
も
多

く
、
線
区
が
ク
ロ
ー
ズ
ド
さ
れ
て
い
な
い
Ｊ
Ｒ
で
は

無
謀
で
は
な
い
か
と
い
う
社
内
の
議
論
も
あ
っ
た
と

い
う
。
今
で
は
当
た
り
前
の
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
が
、

自
動
改
札
が
な
け
れ
ば
、
パ
ス
モ
と
合
わ
せ
る
と
三

〇
〇
〇
万
枚
を
発
行
し
、
今
や
電
子
マ
ネ
ー
と
い
う

生
活
イ
ン
フ
ラ
に
ま
で
進
化
し
た
ス
イ
カ
も
存
在
し

得
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ス
イ
カ
は
今
も
利
用
範

囲
が
拡
大
し
、
今
春
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
札
幌
エ

リ
ア
の
電
車
や
店
舗
な
ど
で
の
利
用
も
可
能
と
な
っ

た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
お
財
布
携
帯
の
「
モ
バ
イ
ル

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
」
の
サ
ー
ビ
ス
も
ま
す
ま
す
便
利
に
な

っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
駅
の
窓
口
で
切
符
を
買

う
と
い
う
行
為
が
激
変
し
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、

生
活
の
様
々
な
シ
ー
ン
を
変
え
て
い
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

寝
台
特
急
「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
の
生
み
の
親

こ
こ

で
こ
の
人
の
知
る
人
ぞ
知
る
三
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
よ
う
。

一
つ
は
、
東
日
本
キ
ヨ
ス
ク
出
向
時
代
、
キ
ヨ
ス

ク
を
ニ
ュ
ー
デ
イ
ズ
に
業
態
変
更
し
た
こ
と
。
平
成

十
一
年
当
時
、
キ
ヨ
ス
ク
は
世
相
の
変
化
で
主
力
商

品
の
新
聞
、
雑
誌
、
煙
草
の
売
上
が
全
部
激
減
、
そ

の
対
策
が
急
務
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
旧
来
型
キ

ヨ
ス
ク
で
は
、
顧
客
の
満
足
は
得
ら
れ
な
い
と
、
ス

タ
ッ
フ
と
知
恵
を
出
し
合
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
型
店
舗
に

変
え
る
こ
と
を
推
し
進
め
る
。
以
来
、
強
い
情
熱
と

辛
抱
強
い
地
道
な
取
り
組
み
で
店
舗
拡
大
し
、
坪
効

率
で
は
抜
群
の
売
上
を
記
録
す
る
ま
で
に
成
長
さ
せ

た
と
い
う
。

二
つ
目
は
、
営
業
部
時
代
の
話
。
横
山
さ
ん
は
平

成
十
一
年
七
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
寝
台
特
急
『
カ
シ

オ
ぺ
ア
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
は
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
た
。
北
国
行
き
の
寝
台
列
車
は
鉄
道
マ
ン
の
ロ

マ
ン
で
も
あ
る
。
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
立
て

る
た
め
、
ご
利
用
者
の
不
満
足
を
探
っ
た
。
そ
の
結

果
、
オ
ー
ル
個
室
、
全
個
室
へ
の
洗
面
所
完
備
、
発

車
時
の
衝
撃
防
止
な
ど
が
実
現
し
た
ほ
か
、
食
堂
車

は
二
階
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
通
り
抜
け
旅
客
か
ら

切
り
離
し
、
落
ち
着
い
て
デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
め
る
静

粛
な
空
間
づ
く
り
に
成
功
し
た
。「
カ
シ
オ
ぺ
ア
」

の
生
み
の
親
。
そ
れ
だ
け
に
デ
ビ
ュ
ー
直
前
の
一
か

月
前
に
、
そ
の
職
を
離
れ
た
こ
と
を
、
今
な
お
残
念

が
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
前
職
の
秋
田
支
社
時
代
。
今
で
は

乗
っ
て
み
た
い
ロ
ー
カ
ル
線
の
上
位
に
位
置
す
る
五

能
線
を
走
る
�
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
�
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
。
停
車
駅
や
車
内
で
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

充
実
な
ど
、
地
元
の
関
係
者
と
連
携
し
た
知
恵
と
工

夫
そ
し
て
汗
か
き
で
、
秋
田
・
弘
前
間
の
一
日
三
往

復
体
制
を
創
り
あ
げ
た
。
こ
こ
で
も
、
お
客
さ
ま
は

何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
そ
の
ご
期
待
に
私
た
ち
は

何
を
持
っ
て
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
徹
底

的
に
議
論
し
た
と
言
う
。

日
進
―
指
扇
駅
間
に
西
大
宮
駅
が
誕
生

さ
る
三

月
十
四
日
、Ｊ
Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
せ
て
、川
越

線
日
進
・
指
扇
駅
間
に
西
大
宮
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

新
駅
設
置
は
、
昭
和
四
十
年
代
頃
か
ら
地
元
の
強
い

要
望
を
受
け
、
さ
い
た
ま
市
と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
３
社
で
計
画
決
定
さ
れ
、
平
成
十
九
年

に
工
事
に
着
工
し
た
。
鉄
骨
造
一
部
三
階
建
て
の
橋

上
駅
舎
で
、
五
年
後
に
は
三
万
五
〇
〇
〇
人
の
乗
降

客
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
県
内
で
は
Ｊ
Ｒ
発
足
後
、

さ
い
た
ま
新
都
心
駅
（
平
成
十
二
年
）、
上
越
新
幹

線
本
庄
早
稲
田
駅
（
十
五
年
）、
昨
年
の
越
谷
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
駅
に
次
い
で
四
つ
目
の
新
駅
誕
生
で
あ
り
、

首
都
圏
で
み
る
と
七
駅
の
う
ち
四
駅
が
埼
玉
県
内
と

い
う
こ
と
に
な
る
。「
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、
皆

さ
ま
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
駅
に
育
て
て
い
き
た

い
」
と
横
山
さ
ん
は
言
う
。

小
さ
な
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

好
き
な
言
葉
は
『
夢
や

希
望
こ
そ
が
、
活
力
の
源
泉
で
あ
る
』。「
大
宮
支
社

の
方
針
と
し
て
�
実
行
力
と
改
善
力
�
を
掲
げ
て
い

る
。
そ
れ
を
促
す
た
め
に
は
前
途
に
夢
や
希
望
、
目

標
が
必
要
だ
。
そ
う
し
た
夢
を
持
っ
た
個
々
人
が
、

実
行
力
・
改
善
力
を
発
揮
し
、
少
し
で
も
お
客
さ
ま

の
満
足
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
、
自
分
自
身
の
中
で
、

達
成
感
・
充
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

達
成
感
を
、心
の
内
な
る�
小
さ
な
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
�

と
名
付
け
て
い
る
。
こ
の
経
験
を
数
多
く
積
み
上
げ

る
こ
と
で
、
個
人
は
強
く
な
り
、
そ
の
こ
と
が
強
い

職
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
。

東
京
都
内
在
住
で
妻
雅
子
さ
ん
と
長
女
、
二
女
の

四
人
家
族
。
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
観
戦
。

（
葛
）

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

ひ
ろ

し

執
行
役
員

大
宮
支
社
長

横

山

裕

司
氏

― ６ ―
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会員企業紹介
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
は
、
地
域
に

密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
、
２
０
０
１
年
４
月
に
誕
生
し
た
当

社
で
１２
番
目
の
一
番
新
し
い
支
社
で
す
。

５
方
面
へ
伸
び
る
新
幹
線
の
要
で
あ
る

大
宮
駅
を
中
心
と
し
て
、
首
都
圏
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
１
日
に

約
２,
０
０
０
本
の
列
車
を

運
行
し
、
約
２
２
０
万
人

の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【大宮支社エリアデータ】
（平成２１年４月１日現在）
線区数 ７線区
駅 数 ７８駅
営業キロ数 ４７９．５km
車両数 ２，１８７両
社員数 ４，５６５人

「Suica」は来
春、JR九州・
西日本鉄道・
福岡市地下鉄との相互利用を開始します。
これにより、Suica と相互利用を行う事
業者は、国内全ての政令指定都市に広がる
ことになります。

「モバイルSuica」はこんなに便利！「モバイル
Suica」は、Suica と携帯電話が一つになった、
一歩進んだ便利で斬新なサービスです。SF（電子
マネー）の入金（チャージ）、定期券やSuica グリー
ン券・モバイルSuica 特急券のお求めも断然便利で、
駅の券売機や窓口の列に並ぶ必要はありません。

大人の休日倶楽部は、５０歳からの旅と暮らし
を応援する JR東日本の会員組織です。「大
人の休日倶楽部ジパング」「大人の休日倶楽
部ミドル」にご入会いただくと、きっぷや国
内旅行商品が割引となるほか、グルメやスポ
ーツ、カルチャーなど多彩な特典が受けられ
ます。

モバイルSuica 特急券（モバトク）は、モバイルSuica で JR東日本の全ての新
幹線をチケットレスでご利用になれるサービスです。新幹線の指定券を磁気券（紙
のきっぷ）の自由席以下のお値段でご利用になれ、更に割引いたスーパーモバイル
Suica 特急券（スーパーモバトク）もあります。

歴歴
史史
ああ
るる
街街
とと
文文
化化
、、美美
しし
いい
自自
然然
、、発発
展展
目目
覚覚
しし
くく

新新
しし
いい
都都
市市
がが
調調
和和
・・
共共
存存
すす
るる
魅魅
力力
的的
なな
エエ
リリ
アア

JR 東日本
大 宮 支 社

― ７ ―



本
文
は
、
埼
玉
県
自
治
研
究
会
が
平

成
２１
年
３
月
１９
日
に
発
行
し
た「
埼
玉
自

治
」（
第
六
五
四
号
）に
掲
載
さ
れ
た
も
の

だ
が
発
行
人
（
埼
玉
県
企
画
財
政
部
地

域
政
策
課
）
の
許
可
を
得
て
転
載
し
た
。

※

〈
チ
ェ
ン
ジ
・
リ
ー
ダ
ー
誕
生
〉

古
今
東
西
、
こ
れ
ほ
ど
誕
生
が
待
た

れ
た
一
国
の
リ
ー
ダ
ー
は
い
な
か
っ
た

の
で
は
と
思
わ
れ
る
オ
バ
マ
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
大
統
領
。
ほ
か
の
国
の
リ
ー
ダ

ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
任
日
に
は
こ

こ
こ
埼
玉
の
駅
頭
で
も
号
外
が
配
ら
れ
、

行
き
交
う
人
々
は
わ
れ
先
に
手
に
取
り
、

熱
い
眼
差
し
を
紙
面
に
落
し
て
い
た
。

先
が
見
え
な
い
百
年
に
一
度
の
危
機
と

比
喩
さ
れ
る
不
安
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

チ
ェ
ン
ジ
を
訴
え
�
Ｙ
Ｅ
Ｓ

Ｗ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｎ
�
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
登
場
し
た

オ
バ
マ
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず

世
界
を
危
機
か
ら
脱
出
さ
せ
て
く
れ
る

救
世
主
、
ヒ
ー
ロ
ー
に
重
ね
ら
れ
た
こ

と
で
、
世
界
中
の
関
心
と
耳
目
を
集
め

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
世
界
は
同
時
不
況

の
奈
落
の
底
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
で
あ

れ
ば
、あ
る
国
が
不
況
で
も
、地
球
上
を

見
渡
せ
ば
好
調
の
国
も
あ
る
、ま
た
企
業

に
し
て
も
同
じ
で
、
芳
し
く
な
い
企
業

も
あ
れ
ば
、好
調
な
企
業
が
あ
る
と
い
う

よ
う
に
、
状
況
は
ま
だ
ら
模
様
を
呈
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、今
回
ば
か
り
は

国
も
企
業
も
不
況
一
色
で
、
し
か
も
深

刻
。
だ
か
ら
こ
そ
世
界
中
が
オ
バ
マ
氏

の
登
場
に
こ
れ
だ
け
の
関
心
を
寄
せ
た
。

〈
危
機
の
根
源
〉

世
界
を
不
況
一
色
に
塗
り
潰
し
た
端

緒
は
も
ち
ろ
ん
米
国
発
の
金
融
危
機
だ

が
、
地
球
を
燎
原
の
火
の
よ
う
に
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
覆
っ
て
し
ま
っ
た
背
景

に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
、
今
後
の
方

向
を
見
誤
る
の
で
は
と
の
危
惧
を
持
っ

て
い
る
。

今
回
の
危
機
の
原
因
は
、
巷
間
情
報

技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
金
融
の
世
界
に

も
工
学
的
な
発
想
が
生
ま
れ
、
火
種
を

世
界
中
に
拡
散
し
た
こ
と
だ
と
い
わ
れ

る
が
、
私
は
そ
れ
以
上
に
そ
う
さ
せ
て

し
ま
っ
た
の
が
、
東
西
冷
戦
構
造
終
焉

後
生
じ
た
経
済
構
造
の
変
化
に
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

世
界
経
済
は
、
ソ
連
を
盟
主
と
す
る

東
側
諸
国
の
経
済
が
行
き
詰
ま
り
、
社

会
主
義
経
済
体
制
を
放
棄
し
、
ア
メ
リ

カ
を
頂
点
と
す
る
西
側
諸
国
の
市
場
経

済
体
制
に
移
行
し
た
こ
と
を
切
っ
掛
け

に
大
き
く
変
貌
。
ド
イ
ツ
分
割
の
象
徴

ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
撤
去
で
は
な
い
が
、

東
西
経
済
交
流
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た

障
害
が
取
り
除
か
れ
た
こ
と
で
、
世
界

の
交
易
量
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。
物

が
動
け
ば
金
も
動
く
、
情
報
が
飛
び
交

え
ば
さ
ら
に
物
も
金
も
動
く
と
い
っ
た

具
合
に
、
市
場
は
こ
の
間
拡
大
に
拡
大

を
続
け
た
。
中
に
は
物
が
無
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
投
機
市
場

が
出
現
す
る
な
ど
秩
序
な
き
行
為
が
横

行
し
た
。
こ
の
急
速
な
経
済
至
上
主
義

的
な
動
き
が
あ
だ
と
な
り
、
今
回
の
危

機
が
世
界
的
規
模
に
発
展
し
た
の
で
は

と
思
っ
て
い
る
。

オ
バ
マ
新
大
統
領
も
同
様
な
考
え
を

就
任
演
説
の
中
で
示
し
て
い
る
。
大
統

領
は「
未
曾
有
の
今
回
の
金
融
・
経
済
危

機
は
一
部
の
人
間
の
行
き
過
ぎ
た
強
欲

と
無
責
任
な
行
為
に
直
接
の
原
因
が
あ

っ
た
」
と
原
因
の
所
在
を
指
摘
す
る
と

と
も
に
、そ
う
し
た
動
き
を
看
過
し
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
経
済
に
適
合
す
る
政

策
を
見
い
出
し
得
な
か
っ
た
国
の
対
応

に
も
大
い
に
問
題
が
あ
っ
た
と
語
っ
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
危
機
を
打
開
す
る

た
め
に
は「For

the
world

has
changed,

and
w
e
m
ust
change

w
ith
it

」つ
ま

り
、「
世
界
は
変
わ
っ
た
。
だ
か
ら
わ
れ

わ
れ
も
世
界
と
共
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
地
球
が
一
つ
の
経
済
体
制

に
移
行
し
た
現
在
、
も
は
や
一
国
主
義

的
な
行
動
は
許
さ
れ
ず
世
界
と
共
に
歩

ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
、ア
メ
リ
カ
自
身
の

変
化
の
必
要
性
を
国
民
に
訴
え
掛
け
た
。

〈
チ
ェ
ン
ジ
・
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
〉

巨
大
国
家
ア
メ
リ
カ
が
、新
大
統
領
の

登
場
で
舵
を
大
き
く
切
っ
た
。巨
体
な
る

が
故
に
方
向
転
換
は
難
し
い
の
で
は
と

思
っ
て
い
た
が
、ア
メ
リ
カ
の
新
し
き
リ

ー
ダ
ー
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
方
向
を
変

え
た
。
国
家
の
立
ち
位
置
を
一
国
主
義

か
ら
協
調
主
義
に
変
え
た
点
に
も
注
目

だ
が
、私
が
そ
れ
以
上
に
目
を
留
め
た
の

は
、
現
実
的
な
課
題
に
お
い
て
も
新
た

な
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
具
体
的

な
対
応
策
を
就
任
時
に
示
し
た
こ
と
だ
。

現
在
日
本
で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
環
境
問
題
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ

ま
で
か
た
く
な
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
を
拒
ん
で
き
た
が
、
新
大
統
領
は
演

説
の
中
で
「
わ
れ
わ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
の
仕
方
が
わ
れ
わ
れ
の
惑
星
を

脅
か
し
て
い
る
」
と
こ
れ
ま
で
の
方
針

に
訣
別
す
る
一
方
、
こ
れ
か
ら
は
太
陽

光
、
風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

を
利
用
し
自
動
車
や
工
場
を
動
か
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
を
強
調
し
た
。
大
統
領
の
こ
の

発
言
が
日
本
、
そ
し
て
こ
こ
埼
玉
に
ど

の
よ
う
な
事
態
・
影
響
を
も
た
ら
す
か

は
後
述
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
は

わ
ず
か
一
夜
に
し
て
一
八
〇
度
転
換
し

た
。
ま
さ
に
ビ
ッ
グ
チ
ェ
ン
ジ
。

ひ
と
り
の
リ
ー
ダ
ー
の
出
現
に
よ
っ

て
こ
れ
ほ
ど
の
チ
ェ
ン
ジ
が
可
能
と
な

る
と
い
う
こ
と
で
、私
は
改
め
て
変
革
期

の
リ
ー
ダ
ー
像
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

私
が
敬
愛
し
て
や
ま
な
い
経
営
学
者

（
本
人
は
社
会
生
態
学
者
と
称
し
て
い

る
）
に
数
年
前
九
十
五
歳
で
逝
去
し
た

Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
い
る
。
氏
は

二
〇
〇
〇
年
に
上
梓
し
た
書
『
チ
ェ
ン

ジ
・
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
』
の
中
で
、
変

革
期
の
リ
ー
ダ
ー
像
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

「
今
日
の
よ
う
な
乱
気
流
の
時
代
に

あ
っ
て
は
、変
化
は
常
態
で
あ
る
。変
化

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
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埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

野
上

武
利
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は
リ
ス
ク
に
満
ち
、楽
で
は
な
い
。悪
戦

苦
闘
を
強
い
ら
れ
る
。だ
が
、こ
の
変
化

の
先
頭
に
立
た
な
い
か
ぎ
り
、企
業
、大

学
、病
院
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、生
き
残
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
急
激
な
構
造
変
化

の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
生
き
残
れ
る
の

は
、
自
ら
変
革
の
担
い
手
、
チ
ェ
ン
ジ
・

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
者
だ
け
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
チ
ェ
ン
ジ
・
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
に

と
っ
て
、
二
十
一
世
紀
の
中
心
的
な
課

題
と
な
る
。チ
ェ
ン
ジ
・
リ
ー
ダ
ー
と
は
、

変
化
を
機
会
と
し
て
と
ら
え
る
者
の
こ

と
で
あ
る
。変
化
を
求
め
、機
会
と
す
べ

き
変
化
を
識
別
し
、
そ
れ
ら
の
変
化
を

意
味
あ
る
も
の
と
す
る
者
で
あ
る
。」

文
中
で
は
企
業
、大
学
、病
院
と
あ
る

が
、ほ
か
の
機
関
で
も
、人
に
置
き
替
え

て
も
、
何
ら
違
和
感
な
く
当
て
は
ま
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。そ
し
て
何
よ
り
も
、

オ
バ
マ
氏
を
こ
の
文
に
重
ね
る
と
、
ド

ラ
ッ
カ
ー
が
描
く
リ
ー
ダ
ー
像
に
ま
さ

に
ピ
ッ
タ
リ
な
の
だ
。も
ち
ろ
ん
オ
バ
マ

氏
の
評
価
は
こ
れ
か
ら
の
実
績
次
第
だ

が
、
内
外
に
変
革
へ
の
強
固
な
決
意
と

国
の
方
向
性
を
示
し
た
こ
と
自
体
に
大

い
に
価
値
が
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
世
界

で
、
こ
こ
埼
玉
で
高
い
関
心
が
寄
せ
ら

れ
た
。
従
っ
て
、
オ
マ
バ
氏
に
あ
っ
て

は
こ
の
未
曾
有
の
危
機
を
機
会
と
捉
え
、

一
日
も
早
く
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
世

界
を
健
全
な
方
向
に
導
い
て
ほ
し
い
。

し
か
し
、こ
う
し
た
願
い
、期
待
が
あ

る
反
面
、
新
大
統
領
の
発
言
の
一
つ
ひ

と
つ
に
、日
本
に
と
っ
て
、そ
し
て
産
業

界
に
と
り
、
重
大
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
細
心
の
注
意

を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

先
程
も
触
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
チ

ェ
ン
ジ
・
リ
ー
ダ
ー
オ
バ
マ
大
統
領
は
、

こ
れ
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
改
め
、

太
陽
光
や
風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
を
訴
え
、
そ
の
実
現
の
た
め

国
を
挙
げ
技
術
開
発
に
取
り
組
む
と
就

任
演
説
で
語
っ
た
。
こ
の
発
言
が
日
本
、

そ
し
て
こ
こ
埼
玉
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
も
た
ら
す
か
だ
が
、
言
わ
ず
も
が
な

日
本
は
幾
多
の
試
練
を
経
験
す
る
中
、

環
境
、
省
エ
ネ
技
術
に
お
い
て
現
在
世

界
最
高
水
準
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
し

た
技
術
力
を
持
つ
企
業
の
多
く
が
こ
こ

埼
玉
に
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
巨
大
国
家

ア
メ
リ
カ
の
本
格
的
な
参
入
に
よ
っ
て

今
後
熾
烈
な
競
争
が
生
じ
る
こ
と
は
予

想
に
難
く
な
く
、
安
閑
な
ど
し
て
い
ら

れ
ず
で
、
従
前
に
も
増
し
て
の
間
断
な

き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

〈
埼
玉
の
挑
戦
〉

こ
の
よ
う
に
新
大
統
領
の
登
場
に
は

二
つ
の
側
面
が
あ
り
手
離
し
で
喜
べ
な

い
が
、
幸
い
に
し
て
こ
こ
埼
玉
で
は
備

え
あ
れ
ば
憂
な
し
で
は
な
い
が
、
五
、

六
年
前
か
ら
既
に
筋
肉
質
な
県
づ
く
り

へ
の
取
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
進
ち

ょ
く
次
第
で
は
、
今
回
の
危
機
も
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分

に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
オ
バ
マ
氏
の
登
場

に
先
立
つ
こ
と
六
年
前
の
平
成
十
五
年
、

ド
ラ
ッ
カ
ー
の
チ
ェ
ン
ジ
・
リ
ー
ダ
ー

像
に
相
似
の
人
物
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
。
そ
の
人
物
と
は
上
田
清
司
現
知

事
。知

事
の
手
始
め
は
産
業
基
盤
の
強
化

だ
っ
た
。
就
任
時
私
は
、
福
祉
や
教
育

か
ら
着
手
す
る
の
で
は
と
思
っ
た
が
、

知
事
は
そ
う
し
た
こ
と
に
向
き
合
う
に

し
て
も
財
政
的
な
裏
付
け
が
な
け
れ
ば

十
分
な
対
応
は
叶
わ
な
い
と
し
て
、
創

業
・
起
業
支
援
、
さ
ら
に
は
企
業
誘
致

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
次
代
の
産

業
育
成
に
と
、
光
学
や
バ
イ
オ
な
ど
先

端
分
野
の
育
成
に
も
理
化
学
研
究
所
や

県
内
所
在
の
大
学
と
の
連
携
を
矢
継
ぎ

早
に
進
め
展
開
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
努
力
の
成
果
を
示

せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
企
業
誘
致
で

は
、
平
成
十
七
年
以
降
こ
れ
ま
で
に
三

百
五
十
件
以
上
の
誘
致
に
成
功
し
、
一

万
人
以
上
の
雇
用
を
創
出
し
た
。
ま
た

こ
れ
ら
進
出
企
業
が
投
資
し
た
額
は
三

千
億
円
を
優
に
越
え
、
あ
る
機
関
の
試

算
に
よ
れ
ば
、
経
済
波
及
効
果
は
約
一

兆
四
千
億
円
と
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
、
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
ま
た
進
出
企
業
の
多
く
が
先
端
分

野
の
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
特
筆
す

べ
き
成
果
だ
と
思
う
。

こ
う
し
た
企
業
誘
致
事
業
と
並
行
し

て
県
が
取
り
組
ん
だ
施
策
に
、
起
業
・

創
業
支
援
事
業
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た

事
業
開
始
後
千
件
以
上
の
創
業
を
み
る

な
ど
、
驚
異
的
な
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
し
て
次
に
取
り
組
ん
だ
の
が
人
材

の
育
成
。
企
画
、
立
案
し
て
も
実
践
は

人
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
わ
け
で
、
事
業

に
携
わ
る
人
材
の
優
劣
い
か
ん
で
成
果

は
決
っ
て
し
ま
う
。
県
は
こ
の
面
で
も

既
に
手
を
打
っ
て
い
る
。
昨
年
四
月
、

知
事
部
局
と
県
教
育
局
が
連
携
し
、
ほ

か
の
自
治
体
に
例
を
見
な
い
「
埼
玉
県

産
業
人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
、
産
業
人
材
の
育
成
事
業

に
着
手
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ム
に
は
知

事
部
局
、
教
育
局
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

多
く
の
部
局
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、

県
内
の
商
工
・
経
済
団
体
、
大
学
や
研

究
機
関
、
さ
ら
に
は
団
塊
世
代
に
代
表

さ
れ
る
Ｏ
Ｂ
人
材
が
横
串
的
に
参
加
・

連
携
す
る
な
ど
、
県
社
会
総
が
か
り
で

産
業
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

〈
飛
躍
の
準
備
は
整
っ
た
〉

確
か
に
現
状
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
、
危
機
を
直
視
し
た
先
に

は
チ
ャ
ン
ス
も
見
え
て
く
る
。
例
え
ば

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
熾
烈
な
競
争

も
生
む
が
、
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け

で
は
な
い
。
冷
戦
の
終
え
ん
に
よ
っ
て

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
か
ら
こ
そ
、
日
本

に
と
っ
て
対
中
国
、
対
ロ
シ
ア
貿
易
が

拡
大
し
た
。
将
来
的
に
は
シ
ベ
リ
ア
鉄

道
が
さ
ら
に
高
速
・
機
能
化
す
れ
ば
、

対
欧
州
貿
易
も
飛
躍
的
に
伸
び
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
時
、
今
ま

で
で
あ
れ
ば
港
や
空
港
の
な
い
本
県
は
、

内
陸
の
地
に
あ
る
こ
と
で
大
き
な
ハ
ン

デ
ィ
を
背
負
っ
て
い
た
が
、
圏
央
道
の

整
備
や
東
日
本
有
数
の
鉄
道
網
の
存
在

が
物
流
上
の
優
位
性
と
な
り
、
近
い
将

来
東
日
本
最
大
の
経
済
県
・
拠
点
に
発

展
す
る
こ
と
が
十
分
予
測
で
き
る
の
で

あ
る
。
一
月
末
、
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

を
舞
台
に
展
開
さ
れ
た
商
談
会
「
彩
の

国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
２
０
０
９
」
の

熱
気
も
こ
う
し
た
期
待
が
あ
っ
て
醸
し

出
さ
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

こ
の
際
、
オ
バ
マ
大
統
領
よ
り
も
先

に
登
場
し
た
も
う
ひ
と
り
の
チ
ェ
ン

ジ
・
リ
ー
ダ
ー
上
田
知
事
の
け
ん
引
の

下
、
県
庁
人
材
と
連
携
し
、
彩
の
国
さ

い
た
ま
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
一
大
飛
躍
さ

せ
た
い
と
念
じ
て
い
る
。
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も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
共
催
し
、
埼
玉
県
、

埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
後
援
し
た
「
も
の
つ
く
り

大
学
特
別
公
開
講
座
」
が
三
月
二
五
日
�
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
、
一
般
公
募
の
方
、

会
員
企
業
、
国
や
県
の
関
係
機
関
、
教
育
関
係
者

な
ど
約
三
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
講
座
は
、

も
の
つ
く
り
大
学
が
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
と

し
て
公
開
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
五
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
も
の
つ
く
り
大
学
神
本

武
征
学
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
利

根
忠
博
本
会
会
長
の
挨
拶
に
移
っ
た
。

利
根
会
長
は
「
戦
後
の
わ
が
国
経
済
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
の
は
、
常
に
『
も
の
づ
く
り
産
業
』
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
に
よ
っ
て
世
界
的
な
競
争
が
激
化
し
た

こ
と
で
国
内
の
生
産
拠
点
が
海
外
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
な
ど
、
二
〇
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
二

十
一
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
産
業
の
空
洞
化
が
生

じ
、
こ
れ
と
並
行
し
て
技
術
や
技
能
と
い
っ
た
産

業
基
盤
の
衰
退
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
環
境
下
、
わ
が
国
の
も
の
つ
く
り
の

復
活
、再
生
の
期
待
を
担
っ
て
誕
生
し
た
の
が『
も

の
つ
く
り
大
学
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
も

の
つ
く
り
大
学
』
は
埼
玉
県
に
と
っ
て
、
大
切
な

大
学
で
あ
り
、
埼
玉
県
の
『
宝
』
で
も
あ
る
。
今

後
と
も
、
行
政
な
ど
関
係
機
関
と
も
さ
ら
に
連
携

を
深
め
つ
つ
、
も
の
つ
く
り
大
学
と
の
関
係
を
強

化
し
て
い
く
」
と
言
葉
を
結
び
、
挨
拶
を
終
了
し

た
。続

い
て
、
東
日
本
旅
客
�
道
株
式
会
社
執
行
役

員
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
事
業
本
部
副
本
部
長
椎
橋

章
夫
氏
よ
り『�
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
�
が
世
界
を
変
え
る

―
新
し
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
創
造
へ
の
挑
戦
―
』
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。（
講
演
要
旨
は
別
掲
）

そ
し
て
、
講
演
終
了
後
、
神
本
武
征
学
長
よ
り
、

も
の
つ
く
り
大
学
の
基
本
理
念
、
特
長
、
さ
ら
に

は
各
学
部
・
学
科
・
コ
ー
ス
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
は
閉
講
し
た
。

◇
本
会
と
も
の
つ
く
り
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
特

別
公
開
講
座
開
催
内
容

・
平
成
十
六
年
度

講

師：

三
浦
雄
一
郎
氏（
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
）

テ
ー
マ：

「
夢
は
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
、
い
つ

か
必
ず
か
な
う
」

・
平
成
十
七
年
度

講

師：

梅
原
猛
氏（
も
の
つ
く
り
大
学
総
長
）

テ
ー
マ：

「
も
の
づ
く
り
と
し
て
の
円
空
」

・
平
成
十
八
年
度
・
講
演
及
び
対
談

テ
ー
マ：

「
人
づ
く
り

も
の
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
―
そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦
―
」

第
一
部
「
講
演
」

講

師：

蜷
川
幸
雄
氏
（
演
出
家
）

第
二
部
「
対
談
」

出
演
者：

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
、
故
野
村
東

太
も
の
つ
く
り
大
学
学
長

・
平
成
十
九
年
度

講

師：

澄
川
喜
一
氏
（
彫
刻
家
・
元
東
京
藝

術
大
学
学
長
）

テ
ー
マ：

「
日
本
の
も
の
づ
く
り
」

◇
本
会
と
も
の
つ
く
り
大
学
と
の
関
係

本
会
で
は
、
も
の
つ
く
り
大
学
が
平
成
十
三
年

に
開
学
し
た
当
初
か
ら
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
会

員
企
業
を
中
心
に
産
業
界
か
ら
の
教
授
・
講
師
派

遣
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
の
紹
介
・
斡

旋
、
そ
し
て
会
報
に
は
同
学
の
シ
ー
ズ
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
連
載
。
ま
た
、
同
学
と
県
、
市
教

育
界
、
産
業
・
経
済
界
、
労
働
団
体
な
ど
で
組
織

し
て
い
る
埼
玉
県
地
域
連
絡
協
議
会
な
ど
へ
の
参

画
な
ど
、
産
学
官
の
連
携
強
化
と
地
域
貢
献
活
動

に
注
力
し
て
い
る
。

椎
橋
章
夫
氏（
Ｊ

Ｒ

東

日

本

執

行

役

員

Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
事
業
本
部
副
本
部
長

）が
講
演

本
会

共
催

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

多くの参加者を集めた講演の様子

主催者挨拶をする神本武征学長「ものつくり大学との関係を
強化していく」と挨拶の中で
述べる本会・利根忠博会長
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「�
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
�
が
世
界
を
変
え
る
―
新
し
い
社
会

イ
ン
フ
ラ
創
造
へ
の
挑
戦
―
」
と
題
し
て
、
東
日
本

旅
客
�
道
株
式
会
社
執
行
役
員
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
事

業
本
部
副
本
部
長
椎
橋
章
夫
氏
よ
り
�
国
鉄
改
革
と

は
、
�
夢
の
カ
ー
ド
へ
の
挑
戦
―
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
開
発

と
導
入
―
�
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
―
終

わ
り
の
見
え
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
、
�
進
化
す
る

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
―
相
互
利
用
で
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
は
第
二
段
階
へ

―
、
�
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
が
世
界
を
変
え
る
！
―
新
し
い
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
創
造
―
を
骨
子
と
す
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。
講
演
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
国
鉄
改
革
と
は

国
鉄
改
革
と
は
一
般
的
に
旧
国
鉄
組
織
の
分
割
民

営
化
を
指
し
ま
す
が
、
私
か
ら
み
た
国
鉄
改
革
は
、

キ
ー
ワ
ー
ド
で
言
え
ば
、「
意
識
改
革
」
と
「
自
立

と
自
律
」
の
精
神
、
で
す
。
こ
の
改
革
に
よ
り
社
員

は
価
値
観
が
１
８
０
度
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
私
（
私
た
ち
）
が
変
わ
れ
ば
会
社
が
変
わ
る
」
と

い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
大
い
に
醸
成
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
改
革
が
今
回
お
話
す
る
「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
」
の

誕
生
に
至
る
重
要
な
要
素
・
背
景
と
な
り
ま
し
た
。

二
、
夢
の
カ
ー
ド
へ
の
挑
戦

―
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
開
発
と
導
入
―

ま
ず
開
発
に
当
た
っ
て
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
真
の
サ
ー
ビ
ス
」
の
追
求
と
そ
の
実
現
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
こ
の
た
め
の
開
発
テ
ー
マ
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
は
「
高
速
か
つ
正
確
で
安
定
し
た
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」
と
い
う
、
相
反
す
る
ニ
ー
ズ
の
実
現
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は「
提
供
す
る
側
の
視
点
か
ら
使
う
人（
つ

ま
り
お
客
様
、
社
員
、
社
会
）
の
視
点
に
立
っ
た
シ

ス
テ
ム
構
築
」
と
い
う
非
常
に
困
難
な
課
題
で
、
い

わ
ば
「
夢
の
カ
ー
ド
」
開
発
へ
の
挑
戦
で
し
た
。

そ
し
て
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
開
発
に
当
た
っ
て
は

�
処
理
未
了
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
策
の
決
定
、
�

使
用
す
る
電
波
帯
域
の
決
定
、�
改
札
機
の
リ
ー
ダ
・

ラ
イ
タ
ー
の
形
状
及
び
デ
ザ
イ
ン
の
決
定
、
さ
ら
に

は
�
バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー
へ
の
対
応
等
、
人
間
と
機
械

の
関
係
、
い
わ
ゆ
る
マ
ン
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
を
ど
う
設
計
・
構
築
す
る
か
と
い
う
難
題
課
題

を
ク
リ
ア
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
利
用
ケ
ー
ス

を
想
定
し
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
得
る
シ
ス
テ
ム
を
開

発
す
る
、
と
い
う
果
て
し
な
い
開
発
課
題
と
の
激
闘

と
な
っ
た
の
で
す
。
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
使
い
方
（
い
わ
ゆ

る
「
タ
ッ
チ
＆
ゴ
ー
」
方
式
）
は
こ
の
過
程
で
生
ま

れ
ま
し
た
。

三
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

―
終
わ
り
の
見
え
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
展
開
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
「
鉄
道

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
中
心
と
し
グ
ル
ー
プ
企
業
、
さ
ら
に

は
外
部
へ
と
順
次
展
開
す
る
こ
と
」
を
経
営
会
議
で

説
明
し
、
了
承
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
初
は
二

名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
副
社
長
を

総
責
任
者
と
し
、
メ
ン
バ
ー
に
関
係
支
社
並
び
に
関

連
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
を
含
め
た
二
〇
〇
名
を
超
え

る
巨
大
で
強
力
な
推
進
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ

の
体
制
で
、
前
記
の
開
発
課
題
に
対
応
し
、
シ
ス
テ

ム
障
害
に
強
い
「
自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
策
等
も
含
め
た
数
々
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
、
次
の
段
階
の
シ
ス
テ
ム
検
証
フ
ェ
ー
ズ

に
移
行
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
検
証
作
業
は
膨
大
な
作
業
で
あ
る

た
め
、
検
証
設
備
と
し
て
大
宮
工
場
内
に
、
四
百
	

を
超
え
る
広
さ
の
模
擬
駅
を
設
置
し
、
約
二
二
八
〇

〇
件
の
パ
タ
ー
ン
検
証
や
約
五
五
〇
万
件
を
超
え
る

運
賃
デ
ー
タ
検
証
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
検
証

終
了
後
は
最
後
の
難
関
で
あ
る
「
シ
ス
テ
ム
切
替
作

業
」
を
経
て
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
は
二
〇
〇
一
年
十
一
月
一

八
日
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
の
発
行

枚
数
は
約
二
八
〇
〇
万
枚
に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
る
と
、
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
の
開
発
・
導
入
は
ま
さ
に
「
失
敗
」
の
歴
史

で
あ
り
、
そ
の
失
敗
を
プ
ラ
ス
に
転
化
さ
せ
る
「
失

敗
の
積
極
的
活
用
」
と
、「
全
体
最
適
」
を
第
一
に

考
え
た
意
思
決
定
・
組
織
運
営
と
い
う
こ
と
が
成
功

へ
の
重
要
な
教
訓
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

四
、
進
化
す
る
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

―
相
互
利
用
で
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
は
第
二
段
階
へ
―

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
に
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

と
の
相
互
利
用
を
開
始
し
、
そ
の
後
順
次
利
用
エ
リ

ア
を
拡
大
し
、
現
在
で
は
全
国
の
約
二
六
七
〇
駅
で

利
用
可
能
で
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に
は
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
電
子
マ
ネ
ー
は
相
互
利
用

に
よ
り
多
く
の
加
盟
店
で
利
用
可
能
と
な
り
、
そ
の

利
便
性
か
ら
利
用
者
が
急
増
し
、
現
在
で
は
一
日
当

た
り
の
最
大
利
用
件
数
が
約
一
四
二
万
件
と
な
り
、

重
要
な
決
済
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
技
術
は
オ
ー
プ
ン
化
戦
略
に

よ
り
、
更
な
る
広
が
り
を
み
せ
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
移
動
、
電
子
マ
ネ
ー
決
済
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
決
済
、
ポ
イ
ン
ト
、
ク
ー
ポ
ン
等
全
生
活
領
域

を
カ
バ
ー
し
、
更
な
る
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

五
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
が
世
界
を
変
え
る

―
新
し
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
創
造
―

導
入
当
初
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
シ
ス
テ
ム
は
高
度
な
技
術

レ
ベ
ル
の
「
自
社
イ
ン
フ
ラ
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
社
会
基
盤
と
し
て
の
鉄
道
と
共

に
、
全
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
生
活
基
盤
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
の
共
生
と
シ
ス
テ
ム

の
安
定
稼
働
の
確
保
を
通
じ
、
新
し
い
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
創
造
（
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
化
）
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
化
の
進

展
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
事
業
ド
メ
イ
ン
も
コ
ア

事
業
で
あ
る
鉄
道
事
業
か
ら
、
第
二
の
事
業
で
あ
る

生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
そ
し
て
第
三
の
事
業
で
あ
る

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
事
業
へ
と
事
業
領
域
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
事
業
の
進
展
が
、
第
一
、
第
二
の
事

業
の
質
的
・
構
造
的
変
化
を
も
も
た
ら
し
、
そ
れ
が

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
獲
得
に
つ
な
が
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

六
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
雑
感

人
間
だ
け
が
持
つ
特
権
に
他
の
人
に
「
サ
ー
ビ
ス

す
る
（
人
に
尽
く
す
）
喜
び
」、
モ
ノ
を
つ
く
る
（
創

造
す
る
）
喜
び
」
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
完
遂
で
、
私
は
幸
い
、
こ
の
二
つ
の
喜
び

を
体
験
で
き
ま
し
た
。

皆
様
も
こ
の
喜
び
を
感
じ
る
た
め
に
、是
非
、夢
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。夢
は
必
ず
叶
い
ま
す
。

第
二
は
、
学
生
諸
君
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
多
く
の
視
点
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
物
好
き
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
で
も
こ
れ
ら
が
実
現
で
き
る
か

否
か
は
、
結
局
自
分
自
身
と
の
勝
負
な
の
で
す
。」

最
後
は
、
企
業
経
営
者
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
明
日
の
日
本
を
託
す
こ
と
の
で
き
る
『
人
』
を

育
て
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
心
（
好
奇
心
、
夢
、
大

志
）
を
大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。」

私
の
話
は
以
上
で
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

椎
橋
章
夫
氏
講
演
要
旨

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
が
世
界
を
変
え
る

―
新
し
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
創
造
へ
の
挑
戦
―

講演する椎橋章夫氏
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も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
終

了
後
、
本
会
と
も
の
つ
く
り
大
学
は
、

公
開
講
座
に
参
加
し
た
埼
玉
ニ
ュ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
協
議
会
メ
ン
バ
ー
十
八
名
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
た
。
会
に
は
特
別
公

開
講
座
講
師
の
椎
橋
章
夫
Ｊ
Ｒ
東
日
本

執
行
役
員
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
事
業
本

部
副
本
部
長
、
利
根
忠
博
本
会
会
長
、

神
本
武
征
も
の
つ
く
り
大
学
学
長
、
横

山
裕
司
Ｊ
Ｒ
東
日
本
執
行
役
員
大
宮
支

社
長
な
ど
が
参
加
し
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

埼
玉
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
（
会

長
�
平
沼
大
二
郎
�
サ
イ
ホ
ー
代
表
取

締
役
）
は
、
官
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
県

内
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の

経
営
者
が
業

種
、
業
態
を

超
え
て
、
連

携
・
交
流
を

図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た

も
の
で
、
定

期
的
に
例
会

を
実
施
し
て

い
る
。

懇
談
会
は

野
上
武
利
本

会
専
務
理
事

の
進
行
に
よ

り
意
見
が
交

わ
さ
れ
、
椎

橋
副
本
部
長
は
「
本
日
は
、
な
る
べ
く

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
に
的
を
絞
っ
て
講
演
し
、

Ｊ
Ｒ
の
Ｉ
Ｔ
に
対
す
る
取
り
組
み
内
容

の
中
で
も
最
新
情
報
を
紹
介
し
た
。
参

加
者
は
予
想
以
上
に
多
く
、
一
般
の
方
、

大
学
関
係
者
、
学
生
、
経
営
者
、
行
政

な
ど
様
々
な
方
に
参
加
い
た
だ
い
た
の

で
、
発
表
内
容
を
ま
と
め
る
の
に
は
苦

労
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

利
根
会
長
は
講
演
を
聴
い
て
「
組
織

力
の
重
要
性
を
感
じ
た
。
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
成
功
モ
デ
ル

は
、
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
活
用
で
き
る

ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
メ
ン
バ
ー

か
ら
は
、「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
な
ど
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
海
外
へ
の
導
入
な
ど
世
界
展
開

は
？
」
や
「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ま
と
め
あ
げ
た
コ
ツ
や
苦
労
談

は
？
」
そ
し
て
「
カ
ー
ド
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
は
？
」
な
ど
活
発
な
質
問
が

出
さ
れ
た
。
椎
橋
氏
は
海
外
展
開
に
つ

い
て
「
シ
ス
テ
ム
上
共
有
化
で
き
な
い

部
分
が
あ
る
の
で
、
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
形

で
指
導
を
行
い
た
い
」、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
成
功
の
秘
訣
に
つ
い
て
は
「
各
組
織

の
ト
ッ
プ
に
働
き
か
け
、
理
解
を
得
て

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
遂
行
し
た
事
に
よ
る

要
素
が
大
き
い
。
ま
た
、
現
場
末
端
ま

で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
な
ぜ
や
る

の
か
？
な
ど
の
必
要
性
や
目
的
意
識
を

理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
実
行
し
た
」

と
紹
介
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て

は
「
軍
事
用
に
次
ぐ
レ
ベ
ル
四
の
認
証

を
受
け
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
か
け
て
い
る
の
で
、

現
時
点
で
不
正
カ
ー
ド
な
ど
は
発
見
さ

れ
て
い
な
い
」
と
説
明
し
た
。

懇
談
会
で
は
も
の
つ
く
り
大
学
の
基

本
理
念
や
就
職
内
定
状
況
、
研
究
情
報

セ
ン
タ
ー
な
ど
産
学
協
同
の
取
り
組
み

な
ど
も
紹
介
し
た
。横
山
支
社
長
は「
国

鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
民
営
化
し
、
革
新
的
に

取
り
組
む
た
め
全
社
で
立
ち
向
か
っ
た
。

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
も
そ
の
一
環
、
今
後
も
新

し
い
視
点
で
事
業
運
営
す
る
た
め
に
も

技
術
に
興
味
の
あ
る
若
者
の
採
用
は
積

極
的
に
実
施
す
る
。
も
の
つ
く
り
大
学

か
ら
の
採
用
実
績
も
あ
る
」
と
述
べ
た
。

神
本
学
長
は
「
椎
橋
氏
の
講
演
の
中

で
学
生
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

『
物
好
き
に
な
れ
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
は
重
要
で
、
ま
っ
た
く
同
感
。
大
学

と
し
て
も
常
に
好
奇
心
を
抱
き
、
夢
を

持
つ
学
生
を
育
て
て
い
き
た
い
。
も
の

つ
く
り
大
学
は
、
産
学
協
同
に
関
し
て

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
で
、

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
の
皆
様
に
も

ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

大
学
に
も
視
察
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
り
、
身
の
あ
る
中
身
と
な
っ

た
懇
談
会
は
閉
会
し
た
。

埼埼
玉玉
ニニ
ュュ
ーー
ビビ
ジジ
ネネ
スス
協協
とと
懇懇
談談

特
別
公
開
講

座
終
了
後
に

講
師
ら
と
活
発
に
意
見
交
換

会
場
の
様
子

椎
橋
章
夫
Ｊ
Ｒ
東
日
本
執
行
役
員

Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
事
業
本
部
副
本
部
長
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県
は
、
四
月
二
〇
日
�
、
埼
玉
会
館

に
お
い
て
、
日
本
経
団
連
・
産
業
第
一

本
部
長
井
上

洋
氏
を
講
師
と
し
て
迎

え
、「
日
本
の
社
会
経
済
再
生
戦
略
―
日

本
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

日
本
版
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
受
け
て
―
」
と

題
す
る「
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
経
済
界
が
目
指
す

日
本
の
将
来
像
、
方
向
性
並
び
に
経
済

界
が
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
理

解
・
認
識
を
深
め
、
今
後
の
政
策
立
案

づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
県

の
幹
部
職
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
会
も
本
セ
ミ
ナ
ー
開
催

に
当
た
り
連
携
し
た
も
の
。

当
日
は
、
上
田
清
司
知
事
を
は
じ
め

と
し
た
県
幹
部
な
ら
び
に
本
会
よ
り
利

根
会
長
、
野
上
専
務
理
事
な
ど
、
約
四

〇
〇
名
が
出
席
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
、上
田
知
事
は「
今

は
ま
さ
に
歴
史
的
な
転
換
点
。
将
来
、

こ
れ
ま
で
の
概
念
と
は
全
く
異
な
っ
た

経
済
社
会
が
到
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
大
変
革
の
時
に
は
、
行
政
と

し
て
も
そ
の
中
身
を
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
予
算
に
は
制
約
が
あ

る
が
、
中
身
は
日
本
一
と
い
う
埼
玉
県

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。」と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
本
会
利
根
会
長
が
「
現
在
、

日
本
経
済
は
戦
後
最
悪
の
不
況
下
に
あ

り
、
こ
の
不
況
か
ら
の
脱
却
が
国
家
の

最
優
先
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
新
た
な
日
本
の
成
長
戦
略
を
経

団
連
が
提
唱
し
た
。
本
日
は
、
こ
の
戦

略
立
案
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ

た
井
上
本
部
長
を
お
招
き
し
、
そ
の
戦

略
の
中
身
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
た
。
今
後
の
埼
玉
県
づ
く

り
に
向
け
て
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
、

官
民
が
課
題
を
共
有
し
、
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」

と
述
べ
ら
れ
、
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

そ
の
後
、
セ
ミ
ナ
ー
に
移
り
、
井
上

本
部
長
か
ら
は
、
�
「
経
済
危
機
対
策

（
四
月
一
〇
日
）
は
十
分
な
も
の
か
、

�
外
需
依
存
の
真
の
意
義
、
�
外
需
の

変
動
に
も
強
い
経
済
社
会
構
造
づ
く
り
、

�
将
来
を
見
通
し
た
国
家
戦
略
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
必
要
性
の
四
つ
を
論
点
と

し
て
、
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。（
講
演
要

旨
は
別
掲
）

「
日
本
の
社
会
経
済
再
生
戦
略
―
日

本
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

日
本
版
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
受
け
て
―
」
と

題
し
て
、
日
本
経
団
連
・
産
業
第
一
本

部
長
井
上

洋
氏
よ
り
、
�
「
経
済
危

機
対
策
（
四
月
一
〇
日
）
は
十
分
な
も

の
か
、
�
外
需
依
存
の
真
の
意
義
、
�

外
需
の
変
動
に
も
強
い
経
済
社
会
構
造

づ
く
り
、
�
将
来
を
見
通
し
た
国
家
戦

略
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
必
要
性
の
四
点

を
骨
子
と
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講

演
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
�
経
済
危
機
対
策
（
四
月
一
〇
日
）

は
十
分
な
も
の
か

今
回
の
国
費
十
五
兆
円
（
事
業
費
ベ

ー
ス
五
六
兆
円
）
の
経
済
危
機
対
策
は
、

現
在
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
二
〇
兆
円
を
埋

め
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
効

果
に
よ
り
、
二
〇
〇
九
年
後
半
に
は
四

半
期
ベ
ー
ス
で
プ
ラ
ス
成
長
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、「
二
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

成
長
」「
デ
フ
レ
突
入
」
は
回
避
で
き

な
い
可
能
性
が
高
く
、
状
況
に
よ
っ
て

は
第
二
次
的
な
経
済
対
策
を
今
年
度
上

期
中
に
講
じ
る
必
要
が
出
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。

二
�
外
需
依
存
の
真
の
意
義

日
本
の
経
済
成
長
率
の
落
ち
込
み
が

高
い
の
は
、
外
需
の
落
ち
込
み
幅
が
大

き
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
人
口

減
少
下
の
日
本
で
は
、
内
需
主
導
型
経

済
へ
の
移
行
は
幻
想
に
過
ぎ
ず
、
今
後

も
外
需
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
の
が
現
実
で
あ
る
。

今
後
は
、
最
先
端
の
技
術
と
キ
メ
細

か
な
サ
ー
ビ
ス
で
付
加
価
値
を
つ
け
、

ア
ジ
ア
の
成
長
を
取
り
込
む
戦
略
を
一

層
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

三
�
外
需
の
変
動
に
も
強
い
経
済
社
会

構
造
づ
く
り

今
後
の
日
本
経
済
を
展
望
す
る
と
、

外
需
の
変
動
に
も
強
い
経
済
社
会
構
造

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、「
雇
用
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
」「
社
会
的

課
題
解
決
の
た
め
の
民
間
活
用
の
促

進
」「
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
力
・

教
育
力
を
高
め
る
」「
地
域
そ
れ
ぞ
れ

が
成
長
戦
略
を
構
築
す
る
」
の
四
施
策

の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。

四
�
将
来
を
見
通
し
た
国
家
戦
略
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
必
要
性

日
本
経
団
連
で
は
、「
日
本
版
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
の
推
進
を
求
め
る
―
雇
用

の
安
定
・
創
出
と
成
長
力
強
化
に
つ
な

が
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
」
を

提
唱
し
て
い
る
。

推
進
に
当
た
っ
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

�
産
業
競
争
力
の
強
化
、
�
国
民
生
活

の
向
上
、
�
地
域
の
活
性
化
、
�
低
炭

素
・
循
環
型
社
会
の
実
現
の
四
つ
で
あ

り
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
下
に
、
様
々

な
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
唱
し
て
い

る
。

埼
玉
県
政
策
セ
ミ
ナ
ー
で
本
会
連
携

日
本
経
団
連
井
上
本
部
長
が
講
演

講
演
す
る
日
本
経
団
連
・
井
上
本
部
長

「
中
身
は
日
本
一
と
い
う
埼
玉
県
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
す
る
上
田

知
事

「
官
民
が
課
題
を
共
有
し
、
と
も
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
挨
拶

す
る
利
根
会
長
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埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
の
平

成
二
十
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
労
使
に
よ

る
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
会

が
三
月
二
十
三
日
�
午
後
よ
り
浦
和
区
の

あ
け
ぼ
の
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
は
厚
生
労
働

省
の
委
託
を
受
け
、
平
成
十
五
年
五
月
、

「
労
使
が
相
協
力
し
て
就
職
支
援
の
事
業

な
ど
を
地
域
の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
効

果
的
に
行
い
、
地
域
の
雇
用
の
改
善
を
図

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、
本
会
と
連
合
埼

玉
を
母
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
平
成
二

十
年
度
）
を
も
っ
て
六
年
に
及
ぶ
事
業
を

終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
本
会
が
主
体
と
な
り
、
県
教

育
局
と
連
携
し
て
実
施
し
て
き
た
「
四
者

面
談
会
」
や
「
県
立
高
等
学
校
進
路
・
就

職
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
」、
ま
た
、
長
期
的

視
野
に
立
っ
た「
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
・

働
き
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

そ
し
て
連
合
埼
玉
が
主
体
と
な
り
実
施
し

た
「
就
職
は
じ
め
の
一
歩
塾
」
や
「
わ
が

子
の
自
立
に
悩
む
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー
」、

「
市
町
村
に
お
け
る
雇
用
支
援
セ
ミ
ナ

ー
」
な
ど
独
創
的
か
つ
多
様
な
事
業
を
展

開
し
全
国
か
ら
も
大
い
に
注
目
を
集
め
た
。

当
日
は
支
援
機
構
の
母
体
で
あ
る
本
会

利
根
忠
博
会
長
、
連
合
埼
玉
片
山
修
三
会

長
、
来
賓
と
し
て
埼
玉
労
働
局
苧
谷
秀
信

局
長
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
中
島
滋
副
部

長
な
ど
を
は
じ
め
、
関
係
者
二
十
五
名
が

参
加
、
テ
レ
ビ
埼
玉
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
も

取
材
に
訪
れ
た
。

会
は
竹
花
康
雄
労
働
者
側
代
表
（
連
合

埼
玉
事
務
局
長
）
が
開
会
挨
拶
、
そ
の
後

両
団
体
代
表
挨
拶
と
し
て
利
根
本
会
会
長

は
「
昨
年
夏
、
全
国
の
機
構
の
解
散
が
決

定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
を
契
機
と
す
る
世
界
金
融
危
機
に
よ

り
、
日
本
経
済
は
未
曽
有
の
事
態
に
直
面

し
、
雇
用
情
勢
も
極
め
て
深
刻
な
状
況
に

至
っ
て
い
る
。
経
済
そ
し
て
雇
用
を
取
り

巻
く
環
境
の
激
変
、
事
業
や
マ
イ
ン
ド
面

で
の
収
縮
は
今
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も

な
い
こ
と
だ
が
減
に
憂
慮
に
た
え
な
い
こ

と
。
機
構
と
し
て
の
事
業
は
終
了
と
な
る

が
、
世
界
同
時
不
況
を
乗
り
越
え
、
こ
う

し
た
経
済
情
勢
を
打
開
し
、
か
つ
雇
用
の

維
持
・
改
善
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
従

来
に
も
増
し
た
労
使
一
体
で
の
取
り
組
み

が
肝
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、
片
山
連
合
埼

玉
会
長
も
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
「
機
構

と
し
て
は
こ
の
六
年
間
、
一
貫
し
て
若
年

者
の
雇
用
問
題
、
就
職
支
援
に
重
点
を
置

き
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
ニ
ー
ト
や
フ

リ
ー
タ
ー
の
就
職
支
援
、
そ
し
て
そ
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
そ

の
一
つ
。
雇
用
が
無
け
れ
ば
税
収
が
減
少

す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
雇
用
の
崩
壊

は
地
域
社
会
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
今
後
の
雇
用
対
策

に
は
今
ま
で
に
は
な
い
様
々
な
課
題
が
あ

る
が
、
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
労
使

で
で
き
る
こ
と
を
話
し
合
い
、
考
え
な
が

ら
行
動
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
、
苧
谷
埼
玉
労
働
局
長
と
中

島
県
産
業
労
働
部
副
部
長
か
ら
来
賓
挨
拶

を
頂
戴
し
た
。苧
谷
局
長
は「
埼
玉
で
の
独

創
的
か
つ
様
々
な
取
り
組
み
は
全
国
に
誇

る
内
容
だ
っ
た
。
急
激
な
景
気
悪
化
に
よ

り
、
雇
用
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

今
後
も
労
使
で
話
し
合
い
非
正
規
も
含
め

た
雇
用
対
策
の
検
討
・
提
案
を
お
願
い
し

た
い
。
良
い
ア
イ
デ
ア
は
国
に
も
進
言
す

る
」と
挨
拶
、
中
島
副
部
長
は「
県
と
し
て

の
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
、
国
の
雇
用
創

出
助
成
金
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
即
効
性

の
あ
る
事
業
に
つ
い
て
は
前
倒
し
し
て
進

め
て
い
く
。ま
た
、ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
埼
玉
な
ど
各
関
係
機
関
に
も
働
き
か

け
、雇
用
の
支
援
・
安
定
に
努
め
て
い
く
」と

県
の
雇
用
支
援
策
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
機
構
の
取
り
組
み
に
謝
意
を
表
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
年
度
事
業
の
実
施

報
告
を
、
本
会
と
連
合
埼
玉
の
主
管
事
業

ご
と
に
三
国
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
本
会

常
務
理
事
・
事
務
局
長
）
と
木
村
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
連
合
埼
玉
副
事
務
局
長
）

が
行
っ
た
。〔
事
業
内
容
は
別
掲
〕

報
告
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
機
構
が
行
っ
て
き
た
様
々
な
事
業
に
対

す
る
感
想
や
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
関
根
郁

夫
県
教
育
局
高
校
教
育
指
導
課
長
（
現
浦

和
高
等
学
校
校
長
）
は
「
四
者
面
談
会
は

何
ら
か
の
形
で
続
け
て
い
き
た
い
。
現
在

の
形
を
応
用
し
な
が
ら
色
々
な
方
法
で
学

校
現
場
に
周
知
・
啓
発
を
図
り
た
い
」
と

語
り
、
そ
の
他
の
出
席
者
か
ら
「
今
後
の

労
使
の
取
り
組
み
に
は
国
や
県
で
出
来
る

こ
と
は
最
大
限
の
協
力
を
惜
し
ま
な
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
野
上
武
利
使
用
者
側
代
表
（
本

会
専
務
理
事
）
が
「
連
合
埼
玉
と
経
営
者

協
会
は
、
平
成
八
年
よ
り
雇
用
創
出
に
関

す
る
共
同
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
協
議
を

重
ね
る
と
と
も
に
様
々
な
提
言
を
行
い
、

関
係
諸
機
関
に
研
究
成
果
の
実
現
を
働
き

か
け
て
き
た
。
労
使
就
職
支
援
機
構
は
こ

の
よ
う
な
土
台
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
報
告

し
た
よ
う
な
建
設
的
な
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
機
構
は
解
散
と
な
る
が
、

一
〇
〇
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
難
局
を
乗

り
切
る
た
め
に
は
、
今
後
も
労
使
は
も
と

よ
り
関
係
機
関
と
の
連
携
が
必
要
。
連
合

埼
玉
と
経
営
者
協
会
は
、
今
後
と
も
雇
用

の
安
定
と
拡
大
、
な
ら
び
に
産
業
の
活
性

化
に
向
け
た
話
し
合
い
を
し
て
い
く
こ
と

が
一
層
肝
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
語
り
、

報
告
会
は
閉
会
し
た
。

◆
事
業
報
告
会
出
席
者

〔
本

会
〕

利
根
忠
博
会
長
、
野
上
武
利
専
務
理
事
、

三
国
雅
裕
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
根
岸

茂
文
事
務
局
次
長
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）、

野
口
寛
治
法
規
部
長
、
宮
田
信
久
調
査
部

長
、
鈴
木
孝
幸
総
務
課
長

〔
連
合
埼
玉
〕

片
山
修
三
会
長
、
竹
花
康
雄
事
務
局
長
、

木
村
俊
之
副
事
務
局
長
、
河
西
伸
広
副
事

務
局
長
、
小
川
明
副
事
務
局
長
、
佐
藤
道

明
副
事
務
局
長

〔
埼
玉
労
働
局
〕

苧
谷
秀
信
局
長
、
福
和
夫
職
業
対
策
課
課

長
、
篠
原
た
い
子
職
業
対
策
課
係
長

〔
埼
玉
県
産
業
労
働
部
〕

中
島
滋
産
業
労
働
部
副
部
長
、
長
谷
川
真

勤
労
者
福
祉
課
副
課
長
、
檜
山
清
勤
労
者

福
祉
課
主
査
、
惣
中
太
郎
就
業
支
援
課
主

幹〔
埼
玉
県
教
育
局
〕

関
根
郁
夫
高
校
教
育
指
導
課
課
長
（
現
浦

和
高
等
学
校
校
長
）、
清
水
雅
己
指
導
主

事
、
持
田
雄
一
指
導
主
事

〔
さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
〕

越
河
澄
子
専
務
理
事

労労
使使
就就
職職
支支
援援
機機
構構
がが
事事
業業
終終
了了

事
業
報
告
と
新
取
組
み
説
明
会
開
く

会
場
の
様
子

利
根
忠
博
本
会
会
長
挨
拶
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委託事業の内容及び実績

１．雇用支援制度導入奨励金の普及啓発と、トライアル雇用の促進・就職
へと結びつける事業としてリーフレットを作成し、県内の事業主への
周知や、各種セミナー・フォーラム等を開催し普及啓発活動を実施する。

１）県・労働局・ハローワーク・母子家庭等就業自立支援センターなどと
連携を図り、雇用支援制度導入奨励金の普及啓発活動を行うと同時
に、トライアル雇用や就職へと結び付けていく。
◆埼玉県内２０年度トライアル雇用奨励金支給件数 １，１５１件

若年者トライアル ８８７件
障害者トライアル ２０２件
中高齢者トライアル ５６件
母子トライアル ６件

（いずれも２１年３月５日現在）
埼玉県内２０年度雇用支援制度導入金支給件数 ９８件

（いずれも２１年３月５日現在）

�各関係機関との連携し就職困難者の早期就職を支援するセミナー
等を開催

◆各関係機関と連携し、「仕事出会いフェア」５／２９開催
参加企業９社 ３４歳以下の求職者２９名

◆「障害者雇用サポートセミナー」６／１８開催
企業の障害者雇用の促進を図るため、講演・事例報告などを実施
企業の労務担当者を中心に１２０名参加

◆「内定取消者等緊急支援セミナー」１／２９開催
ヤングキャリアセンター埼玉と共催し、内定取消者や未内定の若
者を対象に企業の説明会や求人人企業・団体と求職者の情報交換
を開催
参加企業・団体 ７社１団体 求職者２７名参加

�リーフレットの作成と配布
◆リーフレット、３０，０００部作成
連合埼玉加盟組織及び埼玉県経営者協会加盟組織、各関係機関へ
配布

２．就職困難者の早期就職に向けて、支援する事業を実施する。またトラ
イアル雇用について啓蒙普及活動を行う。

１）若年者等の就職困難者を対象に、自己キャリア形成から、企業が重
視しているコミュニケーション能力・職業人意識・ビジネスマナー等
のスキル習得を狙いとしたセミナーを開催する。
◆「就職はじめの一歩塾」計３回開催（３０名）

委託事業の事項

�就職困難者のお
かれている、厳
しい就職状況に
対応し、雇用支
援制度導入奨励
金の普及啓発活
動を行うととも
に、早期就職を
支援する事業。

平成２０年度 地域労使就職支援事業実績
埼玉県地域労使就職支援機構
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委託事業の内容及び実績

２）ニート・フリーター等の就職困難者にとって、一番身近な相談者・支
援者である保護者を対象に「保護者の役割」や「向き合いかた・対応
のしかた」をテーマにセミナーを開催する。
◆「わが子の自立に悩む 保護者セミナー」２／４開催（２２名）

１．新たな就職困難者を増やさないことが埼玉県の経済発展、そして県民
の豊かさ・ゆとりに繋がるとの観点から、長期的な視野に立った人材
育成などの事業。

１）進路指導担当者の指導力向上を図るために、県内公立高校の進路指
導教員を対象に、長期（１年間）民間企業就業体験教員と受け入れ
経営者によるパネルディスカッションを行うセミナーを開催する。
◆「高等学校進路・就職指導者セミナー」８／２６開催（１８０名）

２）企業や社会が求める人材像を相互に確認するとともに、自分を見つ
め直し、進路選択を適正に絞り込む機会を提供するため、県内公立
高校の就職希望の生徒・保護者・担当教員・企業経営者の４者によ
る面談会を開催する。
◆「県立高校就職希望者に対する四者面談会」１／１７、２４開催（４１組）

３）就職困難者にとって、最も身近な行政機関の雇用支援の必要性が明
らかになっていることから、常設的な雇用支援機関や支援機能の整
備・拡充に向け、担当職員が今日の雇用構造の現状や今後の課題を
認識すると同時に、当該地域住民のニーズに即した有効的な雇用施
策を企画立案し、その施策を実践するコーディネート力を持つため
に、労働施策担当職員を対象に、その専門性を身に付ける講座の実
施。
◆「市町村における雇用支援セミナー」２／１６開催（２９名）

４）次世代を担う子供たちが、夢を持ち自立した社会人へと進むことが
できるよう、子供たちとその廻りの大人たちに強い応援のメッセー
ジを届ける内容のフォーラムを開催する。またこのフォーラムを中
心に県内企業労使及び県民へ普及を目的として広報活動を実施する。
◆「こころ豊かな生き方・働き方」フォーラム
～未来を担う人づくり～ １２／９開催（３００名）

◆「テレビ埼玉による特別報道番組」の放送 ６０分番組１月放送

平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日

委託事業の事項

�長期的な視野に
立ち、労使の立
場から雇用の安
定的拡大と県民
のこころ豊かな
生き方・働き方
の環境を整備し
ていく事業。

事業期間
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社宅UR

第
２７
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管

理
担
当
者
養
成
講
座

全
６
講

�
開
講
満
２７
周
年
�

２
０
０
９
年
６
月
〜
７
月
、

毎
週
午
後
開
講
、
２１
時
間
３０
分
コ
ー
ス

本
会
主
催
ご
案
内

第
１
講

６
月
１０
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
９０２

１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管
理
部

門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
本
知

識

パ
ー
ト
�

弁
護
士

外
井

浩
志
氏

第
２
講

６
月
１７
日
�

同
右
９０１

１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管
理
部

門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
本
知

識

パ
ー
ト
�

弁
護
士

外
井

浩
志
氏

第
３
講

６
月
２４
日
�

同
右
９０１

１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管
理
部

門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
本
知

識

パ
ー
ト
�

弁
護
士

外
井

浩
志
氏

第
４
講

７
月
１
日
�

同
右
９０１

１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管
理
部

門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
本
知

識

パ
ー
ト
�

弁
護
士

新

弘
江
氏

第
５
講

７
月
８
日
�

同
右
９０１

１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

１
日
で
わ
か
る
社
会
保
険
の
手
続
き
・
実
務

ポ
イ
ン
ト
�

〜
社
会
保
険
実
務
コ
ー
ス

社
会
保
険
労
務
士

鈴
木

早
苗
氏

第
６
講

７
月
１５
日
�

同
右
９０１

１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

１
日
で
わ
か
る
労
働
保
険
の
手
続
き
・
実
務

ポ
イ
ン
ト
�

〜
労
働
保
険
実
務
コ
ー
ス

社
会
保
険
労
務
士

鈴
木

早
苗
氏

会

費
�
全
講
参
加
�

全
講
一
括
参
加
会
員

７
５
、０
０
０
円

（
１
名
に
付
）
非
会
員

９
３
、０
０
０
円

�
特
定
講
参
加
�

個
別
の
希
望
講
会
員

１
３
、０
０
０
円

（
１
講
・
１
名
に
付
）ご
参
加

非
会
員

１
６
、０
０
０
円

お
茶
代
、
資
料
代
、
参
考
図
書
代
（
講
に
よ

っ
て
配
布
）、
消
費
税
な
ど
の
費
用
を
含
み
ま

す
。
全
講
参
加
お
申
込
の
場
合
、
交
代
で
の
ご

参
加
も
け
っ
こ
う
で
す
。
会
場
は
、
す
べ
て
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９
階
、
講
義
時
間
に

は
、
休
憩
・
質
問
時
間
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

受
付
は
い
ず
れ
も
開
講
１０
分
前
か
ら（
１３
時
頃
）。

※
参
加
お
申
し
込
み
は
本
会
事
務
局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
８
―
６
４
７
―
４
１
０
０
）
ま
で
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所
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平
成
二
十
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
ふ
り
か
え
る
成
果
報
告
会
を
三
月

六
日
�
午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

九
〇
六
会
議
室
に
て
開
催
し
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
・
団
体
の
担
当

者
を
は
じ
め
、
送
り
出
し
側
の
大
学
関

係
者
ら
約
七
十
名
が
参
加
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
は
厚
生
労

働
省
埼
玉
労
働
局
よ
り
受
託
し
、
本
会

と
埼
玉
県
（
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
埼
玉
）
が
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て

お
り
、
も
の
つ
く
り
大
学
を
対
象
と
し

た
デ
ュ
ア
ル
版
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
と
と
も
に
推
進
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
会
は
本
会
と
県
が
共
催
、

埼
玉
労
働
局
の
後
援
で
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
平
成
二
十
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
事
業
の
成
果
と
課
題
を
ふ
り
か
え

り
、
今
後
の
望
ま
し
い
活
動
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
企
業
、

行
政
、
団
体
等
の
関
係
者
と
大
学
関
係

者
と
の
情
報
交
換
を
実
施
し
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
の
さ
ら

な
る
向
上
と
産
学
連
携
の
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本
会
野

上
武
利
専
務
理
事
は
、「
一
〇
〇
年
に

一
度
と
云
わ
れ
る
経
済
危
機
は
、
各
社

の
採
用
計
画
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
期
で
も

有
為
な
人
材
は
確
保
し
た
い
と
い
う
企

業
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
創
造
性
豊
か

な
人
材
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
も
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

と
考
え
る
。
人
材
育
成
に
対
し
て
は
社

会
総
が
か
り
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
、企
業
、行
政
、大
学
、学
生
が
一
同
に

会
す
本
日
の
報
告
会
も
ぜ
ひ
有
効
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

続
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の

委
託
元
で
あ
る
埼
玉
労
働
局
高
橋
恵
子

職
業
安
定
課
長
は
、「
雇
用
情
勢
が
悪

化
す
る
中
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
毎
日

大
勢
の
職
を
求
め
る
人
達
が
訪
れ
て
い

る
。
労
働
局
と
し
て
も
緊
急
に
内
定
取

消
者
用
の
専
用
窓
口
を
設
置
し
、
相
談

業
務
を
行
う
な
ど
の
施
策
を
講
じ
、
ま

た
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
の
普
及
・
啓

発
な
ど
に
も
努
め
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
職
業
意
識
形
成
の
有
効
な

手
段
で
、
若
年
者
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
防
ぐ
た
め
に
も
役
立
っ
て
い
る
。
労

働
局
で
も
今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
生
を

受
け
入
れ
、
職
員
の
刺
激
と
活
性
化
に

も
繋
が
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
本
会
宮
田
信
久
調
査
部
長

が
、「
平
成
二
十
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
ふ
り
か
え
り
」
と
題
し
て
基
調

報
告
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
状

況
（
別
表
）
や
首
都
圏
に
お
け
る
成
果

と
課
題
、本
会
で
調
査
し
た
受
入
企
業
・

団
体
、
大
学
、
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

引
き
続
き
、ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
埼
玉
の
伊
藤
純
子
主
査
が
「
埼
玉
県

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
結
果
」と
題
し
、

埼
玉
県
庁
お
よ
び
外
郭
団
体
で
の
実
施

結
果
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
イ
ン
ー
ン

シ
ッ
プ
実
施
ま
で
の
流
れ
な
ど
を
紹
介

し
た
。
埼
玉
県
で
は
四
十
の
セ
ク
シ
ョ

ン
で
四
十
六
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
た
。

続
い
て
成
果
報
告
の
部
で
は
、
受
入

企
業
・
団
体
、
大
学
、
学
生
が
そ
れ
ぞ

れ
平
成
二
十
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

◆
成
果
報
告
の
部
、
報
告

要
旨

＊
企
業
・
団
体
の
部
＊

�
サ
ン
ケ
ン
電
気
�

総
務
人
事
グ
ル
ー
プ

鈴
木
庸
介
氏

○
事
業
内
容：

半
導
体
、
Ｐ
Ｍ
・
Ｐ
Ｓ

製
品
の
設
計
開
発
、
販
売

○
本
社：

新
座
市

○
資
本
金：

二
〇
八
億
円

○
従
業
員
数：

一
、二
九
一
名

今
年
度
は
十
名
の
学
生
を
受
入
れ
、

技
術
部
な
ど
十
職
場
に
配
置
し
た
。
実

施
内
容
は
受
入
職
場
ご
と
に
企
画
・
調

整
、
体
験
型
研
修
に
重
点
を
置
き
、
目

標
・
目
的
な
ど
に
つ
い
て
意
識
を
持
た

せ
る
と
と
も
に
、内
容
・
成
果
に
つ
い
て

報
告
・
発
表
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

鈴
木
氏
は
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
実
施
し
、
学
生
の
姿
勢
（
興
味
・
向

上
心
・
対
人
能
力
）
な
ど
が
、
社
員
に

も
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

学
生
が
希
望
す
る
実
習
内
容
な
ど
を
事

前
に
把
握
し
、
実
習
後
は
さ
ら
に
発
表

の
機
会
を
増
や
す
な
ど
、
よ
り
効
果
性

の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し

た
い
」
と
ま
と
め
た
。

�
戸
田
市
役
所

総
務
部
人
事
課
主
任

福
田
忠
史
氏

マ
ッ
チ
ン
グ
率
の
向
上
な
ど

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
報
告
会

サ
ン
ケ
ン
電
気
総
務
人
事
グ
ル
ー
プ

鈴
木
康
介
氏

戸
田
市
役
所

総
務
部
人
事
課
主
任

福
田
忠
史
氏

城
西
大
学

現
代
政
策
学
部
准
教
授

渡
辺
博
子
氏

も
の
つ
く
り
大
学

製
造
技
能
工
芸
学

科

吉
原
祐
貴
氏

尚
美
学
園
大
学

総
合
政
策
学
科

久
田
泉
氏

―１８―



○
戸
田
市
人
口：

一
二
〇
、五
一
三
人

○
戸
田
市
役
所
職
員
数：

九
二
二
名

今
年
度
よ
り
ハ
イ
パ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス

に
登
録
し
、
シ
ス
テ
ム
経
由
で
四
名
の

学
生
を
受
け
入
れ
た
。実
施
目
的
は
、�

行
政
と
し
て
就
業
体
験
の
場
を
積
極
的

に
提
供
す
る
、
�
実
体
験
を
通
じ
、
行

政
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
、
�
学
生
の
意
見
・
提
言
等
を
業
務

改
善
に
活
用
す
る
、
�
若
年
職
員
の
育

成
能
力
の
養
成
を
行
う
、
と
い
う
こ
と
。

福
田
氏
は
、「
学
生
か
ら
の
有
効
な

提
言
や
指
導
職
員
の
育
成
能
力
向
上
な

ど
様
々
な
成
果
が
あ
っ
た
。
課
題
と
し

て
は
、
主
旨
が
受
入
部
署
の
末
端
ま
で

は
伝
わ
ら
ず
理
解
が
得
ら
れ
な
い
部
分

も
あ
っ
た
。
今
後
は
、
参
加
意
欲
の
高

い
学
生
の
参
加
に
期
待
す
る
と
と
も
に

大
学
側
に
は
事
前
・
事
後
の
フ
ォ
ロ
ー

体
制
を
と
っ
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。

＊
大
学
の
部
＊

城
西
大
学
現
代
政
策
学
部

准
教
授

渡
辺
博
子
氏

○
現
代
政
策
学
部：

二
〇
〇
六
年
設
立

○
在
籍
学
生
数：

八
〇
〇
名

キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
単
位
認

定
研
修
と
し
て
位
置
づ
け
。
平
成
二
〇

年
度
の
参
加
者
は
八
十
六
名
、
内
八
名

は
ハ
イ
パ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
応
募
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
の
主
な

成
果
は
、
�
学
び
に
よ
る
自
己
能
力
の

把
握
、
�
社
会
と
は
、
現
場
と
は
な
ど

の
実
感
と
体
感
、
�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
重
要
性
を
認
識
、
�
人
や

組
織
と
の
か
か
わ
り
の
重
さ
を
体
験
、

�
マ
ナ
ー
な
ど
社
会
人
と
し
て
の
あ
り

方
を
学
習
、
�
進
路
選
択
の
手
助
け
、

将
来
の
方
向
性
を
確
認
、
な
ど
。

渡
辺
氏
は
、「
学
生
は
就
業
体
験
を
通

じ
、何
が
得
ら
れ
た
か
、何
を
学
ん

だ
か
を
あ
ら
た
め
て
ふ
り
か
え
る

こ
と
が
大
切
。
今
後
も
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
継
続
し
て
い
く
た
め
、

地
域
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
、
継
続
的
間
係
性
の

構
築
を
図
り
た
い
」
と
強
調
し
た
。

＊
学
生
の
部
＊

�
も
の
つ
く
り
大
学

製
造
技
能
工
芸
学
科
三
年

吉
原
祐
貴
氏

○
研
修
先：

�
東
洋
ク
オ
リ
テ
ィ

ワ
ン
川
越
本
社
工
場

○
実
施
期
間：

六
月
十
日
〜
八
月

八
日
（
実
動
四
〇
日
間
）

も
の
つ
く
り
大
学
が
必
修
と
し

て
実
施
し
て
い
る
デ
ュ
ア
ル
版
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し

た
。品
質
保
証
部
、生
産
企
画
部
、

モ
ー
ル
ド
一
課
、ス
ラ
ブ
品
発
泡

現
場
、
生
産
技
術
部
な
ど
、
ほ
と

ん
ど
の
現
場
で
研
修
し
た
。

研
修
を
終
え
た
感
想
と
し
て
吉
原
さ

ん
は
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ

て
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
目
的
や
意
図
を
事
前

に
理
解
し
、
物
事
に
取
り
組
む
大
切
さ

が
わ
か
っ
た
」
と
発
表
し
た
。

�
尚
美
学
園
大
学

総
合
政
策
学
科
三
年

久
田

泉
氏

○
研
修
先：

介
護
老
人
保
健
施
設
し
ょ

う
わ

○
実
施
期
間：

八
月
の
二
週
間

「
し
ょ
う
わ
」
は
春
日
部
市
に
あ
る

介
護
老
人
施
設
。
介
護
の
仕
事
を
体
験

し
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
を
知
り
た
か

っ
た
の
と
、
セ
ラ
ピ
ー
に
興
味
が
あ
っ

た
た
め
選
択
。

実
際
の
介
護
を
体
験
し
た
久
田
さ
ん

は
、「
食
事
、
入
浴
介
助
か
ら
ト
イ
レ

の
手
伝
い
ま
で
、
大
変
だ
っ
た
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
と
真
面

目
に
取
り
組
め
ば
結
果
が
伴
う
こ
と
を

知
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
利
用
者
に
喜

ん
で
も
ら
え
た
時
の
達
成
感
を
味
わ
え

た
」
と
成
果
を
報
告
し
た
。

成
果
報
告
の
部
を
終
了
し
た
後
は
、

ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
の
近

藤
繁
樹
セ
ン
タ
ー
長
が
閉
会
挨
拶
、
そ

の
後
、
参
加
者
が
名
刺
交
換
な
ど
の
情

報
交
換
を
行
い
閉
会
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
に
お
け
る
本
会
の
重
点
方
針
と

し
て
は
、
�
マ
ッ
チ
ン
グ
率
の
向
上
と

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
を
目
指
し
、企
業
・

団
体
、
大
学
と
の
情
報
交
換
の
機
会
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、両
者
間
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
充
実
さ
せ
る
、
�
留

学
生
や
障
害
を
持
つ
学
生
が
参
加
す
る

機
会
の
拡
大
に
取
り
組
む
、
�
よ
り
効

果
的
で
実
効
性
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
、で
あ
る
。

�平成２０年度 目標と実績

対１９年度

＋５件

＋５１名

�インターンシップ受入、実施の内訳 ※下段は平成１９年度実績、右側率は対平成１９年度

計

１０２．４％

１３１．７％

１１３．０％

２１０件

２０５件

２１２名

１６１名

５２件

４６件

平成１９年度

２０５件

１６１名

ものつくり大学

１００．０％

１３５．４％

１００．０％

４０件

４０件

４２名

３１名

１件

１件

実績（対目標）

２６２．５％

１６９．６％

ハイパーキャンパスシステム

埼玉県庁

８１．６％

１０９．５％

１１３．３％

２１０件

２１２名

４０件

４９件

４６名

４２名

目 標

８０件

１２５名

一般企業・団体

１１２．０％

１４０．９％

５１件

４５件

１３０件

１１６件

１２４名

８８名

受 入 企 業 開 拓 数

インターンシップ実施学生数

受入企業登録数

平成１９年度

実 施 学 生 数

平成１９年度

登 録 大 学 数

平成１９年度

平成２０年度インターンシップの実施状況 平成２０年９月３０日現在

会
場
の
様
子

―１９―



																																													
																																																																																										
																																													

第
二
二
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い
」
が
三
月
一
八
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

で
、
参
加
者
・
関
係
者
を
合
わ
せ
合
計
五
五
名

が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

「
生
き
生
き
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
「
働
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
る
」
場
と
し
て
、

職
場
体
験
の
事
例
発
表
や
意
見
交
換
な
ど
、
自

己
啓
発
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
の

ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

午
前
中
は
「
基
調
講
演
」、
三
人
の
女
性
に

よ
る
「
事
例
発
表
」、
午
後
か
ら
は
「
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」、「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
」
と
続
く
四
部
構
成
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
第
三
回
さ
い
た

ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞
受
賞
者
で
も
あ
る
、
女
流

棋
士
の
中
井
広
恵
さ
ん
よ
り
「
大
局
観
」
と
題

し
て
講
演
を
頂
い
た
。
大
局
観
と
は
、
将
棋
や

囲
碁
で
、
的
確
な
形
勢
判
断
を
行
う
能
力
・
感

覚
の
こ
と
で
、
転
じ
て
物
事
の
全
体
像
（
俯
瞰

像
）
を
つ
か
む
能
力
の
こ
と
。

中
井
さ
ん
は
、
一
九
八
六
年
、
第
一
二
期
女

流
名
人
位
戦
で
初
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
さ
れ
、
以

降
、
男
性
棋
士
か
ら
公
式
戦
初
勝
利
を
あ
げ
た

女
流
棋
士
と
し
て
、
そ
の
実
力
が
高
く
評
価
さ

れ
る
な
ど
、
女
流
棋
士
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
数
々
の
実
績
を
持
ち
、
ま
た
、
女
流
棋
士
の

地
位
の
向
上
を
目
指
し
、
日
本
女
子
プ
ロ
将
棋

会
の
設
立
に
ご
尽
力
さ
れ
た
り
と
、
幅
広
く
ご

活
躍
中
。
将
棋
と
い
う
、
男
性
が
多
く
を
占
め

る
社
会
で
の
、
プ
ロ
棋
士
と
し
て
の
今
ま
で
の

ご
経
験
を
お
話
し
頂
い
た
。

「
部
分
だ
け
見
る
の
で
は
な
く
、
全
体
像
を

見
る
こ
と
が
大
切
。
他
の
駒
の
動
き
が
わ
か
る

こ
と
に
も
繋
が
る
」「『
現
在
の
状
況
』『
今
ま
で

の
流
れ
』『
こ
れ
か
ら
の
見

通
し
』
を
正
確
に
判
断
す
る

こ
と
が
大
切
」「
常
に
明
る

い
気
持
ち
で
先
を
見
て
、
ど

う
し
た
ら
今
の
状
況
を
打
破

で
き
る
か
、
今
ま
で
何
が
自

分
に
足
り
な
か
っ
た
か
を
考

え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
、

将
棋
の
世
界
だ
け
で
な
く
企

業
で
働
く
際
に
も
共
通
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

ま
た
、
プ
ロ
棋
士
と
し
て
の

お
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
秘

訣
に
関
し
て
も
あ
わ
せ
て
お

話
し
頂
い
た
。

講
演
後
会
場
か
ら
は
「
同

じ
働
く
女
性
」
と
し
て
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
上
げ
方
や

仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
関
す

る
質
問
が
相
次
い
だ
。

第
二
部
の
事
例
発
表
で
は
、

三
名
の
女
性
が
、
様
々
な
立

場
か
ら
自
身
の
体
験
談
を
交

え
て
発
表
し
た
。

東
彩
ガ
ス
�
の
二
木
綾
子
さ
ん
は
『
女
性
な

ら
で
は
の
「
あ
ん
し
ん
サ
ー
ビ
ス
」』と
題
し
て

発
表
。
二
木
さ
ん
は
、
二
〇
〇
七
年
に
入
社
さ

れ
、
同
年
新
設
さ
れ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
部
門

で
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
レ
デ
ィ
ー
第
一
号
と
し

て
ご
活
躍
中
。
新
築
戸
建
の
お
客
様
を
主
体
に

女
性
２
名
で
訪
問
し
、
ガ
ス
機
器
の
取
扱
い
及

び
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
お
手
入
れ
方
法
を
ご
案
内

す
る
と
い
う
、
業
界
内
で
も
前
例
の
な
い
「
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
レ
デ
ィ
ー
」
と
し
て
の
ご
経
験

を
、「
営
業
の
初
心
者
同
士
、
試
行
錯
誤
の
日
々

で
不
安
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
社
内
の
支
援
と
お

客
様
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
が
励
み
に
な
っ
た
」

と
ふ
り
返
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、「
自
分
達

で
課
題
を
設
定
し
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
た
め

に
挑
戦
し
て
い
け
る
環
境
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
る
。
深
く
お
客
様
と
繋
が
れ
る
よ
う
に
、

私
に
し
か
出
来
な
い
営
業
の
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
ま
と
め
た
。

前
澤
化
成
工
業
�
の
木
山
光
子
さ
ん
は
、「
人

と
の
繋
が
り
、
素
直
な
心
、
感
謝
の
気
持
ち
」

と
題
し
て
発
表
。
一
九
八
〇
年
に
入
社
さ
れ
、

以
降
、
総
務
部
、
製
造
本
部
な
ど
を
ご
経
験
さ

れ
、
現
在
は
資
材
部
資
材
担
当
係
長
と
し
て
ご

活
躍
中
。「
上
司
を
信
頼
し
て
、
自
分
に
出
来

る
最
大
限
の
努
力
を
す
る
」「
組
織
の
一
員
と

し
て
役
割
を
認
識
す
る
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
加
え
、「
育
児
休
暇
や
育
児
時
短
の
取
得

な
ど
、
会
社
の
制
度
を
勉
強
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
」「
職
場
の
協
力
や
家
族
の
理
解
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
両
立
す
る
こ
と
が
出
来
た
。『
あ

り
が
と
う
』
と
き
ち
ん
と
言
葉
に
し
て
伝
え
る

こ
と
を
心
が
け
た
」
と
い
う
、
工
場
内
で
初
の

育
児
休
業
を
取
得
し
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に

関
し
た
お
話
し
も
あ
わ
せ
て
披
露
さ
れ
、「
男

性
と
同
じ
働
き
方
を
す
る
の
で
は
な
く
、
女
性

な
ら
で
は
の
観
点
や
感
性
で
働
く
こ
と
も
大

切
」
と
ま
と
め
た
。

富
士
重
工
業
�
産
業
機
器
カ
ン
パ
ニ
ー
の
中

村
菜
摘
さ
ん
は
、「
仕
事
に
や
り
が
い

生
活

に
は
り
あ
い
」
と
題
し
て
発
表
。
一
九
九
二
年

に
入
社
さ
れ
、
本
社
人
事
部
、
部
品
用
品
本
部

用
品
開
発
部
な
ど
を
ご
経
験
さ
れ
、
現
在
は
総

務
課
人
事
係
係
長
と
し
て
ご
活
躍
中
。

男
性
が
多
く
を
占
め
る
企
業
の
中
で
、
活
躍

す
る
女
性
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
ご
経

験
を
元
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
考

え
方
を
基
本
に
「
男
性
も
女
性
も
『
そ
の
人
ら

し
い
ス
タ
イ
ル
』で
一
人
ひ
と
り
が『
存
在
感
』

を
出
し
て
い
け
る
風
土
つ
く
り
」
に
携
わ
ら
れ

て
き
た
経
験
を
発
表
さ
れ
た
。

「
社
会
の
変
化
を
情
報
と
し
て
き
ち
ん
と
掴

む
こ
と
」「
男
女
問
わ
ず
、
モ
デ
ル
（
目
標
）

に
な
る
人
や
仲
間
を
探
す
（
自
分
を
成
長
さ
せ
、

変
化
さ
せ
て
く
れ
る
人
と
の
出
会
い
を
逃
さ
な

い
）」「
必
要
と
さ
れ
る
人
材
に
な
る
（
付
加
価

値
の
高
い
仕
事
が
で
き
る
人
材
に
な
る
）」と
い

っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、「
追
い
風
は
吹
い

て
い
る
。『
や
っ
て
み
ま
す
！
』
と
い
う
勇
気

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
ま
と
め
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

事
例
発
表
者
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、「
生

き
生
き
働
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」「
仕
事
と
個
人
の
生
活
を
ど
う
調
和
さ
せ

て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
伺
っ
た
。

「
思
い
通
り
に
い
か
ず
に
苦
労
し
た
時
、
ど

う
乗
越
え
た
か
」「
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
」「
目
標
の
定
め
方
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
秘
訣
」「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
秘
訣
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
目
指

す
姿
や
資
格
の
取
得
に
関
し
て
」
な
ど
に
つ
い

て
討
議
し
、「
周
囲
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
に

な
る
た
め
に
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
」「
や
り

抜
く
こ
と
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
や
る

こ
と
が
重
要
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。
ま
た
、

参
加
者
に
と
っ
て
も
身
近
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方

法
な
ど
も
合
わ
せ
て
披
露
し
た
。

最
後
の
第
四
部
は
、「
生
き
生
き
働
い
て
い

く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
参
加
者
が
六
、
七
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。「
目
標
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り

第第２２２２回回 生生きき生生きき職職場場体体験験交交流流のの集集いい

働くことをあらためて見つめ直し
今後のキャリア形成を考える

女
流
棋
士
で
、
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞
受
賞
者
で

も
あ
る
中
井
広
恵
氏
に
よ
る
基
調
講
演
。

―２０―
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組
む
こ
と
が
大
切
」「
自
分
の
役
割
を
し
っ
か

り
と
果
た
す
こ
と
」「
良
好
な
人
間
関
係
が
大

切
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
る

こ
と
」
な
ど
の
意
見
交
換
や
、
育
児
休
暇
と
い

っ
た
制
度
等
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
情
報
交
換

を
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者
か
ら

「
自
分
に
置
き
換
え
て
み
た
時
に
ヒ
ン
ト
に
な

る
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」「
自
分
に
は
積

極
性
が
足
り
な
い
と
気
付
い
た
。『
自
分
が
変

わ
れ
ば
何
か
が
変
わ
る
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
出
た
。

参
加
者
は
あ
ら
た
め
て
、
自
身
の
働
き
方
を

見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
「
生
き
生
き
働
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
る
機

会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

基基
調調
講講
演演

「
大
局
観
」

女
流
棋
士
（
第
三
回
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟

子
賞
受
賞
者
）

中
井

広
恵
氏

事事
例例
とと
発発
表表
者者

�「
女
性
な
ら
で
は
の『
あ
ん
し
ん
サ
ー
ビ
ス
』」

東
彩
ガ
ス
�
お
客
様
部
越
谷
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
レ
デ
ィ
ー

二
木

綾
子
氏

�
「
人
と
の
繋
が
り
、
素
直
な
心
、
感
謝
の
気

持
ち
」

前
澤
化
成
工
業
�
資
材
部
資
材
担
当
係
長

木
山

光
子
氏

�
「
仕
事
に
や
り
が
い

生
活
に
は
り
あ
い
」

富
士
重
工
業
�
産
業
機
器
カ
ン
パ
ニ
ー

総
務
部
総
務
課
人
事
係
係
長中

村

菜
摘
氏

集集
会会
スス
タタ
ッッ
フフ

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

町
田

恭
子

《
ス
タ
ッ
フ
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

宮
田

信
久

星
�
恵
美
子

（
敬
称
略
）

参参
加加
会会
社社
・・
組組
織織

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
�
、
伊
藤
鉄

工
�
�
、
入
間
ガ
ス
�
�
、
牛
山
鉄
工
�
�
、

エ
ー
ザ
イ
�
美
里
工
場
�
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
�
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
埼
玉
支
店
�
、
片
岡
食
品
�
�
、

�
亀
屋
�
、
川
口
信
用
金
庫
�
、
キ
ヤ
ノ
ン
電

子
�
�
、
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
�
�
、
独
立
行

政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
�
、
�
コ
ー
セ
ー

�
、
埼
玉
縣
信
用
金
庫
�
、
�
埼
玉
り
そ
な
銀

行
�
、
サ
イ
ボ
ー
�
�
、
坂
戸
ガ
ス
�
�
、
三

協
食
品
工
業
�
�
、
シ
チ
ズ
ン
狭
山
�
�
、
昭

和
管
工
�
�
、
大
東
ガ
ス
�
�
、
�
太
洋
社
印

刷
所
�
、
東
彩
ガ
ス
�
�
、
�
東
芝
深
谷
工
場

�
、
、
日
本
ノ
ッ
ズ
ル
精
機
�
�
、
、
�
パ
レ

ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
�
、
�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
、
�
ビ
ー
ジ
ー
シ
ス
テ
ム

�
、
フ
ジ
オ
ッ
ク
ス
�
�
、
㈱
富
士
薬
品
�
、

武
州
産
業
�
�
、
北
辰
図
書
�
�
、
�
メ
デ
カ

ジ
ャ
パ
ン
�
、
�
ヤ
オ
コ
ー
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
五
二
名
。

新
入
社
員
研
修
が
四
月
二
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
で
、
六
六
名
が
参
加
し

開
催
さ
れ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
三
国
雅
裕
常
務
理
事
よ
り

挨
拶
。

続
い
て
「
企
業
で
働
く
と
い
う
こ
と
」
と
題

し
て
�
パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
）
業
務
支

配
人
兼
総
務
人
事
支
配
人
小
坂
良
二
氏
に
よ
る

基
調
講
演
。

小
坂
氏
か
ら
は「『
働
く
』と
は『
仕
事
』と
は
」

「
企
業（
会
社
）と
は
何
か
」「
企
業（
会
社
）の
社

会
に
対
す
る
役
割
」「
私
が
大
事
に
し
て
い
る

『
キ
ー
ワ
ー
ド
』」「
お
客
様
か
ら
の
『
信
用
』『
信

頼
』」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」と
い
っ
た
内
容
の
お
話
を
頂
い
た
。そ
し
て

そ
の
中
で
、「
達
成
可
能
な
目
標
を
繰
返
し
ク
リ

ア
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」「
組
織
の
中
で『
こ
れ

が
出
来
る
』
と
言
え
る
自
分
に
な
れ
る
よ
う
に
、

ス
キ
ル
を
高
め
て
、企
業
・
組
織
の
中
で
自
立
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
れ
か
ら
の
社
会
人
生
活

の
指
針
と
な
る
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。

続
い
て
は
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
�
パ
ー
ト

ナ
ー
講
師
八
木
春
美
氏
に
よ
る
講
義
・
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
。

主
な
五
つ
の
テ
ー
マ
は
「
企
業
人
と
し
て
の

自
覚
を
身
に
つ
け
る
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の

達
人
に
な
る
」「
電
話
は
仕
事
の
基
本
」「
好
印

象
を
与
え
る
来
客
応
対
・
他
社
訪
問
」「
仕
事

上
手
に
な
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
」。

速
や
か
に
職
場
に
対
応
し
、
ま
た
、
一
日
も

早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
よ
う
、
社
会
人
と
し

て
必
要
な
基
本
的
な
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
を
学
ん
だ
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
�
、
�
関
東

日
立
�
、
久
保
田
商
事
�
�
、
�
久
保
田
製
作

所
�
、
江
東
電
気
�
�
、
	
埼
玉
県
生
態
系
保

護
協
会


、
サ
イ
デ
ン
化
学
�
�
、
積
水
武
蔵

加
工
�
�
、
東
京
イ
ン
キ
�
�
、
�
ビ
ー
ジ
ー

シ
ス
テ
ム
�
、
�
ひ
び
き
�
、
武
州
ガ
ス
�
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
六
六
名
。

小
坂
氏（
パ
レ
ス

ホ
テ
ル

）が
基
調
講
演

新
入
社
員
研
修
に
６６
名
が
参
加

三
人
三
様
の
体
験
談
が
語
ら
れ
た
事
例

発
表
。

「
生
き
生
き
働
く
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
」「
仕
事
と
個
人
の
生
活
を

ど
う
調
和
さ
せ
て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

「
生
き
生
き
働
い
て
い
く
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
」
に
関
し
て
話
し
合

っ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」
で
は
訪

問
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
ん
だ
。

「
企
業
で
働
く
と
い
う
こ
と
」
と
題
し

て
基
調
講
演
を
す
る
㈱
パ
レ
ス
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
の
小
坂
良
二
氏
。

―２１―
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傍
島
社
長
は
、
岐
阜
県
の
出
身
。

大
学
卒
業
後
、
地
元
の
十
六
銀
行
に

入
行
し
、
七
年
間
、
主
に
国
際
部
門

の
業
務
に
従
事
し
、
そ
の
経
験
を
活

か
し
、
そ
の
後
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー

「
ワ
コ
ム
」
に
転
職
、
財
務
担
当
と

し
て
、
上
場
準
備
や
海
外
投
資
家
向

け
の
Ｉ
Ｒ
活
動
に
従
事
し
た
。

こ
の
間
に
、米
国
公
認
会
計
士（
Ｃ

Ｐ
Ａ
）
や
経
営
学
修
士
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）

を
取
得
、
二
〇
〇
一
年
に
ワ
コ
ム
を

退
職
し
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
資
格
取
得
の
た
め

の
教
育
研
修
会
社
「
ア
イ
テ
ィ
ー
エ

ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
を
設
立
。

そ
の
後
、ソ
フ
ト
開
発
会
社「
日
本
ユ

ニ
オ
ン
シ
ス
テ
ム
」
と
二
〇
〇
四
年

四
月
に
合
併
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
制
作

及
び
シ
ス
テ
ム
事
業
に
乗
り
出
し
た
。

合
併
後
間
も
な
く
、
銀
行
マ
ン
時

代
に
着
想
し
た
文
書
管
理
や
決
裁
を

電
子
化
す
る
事
業
に
注
力
、
電
子
認

証
技
術
を
使
っ
た
電
子
決
裁
・
文
書

管
理
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
「
Ｚ
ｉ

ｅ
３
」
を
開
発
し
た
。

当
初
は
知
名
度
も
な
い
た
め
、
電

話
を
し
て
も
話
を
聞
い
て
も
ら
え
ず
、

営
業
で
は
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、

営
業
努
力
が
奏
功
し
、
二
年
目
に
は

黒
字
化
を
果
た
し
た
。

「
Ｚ
ｉ
ｅ
３
」は
、電
子
文
書
デ
ー
タ

に
、実
際
の
印
鑑
と
同
じ
よ
う
な
改
変

不
能
な
電
子
文
書
用
ス
タ
ン
プ
を
押

印
で
き
る
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
で
、ｅ
‐

文
書
法
や
個
人
情
報
保
護
法
、
日
本

版
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
に
も
対
応
し
て
お
り
、

電
子
押
印
さ
れ
た
文
書
デ
ー
タ
は
そ

の
ま
ま
法
定
文
書
と
し
て
保
管
可
能
。

経
営
企
画
、
経
理
、
総
務
、
人
事
、

内
部
監
査
な
ど
、
こ
れ
ま
で
電
子
化

が
難
し
か
っ
た
分
野
で
、
文
書
管
理
、

決
裁
を
電
子
化
し
、
業
務
の
効
率
化

と
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
で
き
る
と
い

う
卓
越
し
た
機
能
を
有
し
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
二
月
に
は
、
こ
の
電

子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
先
進
性
等
が
評

価
さ
れ
、
埼
玉
県
の
「
渋
沢
栄
一
ベ

ン
チ
ャ
ー
ド
リ
ー
ム
賞
」
の
大
賞
を

受
賞
。
そ
の
後
も
、シ
ス
テ
ム
機
能

の
優
位
性
と
当
社
知
名
度
向
上
に
よ

り
、
当
社
業
績
は
順
調
に
推
移
、
今

期
の
売
上
は
三
〇
億
円
強
の
見
込
み

で
あ
り
、
株
式
公
開
も
視
野
に
入
っ

て
き
て
い
る
。

今
後
の
業
務
展
開
と
し
て
は
、「
Ｚ

ｉ
ｅ
３
」
の
持
つ
、
マ
ル
チ
言
語
対

応
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
対
応
、
モ
バ
イ
ル
対
応

と
い
う
機
能
の
優
位
性
を
活
か
し
、

国
内
大
手
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
を
代

理
店
と
し
、
国
内
市
場
の
さ
ら
な
る

開
拓
を
図
る
と
と
も
に
、
海
外
展
開

も
検
討
中
で
あ
る
。

ま
た
、
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
に
次

ぐ
第
二
の
柱
と
し
て
当
社
が
推
進
中

の
事
業
に
「
携
帯
電
話
用
の
小
型
充

電
器
」
が
あ
る
。
サ
ン
リ
オ
と
ラ
イ

セ
ン
ス
契
約
を
し
た
�
ハ
ロ
ー
キ
テ

ィ
の
充
電
器
�
を
三
月
に
販
売
を
開

始
し
、
日
経
新
聞
、
各
雑
誌
等
で
記

事
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
注
目

を
浴
び
て
い
る
。

こ
の
充
電
器
は
、
家
庭
な
ど
で
充

電
し
て
持
ち
歩
き
、
外
出
時
に
携
帯

電
話
の
充
電
が
切
れ
た
場
合
に
電
気

を
補
充
す
る
。
五
〇
〇
回
繰
り
返
し

て
利
用
で
き
、
価
格
は
二
五
〇
〇
円

（
税
抜
）。
年
間
で
五
〇
万
個
の
販

売
を
目
指
し
て
い
る
。

ネ
ク
ス
テ
ー
ジ（�
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
ａ
ｇ

ｅ
�）、
社
名
の
通
り
、
次
世
代
を
切

り
拓
く
当
社
の
今
後
の
動
向
に
目
が

離
せ
な
い
。

株
式
会
社
い
し
い
は
越
谷
市
の

流
通
団
地
に
本
社
を
構
え
る
工
業

材
料
、物
流
機
器
、各
種
資
材
か
ら

事
務
用
品
ま
で
、幅
広
い
商
品
を
取

り
扱
っ
て
い
る
総
合
商
社
で
あ
る
。

そ
の
具
体
的
な
取
扱
商
品
と
し

て
は
、
両
面
テ
ー
プ
加
工
品
や
発

泡
体
加
工
品
等
の
工
業
材
料
・
加

工
品
、
梱
包
用
テ
ー
プ
、
永
久
帯

電
防
止
発
泡
ト
レ
イ
や
シ
リ
カ
ゲ

ル
等
の
資
材
各
種
、
作
業
機
器
、

梱
包
機
器
、
物
流
機
器
と
多
種
多

様
で
幅
広
く
、
さ
ら
に
、
袋
詰
め

や
部
品
組
立
て
な
ど
の
ア
ッ
セ
ン

ブ
リ
も
代
行
し
て
い
る
。

沿
革
は
、
小
澤
年
子
社
長
の
祖

父
が
個
人
で
創
業
し
た
大
正
九
年

に
ま
で
遡
る
。
当
時
は
地
元
の
農

家
が
稲
わ
ら
で
作
っ
た
荒
縄
と
か

筵
を
集
荷
し
、
梱
包
材
と
し
て
、

卸
・
販
売
を
し
て
い
た
。
昭
和
三

十
五
年
、
�
石
井
商
店
設
立
、
四

十
五
年
、
�
石
井
英
顕
商
店
に
改

組
、
そ
し
て
、
全
国
展
開
の
発
端

と
な
る
三
重
営
業
所
を
五
十
年
に

開
設
し
、
そ
の
後
、
有
明
、
岡
山
、

北
関
東
、
北
海
道
、
福
島
の
各
営

業
所
を
開
設
し
、
こ
の
業
界
で
は

極
め
て
稀
な
全
国
展
開
を
し
、
幅

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
顧
客
の
要

望
に
応
え
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
三
年
に
社
名
を
�

い
し
い
に
変
更
、
十
三
年
に
は
越

谷
市
に
大
沢
工
場
を
新
築
し
、
万

全
の
体
制
を
整
え
、
本
社
取
引
だ

け
で
も
一
千
社
を
超
え
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

営
業
所
開
設
で
は
相
当
の
覚
悟

が
あ
っ
た
の
で
は
、
と
の
問
い
に

「
当
然
取
引
先
企
業
か
ら
の
開
設

要
請
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
地
で
他

の
企
業
も
開
拓
し
、事
業
を
継
続
・

発
展
さ
せ
る『
地
域
に
根
ざ
し
、

お
客
さ
ま
に
求
め
ら
れ
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
企
業
に
な
ろ
う
』
と

の
基
本
理
念
で
決
断
し
、
資
金
は

自
己
資
金
で
対
応
し
た
地
味
な
会

社
で
す
よ
」
と
小
澤
社
長
は
微
笑

み
な
が
ら
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
横
田
営
業
本
部
長
は
単

な
る
販
売
で
は
な
く
、
様
々
な
分

野
で
多
種
多
様
な
優
れ
た
商
品
を

提
案
す
る
営
業
を
し
て
お
り
、
そ

れ
が
、
他
社
と
の
差
別
化
で
あ
り
、

長
く
て
安
定
的
な
取
引
と
な
っ
て

い
る
と
も
話
さ
れ
た
。

今
現
在
、
百
年
に
一
度
の
金
融

危
機
で
実
態
経
済
を
も
悪
化
さ
せ

て
い
る
が
、
小
澤
社
長
は
「
昭
和

の
時
代
の
方
が
激
変
し
て
お
り
、

こ
の
経
済
悪
化
の
状
況
は
乗
越
え

ら
れ
る
」と
自
信
を
述
べ「
社
是
で

あ
る『
誠
実
・
感
謝
・
努
力
』の
も

と
に
、
社
員
が
危
機
感
を
共
有
し
、

よ
り
良
い
情
報
・
商
品
知
識
を
提

供
し
、
お
客
様
の
あ
ら
ゆ
る
要
望

に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々

努
力
精
進
し
た
い
」
と
語
ら
れ
た
。

なな話話題題 中中 南南 西西 北北

中
部

�
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
開
発

等
で
次
世
代
を
切
り
拓
く
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電 話：０４８‐６５０‐８５０１
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐６５０‐８５０２
設 立：２００１年９月
代 表 者：代表取締役 傍島祥夫
資 本 金：４億８３７０万円
従業員数：７４名
事業内容：電子決裁システムの開発・販売、

Webサイト制作等
http : www.inextage.com

南
部

�
い
し
い

地
域
に
根
ざ
し
、
求
め
ら
れ
、

な
く
て
は
な
ら
ぬ
総
合
商
社
に

DATA
会 社 名：株式会社 いしい
本 社：越谷市流通団地３‐１‐１８
代 表 者：代表取締役 小澤年子
創 業：大正９年
設 立：昭和４５年
資 本 金：１，０００万円
事業内容：工業材料・物流機器・各種資材の販

売・加工
電 話：０４８‐９８６‐０１４１
http : //www.co-ishii.co.jp

傍島祥夫社長

当
社
主
力
ソ
フ
ト
で
あ
る
「
電

子
決
裁
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｉ
ｅ
３

（
ジ
ー
ス
リ
ー
）」

次
の
主
力
製
品
を
目
指
す

「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
携
帯
電
話

充
電
器
」

㈱
い
し
い
本
社

小
澤
社
長（
右
）と
横
田
部
長

―２２―












































































生
姜
と
大
蒜
の
販
売
か
ら
ス
タ

－
ト
し
た
相
生
産
業
は
昭
和
六
一

年
三
月
に
東
京
都
練
馬
区
に
法
人

設
立
、
平
成
四
年
一
〇
月
に
前
橋

市
で
ス
ー
プ
・
ソ
ー
ス
類
の
製
造

販
売
を
開
始
、
同
七
年
五
月
入
間

郡
毛
呂
山
町
に
移
転
、
業
務
用
調

味
料
の
総

合
メ
ー
カ

ー
と
し
て

市
場
の
変

化
と
ニ
ー

ズ
に
合
わ

せ
て
、
幅

広
く
フ
レ

キ
シ
ブ
ル

に
顧
客
の

要
望
に
対

応
し
て
年

一
〇
回
以

上
の
展
示

会
の
出
展

と
顧
客
を

招
い
て
の

試
食
会
の

開
催
を
行

っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
特
に
研
究
開
発
室
と
品

質
管
理
室
が
充
実
し
て
い
る
。

タ
レ
・
ソ
ー
ス
・
シ
ー
ズ
ニ
ン

グ
の
製
造
と
販
売
は
一
貫
し
て
緑

あ
ふ
れ
る
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然

と
文
化
の
郷
、
毛
呂
山
町
に
本
拠

を
置
い
て
い
る
。

同
社
で
は
、
顧
客
の
要
望
に
応

え
る
べ
く
企
画
か
ら
試
作
を
併
設

の
プ
レ
ゼ
ン
室
が
活
用
さ
れ
、
全

国
か
ら
顧
客
が
来
社
し
、
世
界
中

の
様
々
な
料
理
を
再
現
し
た
ソ
ー

ス
や
タ
レ
や
シ
ー
ズ
ニ
ン
グ
を
創

り
、
試
食
を
行
っ
て
い
る
。

社
名
の
「
相
生
（
あ
い
お
い
）」

は
「
相
手
の
た
め
に
生
き
る
」「
相

互
に
生
き
る
」
を
意
味
し
、
常
に

相
互
信
頼
、
相
互
理
解
、
相
互
協

調
、
相
互
繁
栄
を
旨
に
お
客
様
に

対
応
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
登
録

し
た
商
品
ア
イ
テ
ム
は
す
で
に
一

八
〇
〇
種
以
上
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
商
品
開
発
を
経
験
し
た
創
造
性

豊
か
な
研
究
開
発
ス
タ
ッ
フ
が
、

顧
客
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
も
き
め

細
や
か
に
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
た
め
、
小
ロ
ッ
ト
生
産
と

Ｐ
Ｂ
受
託
を
主
に
対
応
し
て
い
る
。

家
庭
用
か
ら
大
量
調
理
用
、
家

庭
の
味
か
ら
専
門
店
の
味
、
日
本

か
ら
世
界
へ
と
あ
く
な
き
追
求
を

続
け
て
い
る
た
め
、
年
々
売
上
げ

よ
り
も
経
費
の
増
加
を
大
沢
道
博

社
長
は
嘆
い
て
い
る
。

同
社
の
味
覚
技
術
を
使
っ
て
、

埼
玉
県
毛
呂
山
町
発
世
界
に
発
信

し
、
東
南
ア
ジ
ア
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
に
も
輸
出
し
て
い
る
。

社
是
は
「
誠
実
と
熱
意
」「
創

意
と
工
夫
」「
迅
速
と
正
確
」
で

「
誠
実
」
は
、
昨
今
社
会
を
騒
が

し
て
い
る
偽
装
問
題
を
は
じ
め
企

業
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
る
な
か

で
、
同
社
で
は
、
創
業
時
よ
り�
人

が
生
き
て
い
く
上
で
も
っ
と
も
大

切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も

の
�
と
し
て
教
育
し
て
い
る
。
大

沢
社
長
は
「
社
是
と
ヤ
ル
気
さ
え

あ
れ
ば
更
に
美
味
し
い
も
の
と
社

会
貢
献
が
出
来
る
」
と
し
め
く
く

っ
た
。

パ
リ
は
フ
ラ
ン
ス
！
タ
レ
は
ア

イ
オ
イ
！

全
国
で
も
数
少
な
い
『
水
の
三

冠
王
』、「
名
水
百
選
」・「
水
の

郷
」・「
水
源
の
森
百
選
」
に
認
定

さ
れ
て
い
る
寄
居
町
。
太
洋
社
印

刷
所
は
こ
の
地
に
大
正
十
四
年
創

業
し
、
今
年
で
創
業
八
十
四
年
の

歴
史
あ
る
会
社
。

市
川
博
也
社
長（
写
真
）は
三
代

目
で
現
在
四
十
九
歳
。
先
代
の
急

逝
に
よ
り
平
成
五
年
、
三
十
三
歳

で
社
長
に
就
任
し
た
。
東
京
の
企

業
で
武
者
修
行
し
て
い
た
市
川
社

長
は
、
営
業
と
工
務
の
経
験
し
か

無
か
っ
た
が
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら

周
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
助
け
ら
れ
、

先
代
が
取
り
組
み
は
じ
め
て
い
た

Ｉ
Ｔ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
極
的

に
進
め
た
。ま
た
、印
刷
部
門
の
製

造
能
力
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、営

業
と
デ
ザ
イ
ン・
制
作
部
門
の
強
化

を
図
り
、
顧
客
情
報
を
敏
感
に
キ

ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
顧
客
と
共
に
商

品
を
創
り
上
げ
る
体
制
を
築
い
た
。

太
洋
社
印
刷
所
は
チ
ラ
シ
を
核

に
、
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
企
画
立

案
・
制
作
・
印
刷
、
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
企
画
・
制
作

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

従
業
員
数
は
二
七
〇
名
、
平
均
年

齢
は
三
十
三
歳
と
若
く
、
内
、
約

九
〇
名
は
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
部
門
、

約
五
〇
名
は
営
業
部
門
の
体
制
で
、

デ
ザ
イ
ン
・
制
作
部
門
の
比
率
は

三
〇
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

強
み
は
顧
客
を
流
通
・
小
売
業

に
特
化
し
た
こ
と
に
よ
る
専
門
性

と
顧
客
の
販
売
促
進
計
画
に
対
し

て
チ
ラ
シ
な
ど
販
促
物
作
り
の
コ

ン
セ
プ
ト
か
ら
関
わ
り
、
連
携
し

な
が
ら
一
緒
に
創
り
上
げ
る
企

画
・
提
案
力
。そ
し
て
長
年
の
ノ
ウ

ハ
ウ
か
ら
培
っ
た
質
の
高
い
制
作

力
と
印
刷
技
術
で
あ
る
。
大
口
の

顧
客
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
。
職
種
別
に
デ

ザ
イ
ン
部
門
を
分
け
て
お
り
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
チ
ラ
シ
制

作
に
は
女
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
多
く

配
置
し
、
女
性
の
感
性
や
セ
ン
ス

を
活
か
し
な
が
ら
集
客
力
の
あ
る

チ
ラ
シ
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
る
。

市
川
社
長
は
「
さ
ら
に
付
加
価

値
の
高
い
商
品
を
つ
く
り
、
基
礎

の
し
っ
か
り
し
た
筋
肉
質
の
体
質

を
持
っ
た
会
社
を
目
指
す
。
時
代

の
変
化
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
機

動
力
が
当
社
の
強
み
」
と
語
る
。

社
長
も
若
い
が
、
従
業
員
も

若
々
し
く
活
気
に
溢
れ
た
雰
囲
気

だ
っ
た
太
洋
社
印
刷
所
。
人
材
育

成
に
も
重
点
を
置
き
、
特
に
若
手

社
員
の
教
育
研
修
は
社
内
・
社
外
・

Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
体
系
化
し
な
が
ら

様
々
な
教
育
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
。
若
手
社
員
の
こ
れ
か
ら

の
成
長
が
楽
し
み
な
企
業
で
あ
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

DATA
会 社 名：�太洋社印刷所
代 表 者：代表取締役 市川博也
所 在 地：本社／大里郡寄居町寄居１０６９
川本工場：深谷市白草台２９０９‐１８
創 業：１９２５年（大正１４年）５月
資 本 金：２，４００万円
従 業 員：２７０名
事業内容：セールスプロモーション企画事業、

インフォメーションシステム開発事
業、各種印刷物の企画・制作・印刷
事業、デジタルメディアの企画・制
作事業

DATA
会 社 名：相生産業�
営業本部：〒３５０‐０４６１入間郡毛呂山町中央４‐２２‐３
電 話：０４９‐２９５‐２１９１�
Ｆ Ａ Ｘ：０４９‐２９５‐５７１８
代 表 者：代表取締役 大沢 道博
設 立：昭和６１年３月
資 本 金：１５（百万円）
従業員数：７０名
主な製造品目：食肉・惣菜弁当・外食用冷凍トッピン

グ具材、タレ、ソ－ス、シ－ズニング、
プレミックス

主な包装形態：個食用小袋１～１００g、キット用中袋
１００～１�、１～２�ペット容器、１２
�と２２�のBIB

http : //www.aioisangyo.jp

北
部

�
太
洋
社
印
刷
所

創
業
８４
年
、チ
ラ
シ
を
核
に
企

画
・
制
作
な
ど
の
事
業
を
展
開

西
部

相
生
産
業
�

業
務
用
調
味
料
の
企
画
開
発
・
製
造
販
売
で
個
々
の
お

客
様
に
心
の
こ
も
っ
た
食
物
語
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

大沢道博社長

市川博也
代表取締役

毛
呂
山
町
の
工
場

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ソ
ー
ス

㈱
太
洋
社
印
刷
所
本
社
社
屋

川
本
工
場
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１．半導体、IC等半導体関係
２．半導体他、材料の結晶成長関
係

３．赤外線の領域での検査・計測、
分光器関係

４．半導体、固体、液体等レーザ、
フェムト秒レーザ関係

５．超高真空装置およびその応用
関係

６．熱関係、超低温装置関係
７．研究開発企画、技術経営、ベ
ンチャー企業関係

８．コンピュータやネットワーク
関連の技術開発関係など。

太田 公廣
（おおた きみひろ）
昭和４８年３月 東京教育大学 大
学院 物理学修了 理学博士

昭和４８年４月 通商産業省 工業
技術院 電子技術総合研究所
入所

昭和５１年１１月 通商産業省機械情
報産業局 電子機器電機課自動
制御班計測制御係長

平成５年４月 電子技術総合研究
所 情報アーキテチャ部長

平成９年５月 大分県産業科学技
術センター長

平成１１年５月 電子技術総合研究
所 産学官連携推進センター長

平成１３年４月 （独）産業技術総
合研究所つくばセンター管理監
（兼）研究コーディネータ

平成１８年４月 大学法人 埼玉大
学 地域共同研究センター 教
授

平成２０年４月 同大学 地域共同
研究センター長、教授

平成２０年９月 同大学 地域オー
プンイノベーションセンター長、
教授

大学では赤外線研究室の門を叩
いた。半導体は赤外線領域では透

明となる領域があり、不純物を調べるには非常に
便利であった。赤外線分光器を手作りし、試料冷
却の液体ヘリウムの極低温容器も設計した。当時
は４．２Kの温度領域で測定できる赤外線分光器は
皆無に近いほど少なかったため、不純物の研究は
非常に進展した。
その後、半導体レーザ光をGHz 領域で超高速
変調する研究をし、ガン効果（ガンは発見者の名
前）を用いることで達成した。今では、このガン
効果素子は車間距離やスピードなどを測定するた
めのガンダイオードとして使われている。ガン効
果が大きく出る新しい半導体を作るべく、３元化
合物半導体である InGaSb の結晶を作った。その
結晶をマイクロ波やミリ波領域で測定し、ガン効
果が大きくなる３元混晶比率を見つけた。
結晶成長をやっている間に、今となっては当た
り前の話ではあるが、結晶は原子が一つ一つ積み
上がっていることに気付き、一層づつの成長とな
る原子層成長を世界で初めて成し遂げた。５名の
研究者が一丸となって出来たことであった。当時

はこのようなミクロでの制御が出来ることがほと
んど知られていなかったので、世界中で騒がれた
ようである。今ではこの半導体の方法は常識的な
こととなっており、種々の改良方法が出ている。
写真は当時の原子層づつの積層状態を調べた
TEM写真の一つである。
その後、フェムト秒（光は１秒間で地球を約７
回り半する距離を進むが、１フェムト秒では０．３�
しか進まない）内外で起こる物理現象とその応用
を目指して、フェムト秒レーザを手作りするとと
もに、フェムト秒テクノロジーという新分野の構
築と国のプロジェクト作りに専念した。電子計算
機やネットワ
ーク、ソフト
ウエアの仕事
をやり、今は
技術経営やベ
ンチャー起業、
産学官連携、
知財などの仕
事をしている。

１．同時多軸制御におけ
る知能化CAMシス
テムの開発

２．グラフィックハード
ウェアを利用した並
列処理システムの開
発

金子 順一
（かねこ じゅんいち）
平成９年３月 大阪大学
工学部電子制御機械工
学科 卒業
平成１１年３月 大阪大学
大学院機械工学科電子
制御機械工学専攻前期
課程修了
平成１６年３月 大阪大学
大学院機械工学科電子
制御機械工学専攻後期
課程修了 博士（工学）
平成１６年４月 埼玉大学
工学部機械工学科助手
平成１８年４月 埼玉大学
工学部機械工学科助教
現在に至る

小径の切削工具を用いて複雑形状を
創成するNCエンドミル加工は、金型
や航空機部品、精密機械部品の製作に

広く用いられている。特に近年では、主軸と加工物との相
対位置を並進３軸によって与えるだけでなく、旋回２軸に
よって相対姿勢を加工中任意に変更可能な多軸制御加工機
が普及しつつある。これらの多軸制御機械については、構
造や制御といったハードウェアの研究が広く行われており、
さらに最近は機械の駆動特性や切削に伴う切削力の影響を
考慮した CAMシステムの開発が強く望まれている。この
ような背景のもとで当研究室は多軸制御加工を支援する知
的 CAMソフトウェアシステムの開発に関する研究を行っ
ている。
工具の運動に伴って工具の相対姿勢を逐次変化させる同

時多軸制御加工においては、主に工具軸・主軸と加工物・
把持具との干渉回避が大きな課題となっている。また、荒
取り加工等で用いられる３＋２制御加工では、重切削の実
現のためチャックからの工具突き出し長を最小化させるこ
とが強く求められている。これらの影響を考慮し、急激な
軸駆動のない工具経路を計画するためには非常に多くの幾
何計算が必要になることが知られており、これまで実用上
問題のない時間内に支援の計画を行うのは難しいとされて
きた。
これらの問題に対して、当研究室ではグラフィックハー

ドウェアとして知られる３次元コンピュータグラフィック
ス描画用のデバイスを用いて幾何演算を実施する新しいア
ルゴリズムを開発し、その実用化のための研究を行ってい
る。図１は、インペラ形状上の一点において、工具の取り
うる姿勢の候補を工作機械旋回軸の可動範囲として表現し

た例を示す。通常、この種の処理を一般的な CPUによっ
て実施すると数１０秒が必要となるが、開発したシステムで
はこれをごく短時間（数１０ms）で導出することが可能で
あり、工具の移動にともなう干渉状態の変化を連続的に調
査して工具姿勢の決定を行うことができる。図２は、３＋
２軸加工を対象として、製品表面上の各位置を加工するの
に必要とされる最小の工具突き出し長さを色の分布で示し
た例を表す。コンピュータグラフィックスで広く用いられ
ている物体の影の評価技法を応用することにより、リアル
タイムに各割り出し
角候補における加工
の可否と必要突き出
し長さの描画色によ
る可視化を行うこと
が可能となった。
このように、グラ

フィックスハードウ
ェアを用いた並列処
理では、従来長い処
理時間が必要とされ
る幾何形状変化等の
複雑な評価の飛躍的
な高速化が可能とな
る。今後は、これら
の成果を応用し、製
品製造の効率を向上
させる各種の取り組
みを実施していきた
いと考えている。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 事務局長 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

原子層レベルの研究開発が起こるまで
埼玉大学 地域オープンイノベーションセンター センター長 太 田 公 廣 教授

グラフィックハードウェアの並列処理機能を
援用した知的CAMソフトウェアシステムの開発

埼玉大学工学部機械工学科 金 子 順 一 助教

図１ 干渉を回避可能な旋回軸可動範
囲の可視化

図２ 必要工具突き出し長さ・加工可
否の可視化
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４月は、本学のような教育の分野においては新入生を迎
え、また、企業においては新入社員を迎えたり、人員の配
置転換や昇任人事などにより身近な顔ぶれにも変化が見ら
れ、日常の業務に向かう姿勢や気持ちも新たになる季節で
もあります。
ものつくり大学も創設から９年目となりましたが、本年

度はこれまでとはやや異なった緊張感を感じながら年度は
じめを迎えております。昨今の１００年に１度と言われるよ
うな世界同時不況の波に飲み込まれ、いわゆる就職氷河期
に突入しそうな気配が漂う中、この度最終学年となる４年
生の学生諸君をいかに無事に就職させて社会に送り出すか
が重要な課題となっております。今日の企業を取り巻く情
勢の厳しさは、新聞やテレビ等の報道で毎日のように伝え
られていますが、同時に、２１世紀は「環境・エネルギー」、
さらには「電池（リチウムイオン電池）」の時代になるとい

った報道もあり、日本のものづくり産業の中心が今後はこ
うした方向に向かうことを示しているようです。こうした
ことは、各企業においては、これまでとは異なった新しい
技術にチャレンジしたり、新規分野に参入しなければなら
ない時代が近づいているものと推察されます。このような
時節においては、各企業において培われた技術力にさらに
磨きをかけたり、また新しい技術に対応するためにも、社
員の皆様のポテンシャルアップを図るための人材育成や人
材の確保がますます重要になると考えられます。ものつく
り大学におきましても、こうした時代に対応できる人材の
育成を目指すとともに、企業の皆様にもさらにご利用頂け
る体制を整える努力を進めたいと考えています。受託研究、
共同研究や受託研修・訓練の他、本学のカリキュラムの中
から目的の授業科目のみを聴講できる「科目等履修生」制
度などもおおいにご利用頂きたいと思います。

本学の実践を重んじる教育の一環として、建設技能工芸
学科３年生の実習授業において建物２棟を連絡する実用橋
梁を建設しています。２００３年および０４年は鉄筋コンクリー
ト製ラーメン人道橋、続いて０６年と０７年にはGFRP（Glass
Fiber Reinforced Plastics）製トラス人道橋、０８年は構内調
整池にCFRP（Carbon／炭素繊維強化プラスチック）補強
筋コンクリート製の浮橋を完成させました。人道橋の規模
は全長２１m、有効幅員２．６mで、浮橋は全長３０m、有効幅
員０．７５mあり、これらは学生が建設した実用橋梁として
日本では稀なものです。また、これらの橋梁は近未来の構
造物としても十分な価値を有しています。
ものつくり大学第２連絡橋は、主要部材に橋梁としては

新素材のGFRP 材を使用しています。このGFRP 角パイプ
材でトラス構造に組み立てることを材料メーカーと共同開

発し、日本最初のGFRP トラス橋を建設しました。既にこ
の後継橋梁が岐阜県内の公園橋として竣工しています。メ
ンテナンスにおいては腐食なし、塗装不要の優れたもので
す。
浮橋は高価な第２連絡橋に比べ低価格であり、これも次

世代の橋梁として提案するものです。設計会社との共同研
究でコンクリート製の浮体を９基つくり、これをロープで
連結しています。なお、浮橋中央部には着脱可能な連結装
置を設け、必要に応じて橋が２つに分割される可動橋にな
っています。この形式は橋桁を支えるための橋台、橋脚な
どが不要であり、メンテナンスも容易です。
このように構造物の設計および建設、実験研究などを行

なっています。今後とも埼玉県内の企業とこのような共同
開発ができることを期待しています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

今こそ人材の育成と人材の確保を
製造技能工芸学科 日 向 輝 彦 教授

日向 輝彦（ひなたてるひこ）教授、博士（工学）、職業訓練大学校卒業、職業能力開発総合大学校助教授、２００１年よりものつ
くり大学、現在に至る。専門分野：溶接、接合技術（連絡先：０４８－５６４－３８３０／hinata@iot.ac.jp）

近未来建設構造物の開発
図書情報センター長 建設技能工芸学科 増 渕 文 男 教授

増渕 文男（ますぶちふみお）教授 工学博士 関東学院大学 工学部土木工学科から２００１年よりものつくり大学 現在に至る。
専門分野：社会基盤施設の計画・設計および歴史的建造物の調査・保全の研究 土木学会 FRP委員会、歩道橋委員会など（連
絡先：０４８－５６４－３８６２／masubuchi@iot.ac.jp）
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�
平
成
２１
年
度

産
業
労
働
部
主
要
施
策

〜
産
業
労
働
部
が
重
点
的
に

取
り
組
む
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

県
内
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

世
界
同
時
不
況
の
影
響
を
受
け
、
輸
出
関
連
業

種
を
中
心
に
企
業
収
益
が
圧
迫
さ
れ
る
な
ど
、

悪
化
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
環
境
に

つ
い
て
も
、
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
調
整
が
拡

大
す
る
な
ど
、
悪
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
産
業
労
働
行

政
の
指
針
と
な
る
「
埼
玉
県
産
業
元
気
・
雇
用

ア
ッ
プ
戦
略
」
に
基
づ
き
８
本
の
柱
に
よ
り
施

策
を
展
開
し
ま
す
。

平
成
２１
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
重
点
化
事

業
と
し
て
新
た
に
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
に
よ
る

産
業
競
争
力
の
強
化
や
、
ア
ニ
メ
や
川
な
ど
の

観
光
資
源
を
活
用
し

た
新
た
な
観
光
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、

経
済
対
策
と
し
て
、

中
小
企
業
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ

る
県
制
度
融
資
を
充

実
し
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
対
策

と
し
て
、
雇
用
の
創

出
、
求
職
者
と
企
業

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
求

職
者
職
業
訓
練
な
ど

を
拡
大
し
て
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。主

な
新
規
事
業

及
び
重
要
施
策

（

）
内
は
平
成
２１
年
度
の
予

算
額

（
単
位：

千
円
）

１

産
業
競
争
力
の
強
化

�
安
心
埼
玉
を
支
え
る
新
産
業

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
一
〇
、一
五
〇
）

産
学
官
の
力
を
結
集
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
技
術
革
新
）
を
生
み
出
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
な
が
ら
、
環
境
産
業
、
健
康
・
医
療

産
業
、
福
祉
産
業
な
ど
安
心
埼
玉
を
支
え
る
新

た
な
産
業
の
創
造
を
図
る
。

２

中
小
企
業
の
事
業
革
新
と
経
営
安
定
の
た

め
の
支
援

�
環
境
対
応
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
事
業

（
一
八
、一
二
五
）

中
小
企
業
環
境
対
策
促
進
支
援
事
業

（
一
〇
、三
七
八
）

環
境
対
応
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
事
業
費

（
八
八
、八
〇
一
）

県
内
産
業
の
競
争
力
を
強
く
支
援
す
る
た
め
、

成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
環
境
関
連
の
新
製
品

や
新
技
術
に
対
し
て
、
研
究
か
ら
販
売
ま
で
段

階
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
。

�
小
規
模
事
業
経
営
支
援
推
進
費

（
二
、九
五
五
、一
三
九
）

商
工
会
議
所
や
商
工
会
が
行
う
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
経
営
指
導
や
創
業
・
経
営
革
新
支

援
事
業
な
ど
へ
の
助
成
を
通
じ
て
小
規
模
事
業

者
の
活
性
化
を
図
る
。

�
中
小
企
業
制
度
融
資
事
業
費

（
四
、一
六
一
、四
四
八
）

中
小
企
業
の
金
融
支
援
に
万
全
を
期
す
た
め
、

総
融
資
枠
を
４
、２
０
０
億
円
か
ら
４
、５
０
０

億
円
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
厳

し
い
経
営
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、新
た
に「
セ

ー
フ
テ
ィ
緊
急
融
資
」
や
「
予
約
貸
付
枠
」
を

創
設
し
て
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
中
小
企
業

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
充
実
を
図
る
。

３

商
店
街
の
活
性
化

�
商
店
街
Ｃ
Ｏ
２

削
減
・
省
エ
ネ
促
進
事
業

（
一
五
、二
〇
七
）

商
店
街
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
・
省
エ
ネ
対
策
を
支

援
す
る
た
め
、
既
存
の
街
路
灯
を
省
エ
ネ
街
路

灯
に
改
修
す
る
取
組
に
対
し
補
助
す
る
。

４

魅
力
あ
る
観
光
の
推
進

�
埼
玉
発
！
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
発
信
事
業

費

（
一
五
、八
二
八
）

ア
ニ
メ
や
川
、
産
業
観
光
、
ご
当
地
グ
ル
メ

な
ど
の
新
た
な
観
光
資
源
を
物
産
情
報
も
絡
め

な
が
ら
市
町
村
等
と
も
連
携
し
て
情
報
発
信
し
、

観
光
客
の
誘
致
や
県
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
る
。

�
「
つ
ば
さ
」
を
活
用
し
た
観
光
振
興
事
業
費

（
五
、〇
〇
〇
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
つ
ば
さ
」

と
連
携
し
た
事
業
を
行
い
、
本
県
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
観
光
・
物
産
の
振
興
を
図
る
。

５

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
支
援

�
ビ
ジ
ネ
ス
ド
リ
ー
ム
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業

（
七
、一
二
五
）

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
優
秀
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
に
対
す
る
表
彰
や
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
支

援
を
通
じ
て
、埼
玉
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
力
を

持
つ
企
業
を
育
成
し
、県
内
産
業
の
振
興
を
図
る
。

６

企
業
立
地
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
推
進

�
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
整
備
事

業
費

（
五
〇
六
、二
六
五
）

�
東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
整
備
事

業
費

（
一
、三
〇
二
、九
四
〇
）

川
越
市
、
春
日
部
市
に
民
間
の
参
画
を
得
て
、

地
域
の
特
色
や
資
源
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興

や
地
域
住
民
の
活
動
・
交
流
を
促
進
す
る
た
め

の
複
合
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
。

７

産
業
を
支
え
る
人
材
の
能
力
開
発
と
就
業

支
援

�
非
正
規
労
働
者
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
訓
練
事

業
費

（
六
七
、〇
五
〇
）

派
遣
な
ど
技
術
・
技
能
や
資
格
な
ど
十
分
な
職

業
能
力
を
持
た
な
い
非
正
規
労
働
者
で
解
雇
等

に
よ
り
離
職
し
た
者
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
、

常
用
雇
用
を
目
指
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
。

�
再
就
職
支
援
訓
練
事
業
費（

三
二
五
、八
〇
八
）

厳
し
さ
を
増
す
雇
用
情
勢
の
中
、
離
転
職
者

等
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
、
就
職
に
向
け
て
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
。

８

ゆ
と
り
を
も
っ
て
い
き
い
き
と
働
け
る
環

境
づ
く
り

�
勤
労
者
制
度
融
資
事
業
費（

二
七
〇
、一
六
〇
）

勤
労
者
が
必
要
と
す
る
生
活
資
金
を
貸
し
付

け
、
勤
労
者
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
。

厳
し
い
雇
用
情
勢
に
よ
り
当
資
金
の
需
要
が
一

層
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
融
資
枠

を
２
億
円
か
ら
３
億
円
に
拡
大
。

�
解
雇
等
緊
急
労
働
問
題
対
策
事
業

（
二
、五
一
六
）

整
理
解
雇
や
労
働
条
件
の
低
下
等
緊
急
性
が

高
く
切
実
な
問
題
に
対
し
て
、
労
働
者
自
ら
が

適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
知
識
の
付
与
や
助
言
を
実
施
。
ま
た
、
相

談
機
関
の
周
知
を
図
る
。

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
５
）

�
平
成
２１
年
度組織

改
正
の
概
要

１
「
企
業
立
地
課
」、「
産
業
支
援
課
」の
新
設

企
業
誘
致
・
経
営
支
援
課
と
工
業
支
援
課
を

再
編
し
、
企
業
の
誘
致
や
立
地
の
専
担
組
織
と

し
て
企
業
立
地
課
を
、
ま
た
、
企
業
に
対
す
る

支
援
体
制
の
一
元
化
を
図
る
た
め
産
業
支
援
課

を
新
設
し
ま
し
た
。

２
「
産
業
拠
点
整
備
課
」、「
観
光
課
」の
新
設

産
業
拠
点
整
備
室
は
、
東
部
及
び
西
部
の
ふ

れ
あ
い
拠
点
施
設
の
整
備
を
よ
り
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
と
、
映
像
関
連
産
業
の
振
興
を
図
る

た
め
産
業
拠
点
整
備
課
に
、
ま
た
、
観
光
振
興

の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
観
光
振
興
室
を

観
光
課
へ
と
組
織
の
体
制
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
７
）

�
平
成
２１
年
経
済
セ
ン
サ
ス

―
基
礎
調
査
が
７
月
１
日

現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
と

な
る
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、

国
、
県
・
市
町
村
の
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
統
計
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
２
３
２
４
）

百
年
に
一
度
の
危
機
と
い
わ
れ
る
現

在
、
雇
用
の
安
定
と
産
業
の
活
性
化
は

国
で
も
、
県
に
と
っ
て
も
最
大
に
し
て

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
加
え
、
厳
し
い
財

政
状
況
下
で
は
あ
る
が
県
の
平
成
２１
年

度
予
算
で
は
、
一
般
会
計
予
算
の
対
前

年
度
比
の
伸
び
が
０
・
２
％
で
あ
る
の

に
対
し
、
雇
用
・
産
業
活
性
化
を
主
眼

と
し
た
産
業
労
働
部
予
算
が
１０
・
８
％

の
伸
び
を
示
し
た
こ
と
は
経
済
団
体
と

し
て
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
高
く
評

価
し
て
い
る
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
て
も
是
非
関
心

を
寄
せ
ら
れ
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

彩
の
国
か
ら
第第４４７７回回

県
政
情
報

産業労働部一般会計予算

伸び率

１０．８％

０．２％

平成２０年度

２０，９５０，２８２千円

１．２％

平成２１年度

２３，２１６，４０３千円

１．４％

予 算 総 額

一般会計構成比※

※県の一般会計予算に占める産業労働部事業予算
の割合
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三

契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト

と
合
意
原
則
の
活
用
を

�
合
意
原
則
の
「
目
的
」
の
意
義

労
働
契
約
法
は
、
目
的
と
し
て
第
一

条
に
お
い
て
、「
こ
の
法
律
は
、
労
働

者
及
び
使
用
者
の
自
主
的
な
交
渉
の
下

で
、
労
働
契
約
が
合
意
に
よ
り
成
立
し
、

又
は
変
更
さ
れ
る
と
い
う
合
意
の
原
則

そ
の
他
労
働
契
約
に
関
す
る
基
本
的
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
合
理
的
な

労
働
条
件
の
決
定
又
は
変
更
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

労
働
者
の
保
護
を
図
り
つ
つ
、
個
別
の

労
働
関
係
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
通
達（
平
二
〇
・

一
・
二
三
基
発
〇
一
二
三
〇
〇
四
号
）

で
は
、「
法
第
一
条
は
、
労
働
契
約
が

合
意
に
よ
り
成
立
し
、
又
は
変
更
さ
れ

る
と
い
う
合
意
の
原
則
そ
の
他
労
働
契

約
に
関
す
る
基
本
的
事
項
と
し
て
民
事

的
効
力
を
明
ら
か
に
す
る
規
定
等
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
及
び
使
用

者
に
よ
る
合
理
的
な
労
働
条
件
の
決
定

又
は
変
更
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
労
働
者
の
保
護

を
図
り
つ
つ
、
個
別
の
労
働
者
及
び
使

用
者
の
間
に
お
い
て
個
別
労
働
関
係
紛

争
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
円
滑
な
関
係

の
維
持
を
図
っ
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ

ち
『
労
働
者
の
保
護
を
図
り
つ
つ
、
個

別
の
労
働
関
係
の
安
定
に
資
す
る
こ

と
』
が
法
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
規
定

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。」「
法
第
一
条

の
『
労
働
者
及
び
使
用
者
の
自
主
的
な

交
渉
の
下
で
、
労
働
契
約
が
合
意
に
よ

り
成
立
し
、
又
は
変
更
さ
れ
る
と
い
う

合
意
の
原
則
』
に
は
、
法
第
三
条
第
一

項
の
労
使
対
等
の
原
則
、
法
第
六
条
の

労
働
契
約
の
成
立
に
つ
い
て
の
合
意
の

原
則
及
び
法
第
八
条
の
労
働
契
約
の
変

更
に
つ
い
て
の
合
意
の
原
則
が
含
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。」
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
契
約
法
で
あ
る
か
ら
当

事
者
間
の
「
合
意
」
が
中
心
で
あ
り
、

一
方
労
働
条
件
の
最
低
基
準
を
定
め
た

強
行
法
規
で
あ
る
労
働
基
準
法
に
は

「
合
意
」
と
い
う
言
葉
は
ど
こ
に
も
出

て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
が
本
法
と
の
関

係
に
お
い
て
特
徴
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

労
基
法
は
、
労
使
の
実
質
的
対
等
を

法
的
に
保
護
す
る
た
め
強
行
法
規
と
し

規
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り

与
え
ら
れ
た
実
質
的
対
等
の
基
盤
の
上

に
労
働
契
約
法
の
「
合
意
原
則
」
が
あ

り
、
そ
し
て
自
主
合
意
の
有
効
要
件
と

な
る
合
理
性
は
、
労
働
者
の
保
護
と
い

う
点
で
整
合
性
を
保
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
を
図
示
す
れ
ば
（
図
１
）
の

と
お
り
で
あ
る
。

�
労
働
契
約
法
と
労
働
基
準
法

労
働
契
約
法
の
制
定
・
施
行
は
戦
後

立
法
さ
れ
て
か
ら
六
〇
年
を
超
え
た
労

働
基
準
法
に
よ
る
わ
が
国
の
労
務
管
理

体
制
が
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
労
働
基

準
法
は
、
労
働
者
に
人
た
る
に
値
す
る

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
労
働
条
件
の
最
低
基
準
を
定

め
、
罰
則
及
び
専
門
行
政
機
関
と
し
て

の
労
働
基
準
監
督
機
関
を
備
え
、
臨
検

や
監
督
指
導
に
よ
り
、
そ
の
基
準
の
使

用
者
に
よ
る
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

労
働
基
準
法
と
労
働
基
準
行
政
の
推
進

に
よ
り
、
今
日
ま
で
わ
が
国
の
労
働
者

の
保
護
に
お
い
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ

に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
罰
則
及
び
監
督

指
導
や
臨
検
監
督
を
前
提
と
し
て
国
の

強
制
権
限
に
よ
っ
て
最
低
労
働
基
準
の

実
効
性
が
確
保
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ

る
。

戦
後
の
経
済
復
興
期
か
ら
六
〇
年
を

経
過
し
、
経
済
社
会
や
労
働
者
の
地
位
、

労
働
条
件
や
労
働
者
生
活
も
大
き
く
転

換
し
、
そ
の
間
に
世
界
第
二
位
の
経
済

大
国
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
経
済

は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
日
本
企
業
も
そ

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
地
位
に
な
っ

て
き
た
。

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
九
〇
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
４
）

弁
護
士

安

西

�

（図１）労働契約法による「合意原則」の活用

労働者の保護

個別労使関係
の安定

実質的対等の
確保

（労基法）

合 理 性
（民事的効力）

労働条件の決定と変

更の自主決定

（契約の自由の原則

の活用）

合

意

労働者

使用者

（労働契約法）

就業規則
（賃金規則の改正）

労働者に
周知・説明

（労使合意）
による明確化

月給の中に２０

時間分の残業

手当を含むと

の合意が適法

そのままでは

労働基準法違反

いわゆるホワイトカラー

につき、時間と仕事の非

対応性から、サービス残

業の意識がなく月給の中

にある程度の残業も附帯

して含むものとの認識

（例）

�

連載
�

―２７―



そ
し
て
、
労
働
条
件
の
向
上
も
目
覚

ま
し
く
、
関
連
立
法
も
多
く
な
さ
れ
て

き
た
が
、
基
本
的
な
労
働
契
約
法
制
そ

の
も
の
に
は
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
ま

ま
実
態
が
先
行
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
基
本
的
な
労
働
契
約
関
係

に
つ
い
て
、
企
業
社
会
の
実
態
や
判
例

と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
を
集
大

成
し
て
労
使
双
方
の
合
意
に
よ
る
民
事

労
働
法
体
系
の
構
築
が
必
要
と
さ
れ
る

時
代
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
事
前

規
制
か
ら
事
後
規
制
へ
と
大
き
く
転
換

し
た
わ
が
国
の
構
造
改
革
の
中
の
司
法

改
革
の
一
環
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

そ
し
て
、
労
働
契
約
法
は
、
同
法
第

一
条
の
「
目
的
」
に
あ
る
と
お
り
、「
自

主
的
な
交
渉
の
下
で
、
労
働
契
約
が
合

意
に
よ
り
成
立
し
、
又
は
変
更
さ
れ
る

と
い
う
合
意
の
原
則
」
に
立
っ
て
、「
合

理
的
な
労
働
条
件
の
決
定
又
は
変
更
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

通
じ
て
」、
労
働
者
の
保
護
と
個
別
の

労
働
関
係
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
と
し
、
労
働
基
準
法
に
よ
る

罰
則
を
も
っ
て
刑
事
行
政
法
と
し
て
の

立
場
の
も
の
と
は
、
別
の
立
法
化
が
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
近
年
の
就
業
体
系
・
就
業

意
識
の
多
様
化
に
伴
う
労
働
条
件
決
定

の
個
別
化
の
進
展
や
経
営
環
境
の
急
激

な
変
化
、
集
団
的
労
働
条
件
決
定
シ
ス

テ
ム
の
機
能
の
相
対
的
な
低
下
や
個
別

労
働
関
係
紛
争
の
増
加
を
踏
ま
え
、
労

使
当
事
者
が
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に

対
応
し
て
実
質
的
に
対
等
な
立
場
で
自

主
的
に
労
働
条
件
を
決
定
す
る
こ
と
を

促
進
し
、
紛
争
の
未
然
防
止
等
を
図
る

た
め
、
労
働
契
約
に
関
す
る
公
正
か
つ

透
明
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
新
た
な
法
律

と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
契
約
法
の
基
本

的
考
え
方
と
し
て
は
、
労
使
自
治
を
尊

重
し
つ
つ
、
労
使
間
の
実
質
的
な
対
等

制
を
確
保
す
る
こ
と
、
紛
争
の
予
防
と
、

紛
争
が
発
生
し
た
場
合
に
対
応
す
る
解

決
基
準
と
し
て
の
民
事
法
規
で
あ
る
こ

と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
わ
が
国
で
は
労
使
合

意
を
前
提
と
す
る
「
民
事
労
働
法
体

系
」
と
従
来
の
罰
則
を
前
提
と
し
て
強

制
履
行
を
求
め
る
「
刑
事
労
働
法
体

系
」
と
の
二
つ
の
法
体
系
に
分
離
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
図
２
）。

�
法
定
労
働
基
準
と
自
主
的
労
働
条
件

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
経
済
復
興
と

労
働
者
保
護
を
支
え
、
最
低
労
働
基
準

の
確
保
を
目
的
と
し
た
罰
則
付
き
の
労

働
基
準
法
に
よ
る
法
定
労
働
基
準
と
分

離
し
て
、
新
た
に
労
使
の
合
意
に
よ
っ

て
設
定
さ
れ
る
自
主
的
労
働
条
件
を
民

事
法
と
し
て
確
保
す
る
と
い
う
二
つ
の

基
準
が
法
律
上
予
定
さ
れ
る
時
代
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は

労
働
契
約
法
の
予
定
す
る
労
使
当
事
者

の
自
治
は
、
そ
の
基
礎
に
お
い
て
実
質

的
対
等
制
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
画
餅

に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
明
か
で

あ
る
。
現
在
に
お
い
て
も
使
用
者
と
労

働
者
と
の
間
で
は
経
済
力
に
お
い
て
も
、

情
報
力
に
お
い
て
も
社
会
的
立
場
（
交

渉
力
）
に
お
い
て
も
経
営
者
が
圧
倒
的

に
優
位
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
は
変

わ
り
が
な
い
。
そ
こ
で
、
現
在
に
お
い

て
も
、
最
低
労
働
条
件
基
準
で
あ
り
、

か
つ
強
行
法
規
で
あ
る
労
働
基
準
法
は

労
使
の
自
主
的
交
渉
の
下
支
え
の
基
準

と
し
て
、
依
然
と
し
て
必
要
で
あ
り
、

基
本
的
な
前
提
要
件
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
か
わ
り
が
な
い
。
労
働
契
約
法
に

お
い
て
、
労
働
契
約
は
最
低
基
準
で
あ

る
労
働
基
準
法
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の

上
に
立
っ
て
、
当
事
者
の
自
主
的
合
意

に
よ
り
、
労
働
契
約
の
内
容
と
し
て
労

働
条
件
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
今
後
は
最
低
労
働
条
件
で
あ
る
労

働
基
準
法
に
よ
る
強
行
法
規
と
し
て
罰

則
を
も
っ
て
強
制
さ
れ
る
労
働
条
件
部

分
と
契
約
の
自
由
の
原
則
に
よ
る
当
事

者
の
合
意
に
よ
る
自
主
的
に
設
定
さ
れ

る
労
働
条
件
部
分
が
区
別
さ
れ
る
必
要

が
生
じ
て
き
た
（
図
３
参
照
）。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
法
定
労
働
条
件
基
準
や

法
定
労
働
憲
章
的
な
規
定
を
基
礎
と
し

て
、
そ
の
上
に
立
っ
て
労
働
契
約
法
が

構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
な
い
。

し
か
し
、
労
働
基
準
行
政
と
し
て
は
、

権
限
行
使
は
あ
く
ま
で
も
法
定
労
働
条

件
部
分
に
限
り
自
主
的
な
契
約
で
あ
る

労
働
契
約
法
の
部
分
に
は
、
民
事
法
分

野
で
あ
る
か
ら
権
限
行
使
は
で
き
な
い

の
で
、
こ
の
点
は
明
白
に
区
分
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に

つ
い
て
、「
労
働
契
約
法
に
関
す
る
国

の
役
割
と
し
て
は
、
同
法
の
周
知
を
行

う
こ
と
に
と
ど
め
、
労
働
基
準
法
に
つ

い
て
は
、
労
働
基
準
監
督
官
に
よ
る
監

督
指
導
及
び
罰
則
に
よ
り
最
低
労
働
条

件
の
履
行
が
確
保
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

労
働
契
約
法
に
つ
い
て
は
労
働
基
準
監

督
官
に
よ
る
監
督
指
導
及
び
罰
則
に
よ

る
履
行
確
保
は
行
わ
れ
ず
、
法
の
趣
旨

及
び
内
容
の
周
知
に
と
ど
め
る
も
の
」

（
平
成
二
〇
・
一
・
二
三
基
発
第
〇
一

二
三
〇
〇
四
号
）
と
通
達
さ
れ
て
明
確

に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
基
行

政
と
し
て
は
労
使
当
事
者
か
ら
の
労
働

契
約
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
た
り
、
労

働
契
約
に
関
す
る
資
料
・
情
報
を
収
集

し
て
労
使
に
対
し
て
適
切
な
情
報
提
供

を
行
う
等
の
必
要
な
援
助
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
図
４
、

図
５
参
照
）。

（図２）二つの労働法体系の成立

労働契約の成立、変更、展開（運用）、
終了…民事法
（権利義務の発生・変動・消滅）

最低労働基準の法定適用…行政刑事法
（行政機関による監督・指導・臨検・
処分・送検）

当事者の合意

使用従属関係
の実態

民事労働法体系
（労働契約法）

刑事労働法体系
（労働法・安衛法等）

（図３）法定基準と自主的合意部分の区分例

当事者の自由な
取扱い

法定割増賃金
法定労働基準
１日８時間

合意労働条件
１日７時間

民
事
法

刑
事
法

（労働契約法）

（労働基準法）
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労
働
契
約
法
の
性
質
と
活
用
は

労
働
契
約
法
は
、
労
働
契
約
に
関
し

て
労
使
当
事
者
間
の
対
等
な
立
場
で
の

自
主
的
な
決
定
を
促
進
す
る
公
正
・
透

明
な
民
事
上
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
、
民
事
法（
私
人
の
間
の
権
利
・

義
務
を
定
め
た
法
律
）
で
あ
っ
て
、
労

働
契
約
に
関
す
る
民
法
の
特
別
法
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

同
様
の
性
格
を
持
つ
民
法
の
特
別
法

と
し
て
は
、
例
え
ば
借
地
借
家
法
や
消

費
者
契
約
法
等
が
あ
り
、
会
社
法
の
特

別
法
と
し
て
会
社
の
分
割
に
伴
う
労
働

契
約
の
承
継
等
に
関
す
る
法
律
（
労
働

契
約
承
継
法
）
等
が
あ
る
こ
と
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
契
約
法
も

そ
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、「
特
別
法
は
一
般
的
に
優
先

す
る
」
と
い
う
原
則
に
従
っ
て
、
一
般

法
で
あ
る
民
法
の
定
め
る
雇
用
契
約
関

係
に
関
し
て
は
、
同
じ
事
柄
に
つ
い
て

は
、
労
働
契
約
法
が
優
先
し
て
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

民
事
法
で
あ
る
か
ら
、
労
働
条
件
の

最
低
基
準
を
定
め
罰
則
と
労
働
基
準
監

督
官
の
臨
検
等
に
よ
る
監
督
指
導
に
よ

り
履
行
を
確
保
す
る
強
行
法
で
あ
る
労

働
基
準
法
や
、
ま
た
、
同
法
か
ら
派
生

し
同
様
の
性
格
を
有
す
る
法
律
と
し
て

の
労
働
安
全
衛
生
法
や
最
低
賃
金
法
な

ど
の
公
法
で
あ
る
行
政
取
締
法
と
は
異

な
る
。
そ
れ
は
民
事
法
で
あ
っ
て
、
私

法
上
の
権
利
、
義
務
に
つ
い
て
定
め
て

い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
一
方
の
不
履
行

に
よ
る
是
正
措
置
、
原
状
回
復
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
は
民
法
な
ど
と
同
様

に
紛
争
解
決
基
準
と
し
て
の
性
格
を
有

す
る
民
事
私
法
の
手
続
に
よ
る
ほ
か
は

な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
労
働
契
約
法
制
に
お
い
て

は
、
労
働
契
約
に
関
す
る
基
本
的
な
ル

ー
ル
と
し
て
、
労
働
契
約
関
係
の
成
立
、

展
開
、
終
了
に
関
す
る
権
利
義
務
の
発

生
・
変
動
・
消
滅
の
民
事
上
の
要
件
と

効
果
を
定
め
て
明
確
化
を
図
る
こ
と
が

適
当
と
考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
立
法

化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
後
は
、
最
低
労
働
条
件

で
あ
り
、
刑
事
罰
則
を
も
っ
て
内
容
が

定
め
ら
れ
、
履
行
が
強
制
さ
れ
て
い
る

も
の
（
刑
事
労
働
体
系
）
と
、
当
事
者

が
自
主
的
に
交
渉
し
、
契
約
自
由
の
原

則
に
よ
っ
て
合
意
に
達
し
た
民
事
的
な

労
働
契
約
の
分
野
（
民
事
労
働
法
体

系
）
を
区
分
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が

大
前
提
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
労
働
契
約
法
が
民
法
の

特
別
法
と
し
て
民
事
法
と
し
て
機
能
す

る
た
め
に
は
、
労
使
当
事
者
間
の
労
働

契
約
の
内
容
が
不
明
確
な
場
合
に
、
そ

の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
紛
争
を
未
然

に
防
止
す
る
規
定
や
多
様
性
の
中
に
お

け
る
い
わ
ゆ
る
非
正
規
労
働
者
や
パ
ー

ト
タ
イ
ム
等
に
関
し
て
も
、
そ
の
就
業

（図４）法定労働基準と自主的労働条件

労働基準法
〔法定労働基準〕＝罰則による強制義務

�労働条件基準規定
�賃金の支払の保障
�解雇禁止条項・解雇予告制度
�労働契約期間制限
�労働時間・休憩・休日・休暇の基準
�時間外・休日労働の規制
�割増賃金制度
	少年者と母性の保護

災害補償制度
�その他の労働基準

�労働憲章的規定
�国籍・信条等による差別禁止
�男女同一賃金の原則
�強制労働の禁止
�中間搾取の排除
�公民権行使の保障
�損害賠償予定の禁止
	前借金相殺の禁止

強制貯金の禁止

…多様な選択肢
（図３）

使用者

〈自主的交渉〉

労働契約

〈合 意〉

実質的
平等確保

労働基準法
（強行法規・取締法）

労働基準
監督機関

民事紛争解決機関

労働者

（図５）紛争解決機関の概要

相談
助言・指導
あっせん（個別紛争）
調停（男女均等法）
同 （パート労働法）

相 談
あっせん

相 談
あっせん

仲裁センター（あっせん、仲裁）

調 停（簡裁）
少額裁判（６０万円以下）
仮処分（地位保全、仮払い）
仮差押（賃金関係）
本差押（雇用関係債権の先取特権）
本 訴
労働審判（労働審判委員会）

（和解の仲介）

（代理できる特的社会保険労務士については６０万円を
超える場合の紛争解決手続代理は弁護士と共同受任）

調 停
あっせん

都道府県労政相談機関組織

都道府県労働委員会
（東京都は行っていない）

裁判外紛争処理事業者

都道府県労働局長
（紛争調整委員会）

弁護士会

裁判所

個別労働
紛争事案



→ 自己選択
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り
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の
実
態
に
応
じ
労
働
条
件
の
均
衡
性
を

配
慮
し
、
ま
た
近
時
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
に
立
っ
た
個
人
生
活
の
尊
重

等
も
加
味
し
た
任
意
的
な
労
使
当
事
者

間
の
労
働
条
件
決
定
と
変
更
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
ル
ー
ル
化
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
就
業
規
則
を
も
っ
て
労
働

契
約
内
容
と
す
る
直
律
効
的
規
定
や
使

用
者
の
人
事
権
等
に
つ
い
て
の
権
利
濫

用
禁
止
に
よ
る
無
効
規
定
や
期
間
労
働

契
約
に
つ
い
て
の
合
理
的
な
対
応
な
ど
、

労
働
契
約
法
は
現
下
の
必
要
に
応
じ
た

最
小
限
の
立
法
化
を
図
っ
た
も
の
と
い

え
る
（
第
６
図
参
照
）。

最
近
の
従
業
員
の
精
神
障
害
に
基
づ
く
自

殺
や
う
つ
病
等
の
疾
病
発
症
に
つ
い
て
、
使

用
者
に
対
し
て
安
全
配
慮
義
務
違
反
と
し
て

損
害
賠
償
を
求
め
る
判
決
は
、
次
第
に
過
激

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
建
設
会
社
の
営
業
所
の
工
務
部

長
と
し
て
二
八
〇
〇
万
円
に
上
る
架
空
出
来

高
を
計
上
し
、
当
該
営
業
所
の
期
間
利
益
に

つ
き
マ
イ
ナ
ス
五
五
〇
〇
万
円
を
生
じ
た
と

い
う
事
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
関
す
る
業
務

上
の
虚
偽
報
告
や
「
不
正
経
理
」
に
つ
い
て
、

上
司
に
よ
る
叱
責
・
注
意
の
繰
り
返
し
、
右

赤
字
を
解
消
す
る
た
め
の

過
剰
な
事
業
計
画
で
達
成

が
困
難
な
目
標
値
等
を
苦

に
し
て
自
殺
し
た
事
件
が

あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
使

用
者
の
安
全
配
慮
義
務
違

反
と
し
て
遺
族
か
ら
提
訴

さ
れ
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
上
司
は
本

人
が
心
理
的
負
荷
か
ら
精
神
障
害
を
発
症
し
、

自
殺
に
至
る
こ
と
を
予
見
す
べ
き
で
あ
っ

た
。」、「
ノ
ル
マ
達
成
の
強
要
、
執
拗
な
叱

責
は
違
法
。」
と
し
て
、
会
社
に
対
し
安
全

配
慮
義
務
違
反
を
認
め
、
本
人
の
過
失
と
し

て
六
〇
％
相
殺
し
、
約
三
〇
〇
〇
万
円
の
支

払
を
命
じ
て
い
る
（
平
成
二
〇
年
七
月
一
日
、

松
山
地
裁
判
決
、
前
田
道
路
事
件
）。

ま
た
、
入
社
二
年
過
ぎ
た
社
会
的
に
未
成

熟
で
公
私
の
別
を
弁
え
ず
、
自
分
勝
手
で
あ

り
、
そ
の
上
ブ
ロ
グ
で
会
社
を
批
判
攻
撃
し
、

上
司
の
指
示
を
聞
か
な
い
と
い
う
社
員
が
、

う
つ
病
に
罹
患
し
、
長
期
休
業
し
た
こ
と
に

つ
き
、
社
会
に
出
て
間
も
な
い
者
が
社
会
的

未
成
熟
さ
に
起
因
し
て
、
不
適
応
問
題
に
直

面
す
る
こ
と
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
と
し
、

業
務
と
発
症
と
の
相
当
因
果
関
係
を
認
め
て
、

「
原
告
は
、
時
間
外
労
働
時
間
が
恒
常
的
に

一
か
月
あ
た
り
一
〇
〇
時
間
を
超
え
る
状
態

と
な
っ
て
お
り
、
頻
繁
に
健
康
診
断
個
人
票

の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
班
長
ら
の
助
言
・
指
導
に
も
全
く
従
わ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
状
況
が
容

易
に
是
正
さ
れ
る
見
込
み
は
な
か
っ
た
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
も
と
で
、
会
社
が
原
告
に
対
す
る
安
全
配

慮
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
は
、
班
長
ら
が

行
っ
た
よ
う
に
、
単
に
原
告
に
対
し
て
残
業

し
な
い
よ
う
指
導
・
助
言
す
る
だ
け
で
は
も

は
や
十
分
で
な
く
、
極
端
に
、
こ
れ
以
上
の

残
業
を
禁
止
す
る
旨
を
明
示
し
た
強
い
指

導
・
助
言
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
で
も

原
告
が
応
じ
な
い
場
合
、
最
終
的
に
は
、
業

務
命
令
と
し
て
、
遅
れ
て
出
社
し
て
き
た
原

告
の
会
社
構
内
へ
の
入
館
を
禁
じ
、
あ
る
い

は
一
定
の
時
間
が
経
過
し
た
以
降
は
帰
宅
す

べ
き
旨
を
命
令
す
る
な
ど
の
方
法
を
選
択
す

る
こ
と
も
念
頭
に
置
い
て
、
原
告
が
長
時
間

労
働
を
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」（
平
成
二
〇
年
五

月
二
六
日
、
大
阪
地
裁
判
決
、
富
士
通
四
国

シ
ス
テ
ム
ズ
事
件
）
と
ま
で
判
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
労
基
署
長
よ
り

労
災
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
労
災

給
付
を
差
し
引
き
約
一
二
〇
万
円
の
損
害
賠

償
が
認
め
ら
れ
（
過
失
相
殺
類
似
三
分
の

一
）
て
い
る
。

使
用
者
と
し
て
は
、
自
分
勝
手
で
残
業
を

続
け
た
り
、
不
規
則
出
勤
す
る
社
員
に
対
し

て
は
、
こ
こ
ま
で
厳
し
く
対
処
し
て
い
な
い

と
安
全
配
慮
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
ら

な
い
時
代
と
い
え
る
。

残
業
停
止
・
帰
宅
命
令
の

必
要
性

弁
護
士

安
西

�

（図６）労働契約法のポイント

・就業形態の多様化への対応
・紛争の予防と紛争が発生した場合への対応

・民法の特別法で法的紛争解決基準
・労働基準法とは別の民事上の労使間のルールを定めたもの
・履行確保のための罰則は設けず、監督指導は行わない（行政の役割は本法の周知・相談等の活動に
よる労使間での本法定着化の促進）
・労働契約と就業規則との関係の明確化

�労働契約の原則
・労使対等の合意決定・就業実態に応じた均衡・ワークライフバランスへの配慮
・信義誠実と権利濫用の禁止・労働契約内容の理解の促進と書面による確認努力・安全配慮
�労働契約の成立と変更の要件その効果
・合意による成立・合理的労働条件と周知を要件とする就業規則の契約内容化（ただし上回る基準
は別）
・変更は合意一合意によらず労働者の不利益に変更できないが就業規則により変更する場合その変
更が合理的なもので、周知させたときは、変更後の就業規則による（ただし、別段の個別合意が
あればそれによる）
・変更手続、就業規則違反の労働契約・法令、労働協約と就業規則との効力関係
�労働契約の継続と終了
・出向命令権の濫用無効・懲戒権の濫用無効
・解雇権の濫用無効
�有期労働契約の取扱い
・やむを得ない事由によらない期間中の解雇禁止
・労働契約期間の反復更新への配慮

・労使自治の尊重と実質的対等性の確保
・労働契約関係における公正さの確保

労働契約法の基本的考え方

労 働 契 約 法 の 性 格

労 働 契 約 法 の 内 容
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会
報
三
四
四
号（
０８
年
４
・
５
月
号
）

に
ご
紹
介
し
た
以
後
（
０９
年
３
月
３１
日

現
在
）
の
埼
玉
県
労
働
委
員
会
に
提
訴
、

解
決
・
係
属
さ
れ
た
不
当
労
働
行
為
事

件
と
調
整
事
件
の
各
一
覧
及
び
関
連
の

統
計
表
を
ご
参
考
に
掲
載
す
る
。

不
当
労
働
行
為
事
件
で
は
、
昨
年
度

か
ら
の
係
属
は
一
件
で
、
そ
の
後
の
申

立
は
七
件
（
昨
年
は
三
件
）
と
な
っ
て

い
て
計
八
件
。
解
決
が
七
件
（
そ
の
う

ち
棄
却
一
件
、
取
下
げ
三
件
、
和
解
三

件
）
で
あ
り
、
一
件
が
次
年
度
繰
越
と

な
っ
た
。

調
整
事
件
は
二
〇
件
（
昨
年
は
十
五

件
）
と
な
り
、
次
年
度
へ
の
繰
越
は
七

件
。
経
済
的
事
項
が
五
件
と
昨
年
よ
り

一
件
増
加
し
、
非
経
済
的
事
項
は
三
十

二
件
で
十
件
増
加
し
た
（
重
複
あ
り
）。

な
お
、
本
欄
は
三
月
末
現
在
で
、
そ

の
後
の
申
し
立
て
や
解
決
事
案
も
あ
り

う
る
の
で
付
記
し
て
お
く
。

最
近
に
お
け
る

埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況

平
成
２０
年
度
不
当
労
働
行
為
事
件
の
概
要
（
■
は
終
結
し
た
事
件
）

審
査
実
施
回
数（
２０
年
度
）

計４�３�３�７�１�２�４�１�２５

和
解４�１�――――――５

審
問―�――２�――――２

調
査―�２�３�５�１�２�４�１�１８

審
査
現
況

〔
終
結
状
況
〕

（
経
過
日
数
）

２０
．８
．２９

関
与
和
解

（
４０３
日
）

２０
．８
．１２

取
下
げ

（
１１１
日
）

２０
．１０
．７
自
主
和
解

（
１２０
日
）

２１
．３
．１８

命
令
交
付

棄
却

（
２５２
日
）

２０
．１０
．７
取
下
げ

（
７８
日
）

２１
．３
．９
自
主
和
解

（
１７９
日
）

次
回
第
５
回
調
査

（
１７６
日
）

２１
．２
．２７

取
下
げ

（
３３
日
）

年
度

計

企
業
規
模

３
，４００
人

３
人

１９５
人

３
人

３５０
人

３
人

２５０
人

５３
人

（
注
）
審
査
実
施
回
数
の
上
段
は
平
成
２０
年
度
、
下
段
（

）
内
は
、
通
算
回
数
で
あ
る
。

業
種

サ
ー
ビ
ス
業

［
学
術
・
開
発
研
究
機

関
］

サ
ー
ビ
ス
業

［
政
治
・
経
済
・
文
化

団
体
］

製
造
業

［
電
気
機
械
器
具
製

造
］

医
療
、
福
祉
業

［
社
会
保
険
・
社
会
福

祉
・
介
護
事
業
］

医
療
、
福
祉
業

［
社
会
保
険
・
社
会
福

祉
・
介
護
事
業
］

サ
ー
ビ
ス
業

［
廃
棄
物
処
理
業
］

医
療
、
福
祉
業

［
医
療
業
］

製
造
業

［
金
属
製
品
製
造
業
］

被
申
立
人

独
立
行
政
法
人
A

B
労
働
組
合

C
株
式
会
社

D株
式
会
社
E

有
限
会
社
F

医
療
法
人
G

株
式
会
社
H

加
盟
上

部
団
体

連
合

無
所
属

無
所
属

無
所
属

全
労
連

連
合

無
所
属

無
所
属

申
立
人
別

組
合

組
合

組
合

組
合

組
合

組
合

組
合

組
合

申
立
人

東
京
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

国
民
生
活
労
働
組
合

全
国
一
般
埼
京
ユ
ニ
オ
ン

一
般
合
同
労
働
組
合
な
ん
ぶ
ユ
ニ
オ
ン

全
労
連
・
埼
玉
ユ
ニ
オ
ン

SU

F
労
働
組
合

全
国
一
般
埼
京
ユ
ニ
オ
ン

全
国
一
般
埼
京
ユ
ニ
オ
ン

該
当
号

１
２
３３２２２

１
２３

２
３

主
な
請
求
す
る

内
容

団
体
交
渉
応
諾

不
利
益
取
扱
撤
回

掲
示
板
設
置
等
許
可

文
書
手
交
・
掲
示

賃
金
カ
ッ
ト
分
請
求

支
配
介
入
禁
止

文
書
手
交
・
掲
示

団
体
交
渉
応
諾

団
体
交
渉
応
諾

団
体
交
渉
応
諾

文
書
掲
示

原
職
復
帰
（
解
雇
）

バ
ッ
ク
ペ
イ

団
体
交
渉
応
諾

支
配
介
入
禁
止

損
害
賠
償
請
求

文
書
掲
示

団
体
交
渉
応
諾

解
雇
撤
回

申
立

年
月
日

１９
．
７
．２４

２０
．
４
．２４

２０
．
６
．１０

２０
．
７
．１０

２０
．
７
．２２

２０
．
９
．１２

２０
．１０
．
７

２１
．
１
．２６

事
件
名

ABCDEFGH

事
件
番
号

１９
―３

２０
―１

２０
―２

２０
―３

２０
―４

２０
―５

２０
―６

２１
―１

�１２３４５６７８

（
平
成
２１
年
３
月
３１
日
現
在
）

― ３１―



平
成
２０
年
度
調
整
事
件
の
概
要

終
結
区
分

解
決

合
意
書
締
結

解
決

自
主
解
決

取
下
げ

解
決

合
意
書
締
結

打
ち
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

解
決

あ
っ
せ
ん
案
受
諾

打
ち
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

解
決

あ
っ
せ
ん
案
受
諾

解
決

自
主
解
決

解
決

合
意
書
締
結

解
決

合
意
書
締
結

解
決

自
主
解
決

（
係
属
中
）

（
係
属
中
）

打
ち
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

（
係
属
中
）

（
係
属
中
）

調
整
回
数

３
回

４
回

０
回

２
回

０
回

２
回

０
回

２
回

２
回

２
回

２
回

２
回

０
回

所
要
日
数

１０７
日

２２６
日

９７
日

２８
日

１１
日

８６
日

１４
日

７４
日

１０２
日

９７
日

７２
日

６５
日

１７
日

終
結
年
月
日

２０
．
４
．１０

２０
．
９
．
２

２０
．
６
．２３

２０
．
６
．
５

２０
．
６
．
６

２０
．
９
．３０

２０
．１０
．
２

２０
．１２
．２２

２１
．
２
．２７

２１
．
３
．１６

２１
．
２
．２７

２０
．
２
．２６

２１
．
２
．２６

調
整

事
項

１
団
交
促
進

（
春
闘
、
一
時
金
、
年
休
、
労
働
条
件
変
更
）

１
そ
の
他
（
非
経
済
的
）

（
残
業
禁
止
等
の
差
別
扱
い
）

１
団
交
促
進

１
解
雇
問
題

１
団
交
促
進

１
団
交
促
進
（
覚
書
の
改
定
交
渉
）

２
労
働
時
間

１
再
雇
用

１
賃
金
減
額
（
初
任
給
基
準
表
改
定
問
題
）

１
団
交
促
進
（
退
職
強
要
問
題
）

１
賃
金
減
額

１
団
交
促
進
（
解
雇
問
題
）

２
解
雇
・
雇
止
め

１
団
交
促
進

２
解
雇
・
雇
止
め

１
解
雇
・
雇
止
め
（
退
職
強
要
）

１
団
交
促
進

２
労
働
時
間
（
２
交
替
勤
務
）

３
労
働
協
約

１
団
交
促
進

２
解
雇
・
雇
止
（
派
遣
契
約
解
除
）

３
そ
の
他
の
経
営
・
人
事
（
直
接
雇
用
）

１
団
交
促
進

２
解
雇
・
雇
止
め
（
退
職
強
要
）

１
団
交
促
進

申
請
年
月
日

１９
．１２
．２６

２０
．
１
．２１

２０
．
３
．１９

２０
．
５
．
９

２０
．
５
．２７

２０
．
７
．
７

２０
．
９
．１９

２０
．１０
．１０

２０
．１１
．１８

２０
．１２
．１０

２０
．１２
．１８

２０
．１２
．２４

２０
．１２
．２６

２０
．１２
．２６

２１
．
２
．１０

２１
．
２
．１７

２１
．
２
．２４

組
合
員
数

（
社
内
組
合
員
数
）

従
業
員
数

１
，０２３
�１８
１
，０２３
�９００５６８

４５０�
３０
１４０�
１６５

１０
１
，６１３

５１００

３５０�
１１０
１００�
１３７
３５０�
１８
１００�２
２３�１０
３５０�
７０

２０２
９５０

３０�
１０
，９２１
３５０�６
３０�３０

申
請
者
区
分

上
部
団
体

労
全
労
連

労
全
労
連

労
無
所
属

労
無
所
属

労
全
労
連

労
無
所
属

労連合労
無
所
属

労連合労
無
所
属

労連合労
無
所
属

労
無
所
属

労
全
労
連

労
無
所
属

労
無
所
属

労
全
労
連

業
種

廃
棄
物
処
理
業

料
理
品
小
売
業

学
校
教
育

運
送
業

看
板
・
標
識
機
製
造
業

学
校
教
育

金
属
加
工

福
祉

福
祉

製
造
業

文
房
具
小
売
業

労
働
者
派
遣
業

老
人
福
祉
介
護
事

病
院

自
動
車
部
品
製
造

労
働
者
派
遣
業

タ
ク
シ
ー
業

調
整
区
分

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

事
件
番
号

１９
―１２

前
年
度
繰
越

２０
―０１

前
年
度
繰
越

２０
―０３

前
年
度
繰
越

２０
―０４

２０
―０５

２０
―０６

２０
―０７

２０
―０８

２０
―０９

２０
―１０

２０
―１１

２０
―１２

２０
―１３

２０
―１４

２１
―０１

２１
―０２

２１
―０３

�１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７

（
平
成
２１
年
３
月
３１
日
現
在
）

― ３２―



表１ 不当労働行為事件 取扱状況

２０年度

１

７

８

３

２

１

―

―

１

―

７

１

１９年度

５

３

８

―

２

―

１

３

―

１

７

１

１８年度

９

４

１３

―

―

６

―

２

―

―

８

５

１７年度

８

９

１７

１

―

４

―

２

１

―

８

９

１６年度

１１

５

１６

１

４

―

―

２

１

―

８

８

区 分

前年度繰越

新規申立て

計

取 下 げ

自主和解

関与和解

全部救済

一部救済

棄 却

却 下

計

次 年 度 繰 越

取
下
・
和
解

命
令
・
決
定

係
属
件
数

終

結

件

数

表２ 年度別取扱件数

２０年度

３

１７

２０

９

３

０

１

１３

�
７５．０

※解決率＝［解決件数／（解決件数＋打切り・不調件
数）］×１００

１９年度

２

１３

１５

６

４

０

２

１２

３

６０．０

１８年度

３

１１

１４

７

４

０

１

１２

２

６３．６

年度区分

前年度繰越

新 規 申 請

計

解 決

打切り・不調

不 開 始

取 下 げ

計

次年度繰越（係属中）

解 決 率（％）※

取
扱
件
数

終

結

件

数

表３ 組合の上部団体別件数

２０年度

４�

７�

０�

９�

２０�

１９年度

５�

６�

０�

４�

１５�

１８年度

３	

４


０�

７�

１４�

年度区分

連 合

全 労 連

全 労 協

無 所 属

計

表５ 業種別件数

２０年度

０�
５�
０�
２

１
１
０�
２
０�
４�
６�
２
３

１

２０�

１９年度

０�
４	
０�
２

２

０�
０�
１
０�
０�
５�
３	
２

３


１５�

１８年度

０�
４�
０�
２

２

０�
０�
０�
０�
２

３

０�
３

３

１４�

年度区分

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・水道業

運 輸 ・ 通 信 業

道路旅客運送業

道路貨物運送業

そ の 他

卸 売 ・ 小 売 業

金 融 ・ 保 険 業

医 療 ・ 福 祉

サ ー ビ ス 業

教 育

上 記 以 外

公 務

計

審査事件・調整事件取扱状況総括表 （各表とも平成２１年３月３１日現在、単位：件）

表４ 調整事項別件数

２０年度

０�
３	
０�
０�
２

０�
５�

１
２

７�
２

１４�
１�
２７�

３２�
※ひとつの事件で複数の調整項目があるため、取扱件数とは一致
しない。

１９年度

０�
０�
０�
０�
１
３

４	

０�
１
３

１
９�
４	
１８�

２２�

１８年度

１
２

１
０�
１
２

７�

２
０�
４	
０�
８�
３	
１７�

２４�

年度区分

ａ 賃 上 げ

ｂ 賃 金 減 額

ｃ 一 時 金

ｄ 退 職 金

ｅ 労働時間・休日休暇

ｆ そ の 他

小 計

ｇ 組 合 活 動

ｈ 労 働 協 約

ｉ 解雇・雇止め

ｊ その他の経営・人事

ｋ 団 交 促 進

ｌ そ の 他

小 計

計

経

済

的

事

項

非

経

済

的

事

項

（
係
属
中
）

（
係
属
中
）

（
係
属
中
）

１
誠
実
団
交

２
給
与
削
減
計
画
撤
回

３
労
使
協
議
ル
ー
ル
確
立

１
団
交
促
進
（
本
社
で
の
団
交
開
催
）

２
組
合
活
動
（
事
務
所
、
掲
示
板
の
貸
与
）

１
団
交
促
進

２
解
雇
・
雇
止
め

２１
．
２
．２６

２１
．
３
．１８

２１
．
３
．２７

５６３４

２３�
５６０

１８５３

労
全
労
連

労連合労
全
労
連

地
方
公
務

自
動
車
部
品
製
造
業

サ
ー
ビ
ス
業

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

２１
―０４

２１
―０５

２１
―０６

１８１９２０

※表２～表５は調整事件総括表
【（ ）内は新規申請事件に係る件数で、内数。以下同じ。】

―３３―



１

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境

県
内
の
雇
用
情
勢
は
、
平
成
１９
年
末
か
ら
後
退
局

面
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
景
気
の
急
激
な
悪
化
の
中
、
平
成

２０
年
の
有
効
求
人
倍
率
は
０
・
８７
倍
と
下
降
し
、
特

に
、
平
成
２１
年
１
月
の
月
別
有
効
求
人
倍
率
は
０
・

６３
倍
と
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
解
雇
、
雇
止
め

等
も
派
遣
労
働
者
、
期
間
工
等
の
非
正
規
労
働
者
か

ら
正
規
労
働
者
に
及
ん
で
き
て
お
り
、
平
成
２１
年
１

月
の
新
規
求
職
者
も
前
年
同
期
比
で
約
１
・
５
倍
と

急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
埼
玉
労
働
局
で
は
、
局
長
を
本
部

長
と
し
埼
玉
県
、
県
教
育
局
、
関
連
機
関
と
連
携
し

た
「
埼
玉
緊
急
雇
用
対
策
本
部
」
を
昨
年
末
に
立
ち

上
げ
、
経
済
団
体
及
び
企
業
に
対
す
る
雇
用
の
維
持

等
の
要
請
や
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々
に
対
す

る
就
職
支
援
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
量
離
職
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
、
現
地
対
策
本
部
を
設
置
し
、

県
の
出
先
機
関
や
市
と
連
携
し
て
就
職
支
援
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
も
多
数
解
雇
等
の
対
象
に
な
っ
て

お
り
、
新
た
に
３
か
所
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
外
国
人

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
既
存
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
通

訳
の
配
置
日
数
を
増
や
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

県
内
１４
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
「
安
定
就
職
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
開
設
後
２
か
月
間
で
就
労

関
係
相
談
１
、１
１
０
件
、
住
宅
貸
付
等
の
相
談
１
、

１
７
８
件
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
労
働
基
準
監
督
署
等
に
設
置
し
た

９
か
所
の
「
労
働
条
件
特
別
相
談
窓
口
」
に
お
い
て
、

雇
用
調
整
を
受
け
た
労
働
者
等
の
方
々
に
対
す
る
総

合
労
働
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
雇
用
維
持
の
観
点
か
ら
、「
埼
玉
労
働
局

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
推
進
本
部
」
会
議
を
開
催
し
、

「
正
規
、
非
正
規
労
働
者
を
問
わ
ず
全
員
を
対
象
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
」
を
推
奨
す
る

こ
と
と
し
、
各
種
会
合
等
に
お
け
る
周
知
・
啓
発
を

図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
埼
玉
労
働
局
で

は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
下
に
お
い
て
、
雇
用
の
維
持
、

労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
、
次
世
代
育
成
の
た
め
の

労
働
環
境
の
構
築
等
、
労
働
局
に
与
え
ら
れ
た
「
国

民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
の
使
命
を
果
た

す
た
め
に
、
労
働
基
準
行
政
、
職
業
安
定
行
政
及
び

雇
用
均
等
行
政
が
互
い
に
連
携
し
た
行
政
展
開
を
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

緊
急
雇
用
対
策
の
取
組
に
よ

る
雇
用
の
維
持
及
び
離
職
者

へ
の
再
就
職
支
援

昨
秋
か
ら
の
急
速
な
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、

非
正
規
労
働
者
を
中
心
と
し
た
大
量
解
雇
等
と
新
規

学
卒
者
の
採
用
内
定
取
消
し
事
案
が
発
生
し
た
た
め
、

埼
玉
労
働
局
で
は
埼
玉
県
や
関
係
団
体
と
「
埼
玉
緊

急
雇
用
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
雇
用
情
勢

は
今
後
も
一
層
悪
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

埼
玉
労
働
局
で
は
、
雇
用
の
維
持
や
離
職
予
定
者
に

対
す
る
再
就
職
支
援
、
学
卒
者
の
採
用
内
定
取
消
し

防
止
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
し
ま
す
が
、
そ
の
際

に
は
、
再
就
職
支
援
対
策
が
、
地
方
自
治
体
の
行
う

住
宅
・
生
活
支
援
対
策
と
一
体
的
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
を
一
層
発

揮
で
き
る
よ
う
、
埼
玉
県
や
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、

関
係
市
町
村
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

■

「
埼
玉
緊
急
雇
用
対
策
本
部
」
会
議
を
開
催
し
、

情
報
の
共
有
と
各
機
関
が
連
携
し
た
支
援
策
を
決

定
し
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
設

置
し
た
「
現
地
対
策
本
部
」
で
は
離
職
予
定
者
へ

の
在
職
中
か
ら
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

■

雇
用
調
整
助
成
金
及
び
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定

助
成
金
等
各
種
助
成
金
制
度
を
活
用
し
、
雇
用
の

維
持
に
努
め
ま
す
。

■

「
非
正
規
労
働
者
も
含
め
た
緊
急
対
応
型
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
の
導
入
に
係
る
気
運
の
醸
成
に

努
め
ま
す
。

■

期
間
従
業
員
の
解
雇
等
に
つ
い
て
も
再
就
職
援
助

計
画
（
※
１
）
の
作
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
事

業
主
に
周
知
し
提
出
を
指
導
し
ま
す
。

■

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
の
「
安
定
就
職
相
談
コ
ー
ナ

ー
」
に
お
い
て
、
非
正
規
労
働
者
等
へ
の
個
別
就

職
支
援
、
住
宅
の
情
報
提
供
、
就
職
安
定
資
金
融

資
等
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

■

職
業
能
力
形
成
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
方
々
を

対
象
に
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
を
活
用
し
た
キ

ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
と
職
業
訓
練

の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
職
業
能
力
の
向
上
と
就
職

機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

■

離
職
者
住
居
支
援
金
（
労
働
移
動
支
援
助
成
金
）

に
よ
り
、
社
宅
・
寮
等
に
離
職
後
も
引
き
続
き
派

遣
労
働
者
等
を
居
住
さ
せ
る
事
業
主
に
対
し
て
助

成
を
行
い
ま
す
。

■

学
生
の
採
用
内
定
取
消
し
防
止
の
た
め
、
平
成
２１

年
１
月
１９
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
職
業
安
定
法
施
行

規
則
（
※
２
）
を
事
業
主
に
周
知
し
ま
す
。

■

非
正
規
労
働
者
の
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
等
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
強
化
す
る
内
容
の
改
正
雇
用
保

険
法
に
つ
い
て
、
迅
速
な
周
知
に
努
め
ま
す
。

■

労
働
者
派
遣
契
約
を
中
途
解
除
し
た
派
遣
先
・
派

遣
元
に
対
し
「
派
遣
先
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置

に
関
す
る
指
針
」
及
び
「
派
遣
元
事
業
主
が
講
ず

べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
き
新
た
な
就

業
機
会
の
確
保
を
図
る
よ
う
指
導
を
行
い
ま
す
。

（
※
１
）
再
就
職
援
助
計
画：

事
業
主
は
、
事
業
規

模
の
縮
小
等
に
伴
い
、
１
ヶ
月
以
内
に
３０
人
以
上

の
労
働
者
が
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
場
合
に
、
最
初
の
離
職
が
発
生
す
る
１

ヶ
月
前
ま
で
に
作
成
し
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
、

認
定
を
受
け
る
。（
雇
用
対
策
法
第
２４
条
）

（
※
２
）
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
改
正：

企
業
が

採
用
内
定
取
消
し
を
行
う
場
合
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
通
知
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
ま
た
、
採
用
内

定
取
消
し
の
内
容
が
「
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

場
合
に
該
当
す
る
と
き
」
は
そ
の
内
容
を
公
表
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

２

厳
し
い
雇
用
情
勢
下
に
お
け
る

労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
、

健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備

経
済
・
雇
用
情
勢
が
急
激
に
悪
化
し
て
い
る
中
で
、

全
て
の
労
働
者
が
適
正
な
労
働
条
件
下
で
、
安
心
・

納
得
し
て
安
全
か
つ
健
康
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
対
策
、
職
場
に
お
け

る
安
全
と
健
康
の
確
保
対
策
及
び
迅
速
・
適
正
な
労

災
補
償
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度

労
働
行
政
の
あ
ら
ま
し

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
に
よ
る

安
定
し
た
雇
用
と
生
活
の
実
現
の
た
め
に

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

http
://w
w
w
.saitam

a-ro
ud
o
u.g
o
.jp

◆
埼
玉
労
働
局
の
重
点
対
策
◆

１

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境

２

厳
し
い
雇
用
情
勢
下
に
お
け
る
労
働
条
件
の
確
保
・

改
善
、
健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備

３

積
極
的
な
就
職
支
援
に
よ
る
雇
用
の
安
定

４

性
別
に
よ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

５

労
働
保
険
等
の
適
正
な
運
用
の
た
め
に

―３４―



発効日

２０・１０・１７

２０・１２・１

時間額（円）

７２２

８０８

８１１

８２３

８２０

７８４

８２３

種 類

埼 玉 県 最 低 賃 金

非鉄金属製造業

電子部品・デバイス・電子回
路・電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

光学機械器具・レンズ、時計・
同部分品製造業

各種商品小売業

自動車小売業

産
業
別
最
低
賃
金

労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
の

た
め
に

申
告
等
の
迅
速
・
的
確
な
対
応

■

労
働
基
準
関
係
法
令
上
の
問
題
が
認
め
ら
れ
る
賃

金
不
払
、解
雇
等
に
係
る
労
働
者
等
か
ら
の
申
告
・

相
談
、
ま
た
、
倒
産
に
よ
り
賃
金
が
支
払
わ
れ
な

い
ま
ま
退
職
し
た
労
働
者
へ
の
未
払
賃
金
立
替
払

に
つ
い
て
、
迅
速
・
的
確
に
対
応
し
ま
す
。

法
定
労
働
条
件
の
履
行
確
保

■

監
督
指
導
に
お
け
る
主
要
な
労
働
基
準
法
違
反
の

内
容
は
、
労
働
時
間
、
割
増
賃
金
の
関
係
で
約
３

分
の
２
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
法
定
労

働
条
件
の
履
行
確
保
に
向
け
長
時
間
労
働
の
抑
制
、

賃
金
不
払
残
業
の
解
消
等
に
つ
い
て
、
監
督
指
導

等
に
よ
り
是
正
改
善
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

改
正
労
働
基
準
法
の
周
知

■

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、
労
働
者
の
健
康
確
保
や
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

１
か
月
６０
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
対
す
る

割
増
賃
金
率
の
２
割
５
分
か
ら
５
割
へ
の
引
き
上

げ
（
中
小
企
業
を
除
く
。）、
時
間
単
位
に
よ
る
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
な
ど
に
つ
い
て
改
正
さ
れ
た

「
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平

成
２２
年
４
月
１
日
施
行
）
の
広
報
・
周
知
を
行
い

ま
す
。

労
働
時
間
等
の
設
定
改
善
に
よ
る
労
働
環
境
の
整
備

■

埼
玉
県
の
一
般
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

を
除
く
。）
の
労
働
時
間
は
、
全
国
平
均
と
比
較

し
て
長
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
労
働
時
間
等
設
定
改

善
法
等
の
周
知
、
労
働
時
間
設
定
改
善
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
助
言
・
援
助
等
に
よ
る
労
働
時
間
等
の

設
定
改
善
に
よ
り
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
と
れ

た
働
き
方
を
可
能
と
す
る
労
働
環
境
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

最
低
賃
金
等
の
履
行
確
保
の

た
め
に

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！
使
用
者
も
労
働
者
も

■

埼
玉
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
「
埼
玉
県
最
低
賃
金
」、
及
び
特
定
の

産
業
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
産
業
別
最

低
賃
金
」
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
周
知
に
努
め
、
ま
た
効
果
的
な
監
督

指
導
を
実
施
し
ま
す
。

減
額
の
特
例
許
可
制
度
の
周
知
広
報

■

改
正
最
低
賃
金
法
に
お
い
て
、
減
額
の
特
例
許
可

制
度
が
新
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
減
額
対
象

労
働
者
が
不
当
な
低
賃
金
で
働
く
こ
と
の
な
い
よ

う
厳
正
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
減
額
の
特
例
許
可
制
度
の
周

知
広
報
を
行
い
ま
す
。

家
内
労
働
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

■

家
内
労
働
を
委
託
す
る
場
合
の
最
低
工
賃
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
種
類
、
作
業
ご
と
に
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
最
低
工
賃
に
つ
い
て
は
、
委
託
者
団
体
、

広
報
機
関
等
を
活
用
し
、
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
家
内
労
働
手
帳
の
交
付
の
徹
底
な
ど
家
内
労

働
法
の
履
行
確
保
に
努
め
ま
す
。

労
働
災
害
防
止
の
た
め
に

「
災
害
ゼ
ロ
か
ら
リ
ス
ク
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て

埼
玉
第
１１
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
推
進

■

労
働
災
害
の
減
少
を
図
る
た
め
、
平
成
２０
年
度
に

策
定
し
た
埼
玉
第
１１
次
労
働
災
害
防
止
計
画
（
平

成
２０
〜
２４
年
度
迄
の
５
か
年
計
画
）
に
基
づ
き
、

計
画
の
最
終
年
で
あ
る
平
成
２４
年
に
お
い
て
、

�
死
亡
災
害
に
つ
い
て
は
、
平
成
１９
年
と
比
較
し

て
２０
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と

�
休
業
４
日
以
上
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
平
成
１９

年
と
比
較
し
て
１５
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と

�
労
働
者
の
健
康
確
保
対
策
を
推
進
し
、
定
期
健

康
診
断
の
有
所
見
率
の
増
加
傾
向
に
歯
止
め
を

か
け
、
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
設
定
し
、
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保

対
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
促
進

■

平
成
２１
年
度
に
お
い
て
は
、
労
働
災
害
が
多
発
し

て
い
る
業
種
を
重
点
に
、
機
械
災
害
や
足
場
か
ら

の
墜
落
・
転
落
等
の
特
定
災
害
対
策
を
一
層
推
進

す
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
労

働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促

進
な
ど
、
事
業
場
の
自
主
的
安
全
衛
生
活
動
の
取

組
を
支
援
し
ま
す
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

�
事
業
主
は
、
職
場
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
の
芽

（
リ
ス
ク
）
を
事
前
に
摘
み
取
る
た
め
、
設
備
、

原
材
料
等
や
作
業
行
動
等
に
起
因
す
る
危
険
性
・

有
害
性
等
の
調
査
（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
実
施

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
労
働

安
全
衛
生
法
第
２８
条
の
２
）

�
厚
生
労
働
省
で
は
、
危
険
性
・
有
害
性
等
の
調
査

及
び
必
要
な
措
置
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図

る
た
め
の
指
針
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

快
適
職
場
と
健
康
確
保
の

た
め
に

心
身
と
も
健
康
で
働
け
る
職
場
に
向
け
て

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策

■

働
く
人
の
健
康
確
保
の
た
め
、
過
重
労
働
に
よ
る

健
康
障
害
防
止
対
策
及
び
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■

長
時
間
労
働
を
行
っ
た
労
働
者
に
対
す
る
医
師
に

よ
る
面
接
指
導
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

長
時
間
労
働
者
へ
の
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
と
は

長
時
間
労
働
者
へ
の
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
の
実

施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
事
業
者
は
、
労
働
者
の
週
４０
時
間
を
超
え
る
労
働

が
１
月
あ
た
り
１
０
０
時
間
を
超
え
、
か
つ
、
疲

労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
労
働
者
の
申

出
を
受
け
て
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
１
か
月
以
内
に

面
接
指
導
を
受
け
た
労
働
者
等
で
、
面
接
指
導
を

受
け
る
必
要
が
な
い
と
医
師
が
認
め
た
者
を
除
き

ま
す
。

�
事
業
者
は
、
次
の
�
又
は
�
に
該
当
す
る
労
働
者

に
も
、
面
接
指
導
を
実
施
す
る
、
又
は
面
接
指
導

に
準
ず
る
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

�
長
時
間
の
労
働
（
週
４０
時
間
を
超
え
る
労
働
が

１
月
当
た
り
８０
時
間
を
超
え
た
場
合
等
）
に
よ
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り
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
、
又
は
健
康
上
の

不
安
を
有
し
て
い
る
労
働
者
（
申
出
を
受
け
て

実
施
）

�
事
業
場
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
労
働
者

�
面
接
指
導
の
事
務
に
従
事
し
た
者
に
は
、
そ
の
実

施
に
関
し
て
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

※
労
働
者
本
人
に
よ
る
自
己
診
断
の
た
め
の
「
労
働

者
の
疲
労
蓄
積
度
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
埼
玉
労

働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■

県
内
の
各
地
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
事
業
場
及
び
労
働
者
か
ら
の
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
の
防
止
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
の
「
健
康
相
談
」
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
埼
玉
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

事
業
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
確
保
対
策

■

定
期
健
康
診
断
の
実
施
結
果
に
よ
る
と
、
何
ら
か

の
所
見
を
有
す
る
者
（
有
所
見
者
）
の
割
合
（
有

所
見
率
）
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
過
半
数
を
超

え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
小
規
模
事
業
場
に
つ

い
て
は
、
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
健

康
相
談
」
や
「
個
別
訪
問
産
業
保
健
指
導
」
の
利

用
に
よ
る
健
康
確
保
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
事
業
場
に
お
け
る
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
（
産

業
医
・
衛
生
管
理
者
等
）
の
産
業
保
健
活
動
を
活

性
化
す
る
た
め
、
埼
玉
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
・
粉
じ
ん
等
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策

■

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
障
害
対
策
に
つ
い
て
は
以
下
の

対
策
を
中
心
に
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
石
綿
使
用
建
築
物
用
の
解
体
時
等
に
お
け
る
ば

く
露
防
止
対
策
の
徹
底

・
ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
の
製
造
等
全
面
禁
止
の
徹
底

・
石
綿
健
康
診
断
の
実
施
等
に
よ
る
健
康
管
理
対

策
及
び
健
康
管
理
手
帳
制
度
の
周
知

■

ず
い
道
等
建
設
工
事
に
お
け
る
粉
じ
ん
障
害
防
止

対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
粉
じ
ん
障
害
防
止
規

則
等
の
周
知
を
含
め
、
粉
じ
ん
障
害
防
止
の
総
合

的
な
対
策
に
よ
り
、
じ
ん
肺
の
予
防
を
図
る
と
と

も
に
、
重
大
災
害
に
つ
な
が
る
こ
と
の
多
い
酸
素

欠
乏
症
等
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

快
適
職
場
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

■

各
事
業
場
が
自
主
的
に
職
場
環
境
の
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
を
行
政
が
支
援
す
る
「
快
適
職
場
推
進

計
画
制
度
」
に
基
づ
く
埼
玉
労
働
局
長
の
認
定
事

業
場
数
は
過
去
最
高
（
平
成
２１
年
２
月
末
現
在
１

０
０
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
同
制

度
を
広
報
し
、
事
業
場
の
積
極
的
な
取
組
を
支
援

し
ま
す
（
申
請
先
�
埼
玉
快
適
職
場
推
進
セ
ン
タ

ー
）。

迅
速
・
適
正
な
労
災
補
償
の

た
め
に

脳
・
心
臓
疾
患
事
案
、
精
神
障
害
等
事
案
及
び
石

綿
関
連
疾
患
事
案
に
係
る
労
災
請
求
件
数
は
、
前
年

と
比
べ
て
全
て
の
事
案
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

全
体
の
労
災
保
険
給
付
の
新
規
受
給
者
数
は
、
こ
こ

数
年
３
万
２
千
人
か
ら
３
万
３
千
人
で
推
移
し
て
お

り
、
全
国
的
に
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
労
災
請
求
に
対
し
て
、
早
期
処
理
の
た
め

の
組
織
的
取
組
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

迅
速
・
適
正
な
保
険
給
付
事
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
の
延
長
等

を
内
容
と
す
る
石
綿
救
済
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
平

成
２０
年
１２
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

労
働
者
に
対
し
、
改
正
法
の
内
容
を
は
じ
め
と
し
て

石
綿
関
連
疾
患
に
係
る
補
償
（
救
済
）
制
度
の
周
知

の
徹
底
を
図
り
、
労
災
保
険
給
付
及
び
特
別
遺
族
給

付
金
の
請
求
勧
奨
に
努
め
ま
す
。

個
別
労
働
紛
争
の
早
期
解
決

の
た
め
に

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス

■

埼
玉
労
働
局
で
は
、
県
内
に
１０
箇
所
の
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
専
門
の
相
談
員
が
、
労

働
者
や
事
業
主
か
ら
の
様
々
な
労
働
問
題
に
関
す

る
ご
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
は
、
５
万
５
千
件
を
超
え
る
多
く
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
約
２
割
に
あ
た
る

１
０
、７
４
８
件
が
、
労
働
基
準
法
等
の
法
令
上

は
違
反
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
民
事
上
」
の
労
働

相
談
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
下
図
（
右
）
の
と
お

り
、「
解
雇
」
が
４
分
の
１
以
上
を
占
め
、
続
い

て
「
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
」「
い
じ
め
・
嫌
が

ら
せ
」「
退
職
勧
奨
」
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
別
労
働
紛
争
の
解
決
の
お
手
伝
い

■

労
働
相
談
に
当
た
っ
て
は
、
紛
争
当
事
者
間
の
自

主
的
な
解
決
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
解
決
に

至
ら
な
い
場
合
は
、
労
働
局
長
に
よ
る
「
助
言
・

指
導
」
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
紛
争
当
事
者
間

に
学
識
経
験
者
で
あ
る
紛
争
調
整
委
員
が
入
り
、

話
し
合
い
に
よ
り
解
決
を
図
る
「
あ
っ
せ
ん
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
の
助
言
・
指
導
の
申
出
は
２
３
９
件
、

あ
っ
せ
ん
申
請
は
２
０
５
件
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
下
図
の
と
お
り
、「
解
雇
」「
い
じ
め
・
嫌
が
ら

せ
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
事
者
双
方
の
参

加
に
よ
り
「
あ
っ
せ
ん
」
が
開
催
さ
れ
た
場
合
は
、

約
９０
％
に
及
ぶ
高
率
で
紛
争
が
解
決
し
て
い
ま
す
。

３

積
極
的
な
就
職
支
援
に
よ
る
雇
用
の
安
定

埼
玉
労
働
局
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
原
油
価

格
・
原
材
料
費
高
騰
に
よ
る
影
響
で
平
成
２０
年
６
月

に
０
・
８９
倍
と
な
り
、
さ
ら
に
、
国
際
金
融
不
安
を

引
き
金
と
し
た
景
気
悪
化
に
よ
る
派
遣
労
働
者
や
期

間
工
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
等
の
大
量
解
雇
・
雇
止

め
等
の
影
響
に
よ
り
１２
月
に
は
０
・
７３
倍
と
一
段
と

低
下
し
、
雇
用
情
勢
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
内
１５
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
な
い
市
町
村
に
設
置
し
た
「
地
域
職
業

相
談
室
」
で
は
、
緊
急
雇
用
対
策
を
実
施
し
、
ま
た
、

職
種
、
年
齢
、
経
験
、
賃
金
や
雇
用
形
態
等
に
よ
る

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
縮
小
に
努
め
、
早
期
再
就
職

が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
な
就
職
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
縮
小
の

た
め
に

求
職
者
・
求
人
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
雇
用
対
策

世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
等
に
よ
り
、
国
内
の

雇
用
失
業
情
勢
は
急
激
に
悪
化
し
全
国
的
に
大
量
離

職
者
が
発
生
す
る
中
、
埼
玉
の
有
効
求
人
倍
率
も
一

段
と
低
下
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
職
種
間
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
も
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
雇
用
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
求
職
者
、
求
人
者
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
迅
速
・
的
確
な
求
人
、
求

職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
し
ま
す
。

■

求
職
者
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
個
々
の
求

職
者
に
応
じ
、
求
職
者
担
当
制
、
就
職
実
現
プ
ラ
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ン
の
作
成
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■

求
人
者
の
採
用
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
求
人
が
早
期

に
充
足
す
る
た
め
の
求
人
者
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
強

化
を
図
り
ま
す
。

■

職
業
紹
介
部
門
と
雇
用
保
険
部
門
の
連
携
を
進
め
、

雇
用
保
険
受
給
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
支

援
を
行
い
、
早
期
再
就
職
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■

正
社
員
雇
用
の
拡
大
を
促
進
す
る
た
め
、
面
接
会

や
事
業
所
見
学
会
等
を
実
施
し
、
就
職
機
会
の
増

加
を
図
り
ま
す
。

■

隣
接
他
都
県
へ
の
就
職
割
合
が
３
割
以
上
の
た
め
、

他
都
県
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
求
人
情
報
を
積
極
的

に
交
換
す
る
な
ど
、
局
管
内
を
超
え
た
職
業
紹
介

業
務
を
推
進
し
ま
す
。

■

子
育
て
中
の
求
職
者
等
に
対
し
て
は
、
マ
ザ
ー
ズ

サ
ロ
ン
や
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
求
職

者
担
当
制
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
職
業
相
談
等
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
両
立
支
援
に
取
り
組
む
企

業
情
報
や
保
育
関
係
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

■

フ
リ
ー
タ
ー
や
子
育
て
終
了
後
の
女
性
、
母
子
家

庭
の
母
親
等
の
職
業
能
力
形
成
機
会
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
求
職
者
を
対
象
に
、
職
業
能
力
形
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
）
を
活
用
し
た

就
職
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
ジ
ョ
ブ
・

カ
ー
ド
普
及
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
事
業
」
の
一
層
の

周
知
に
努
め
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
活
用
を
促
進

し
ま
す
。

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
職
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例
】

�
求
職
者
担
当
制
…
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
等
に
合

わ
せ
、
求
人
情
報
の
提
供
や
、
予
約
相
談
を
担
当

職
員
が
専
任
し
て
行
い
ま
す
。

�
就
職
実
現
プ
ラ
ン
…
就
職
意
欲
の
高
い
方
な
ど
に
、

再
就
職
の
た
め
の
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
求
職
活
動

の
支
援
を
し
ま
す
。
４
か
月
以
内
の
再
就
職
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

�
事
業
所
見
学
会
…
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
実
際

に
求
人
企
業
の
就
業
場
所
を
求
職
者
の
方
に
ご
覧

い
た
だ
い
た
上
で
、
職
業
紹
介
を
行
い
ま
す
。

こ
の
他
に
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
能

力
開
発
支
援
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

【
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
普
及
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
事
業
と
は
】

�
求
職
者
や
事
業
主
の
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ

ト
に
対
す
る
理
解
が
十
分
と
は
言
え
な
い
た
め
、

埼
玉
労
働
局
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）、
埼
玉
県
、
独

立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
埼
玉
セ
ン
タ

ー
、
埼
玉
県
地
域
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
及

び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と
な
っ
て
、
ジ
ョ

ブ
・
カ
ー
ド
を
採
用
面
接
の
際
に
積
極
的
に
利
用

し
て
貰
う
企
業
を
募
り
、
そ
の
企
業
一
覧
を
「
ジ

ョ
ブ
・
カ
ー
ド
普
及
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
」
と
し
て

公
表
し
、
求
職
者
の
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
作
成
・

活
用
や
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
も
の
に
な
る
よ
う
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
い
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
伺
い
し

て
い
ま
す
。

若
年
者
の
就
職
促
進
の

た
め
に

フ
リ
ー
タ
ー
等
の
常
用
雇
用
化
に
向
け
て

若
年
者
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、
平
成
２０
年
の
フ
リ

ー
タ
ー
数
は
１
７
０
万
人
と
５
年
連
続
で
改
善
し
て

き
た
も
の
の
、
急
激
に
悪
化
し
た
経
済
状
況
の
下
で

再
度
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
学
卒
者
の
内
定
率
に

も
影
響
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

埼
玉
労
働
局
に
お
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
設
置

し
た
フ
リ
ー
タ
ー
専
用
窓
口
で
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
就
職
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
規
求
職

者
数
は
２
５
、７
９
０
人
と
前
年
よ
り
１
３
９
人
増

加
と
な
り
、
特
に
２５
歳
以
上
の
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
、

３０
代
後
半
の
不
安
定
就
労
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
フ
リ
ー
タ
ー
未
然
防
止
の
推
進
と
と

も
に
、フ
リ
ー
タ
ー
の
常
用
就
職
支
援
等
を
行
う「
フ

リ
ー
タ
ー
等
正
規
雇
用
化
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
、
若

者
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
就
職
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

■

高
等
学
校
等
と
連
携
し
、
就
職
面
接
会
、
求
人
開

拓
等
の
実
施
に
よ
り
一
貫
し
た
就
職
支
援
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
在
学
中
に
お
け
る
職
業
意
識
形

成
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
定
率
、
職

場
定
着
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■

若
年
求
職
者（
特
に
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
等
）の
個
々

の
状
態
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し
、
担
当
制
で
の

職
業
相
談
、
ジ
ョ
ブ
ク
ラ
ブ
、
ジ
ョ
ブ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
取
組
を
実
施
す
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な

支
援
を
実
施
し
正
規
雇
用
化
を
図
り
ま
す
。

■

４０
歳
未
満
ま
で
に
拡
充
さ
れ
た
若
年
者
ト
ラ
イ
ア

ル
雇
用
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
新

設
さ
れ
た
「
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨
励

金
」
等
を
活
用
し
た
事
業
主
に
対
す
る
フ
リ
ー
タ

ー
等
の
正
規
雇
用
に
関
す
る
啓
発
を
行
い
、
効
果

的
な
就
職
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

障
害
者
雇
用
の
促
進
の

た
め
に

雇
用
率
の
向
上
（
雇
用
率
達
成
指
導
）

■

平
成
２０
年
６
月
１
日
現
在
の
実
雇
用
率
は
１
・
５０

％
と
な
り
、
前
年
と
比
べ
て
０
・
０４
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
全
国
平
均
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
と
の
共
通
目
標
で
あ
る
平
成
２３
年

に
実
雇
用
率
１
・
８０
％
を
達
成
さ
せ
る
た
め
、
１

年
毎
の
達
成
目
標
値
を
定
め
て
実
効
あ
る
雇
用
率

達
成
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

指
導
に
際
し
て
は
、
雇
入
れ
計
画
実
施
中
の
企
業

を
重
点
指
導
対
象
企
業
と
位
置
づ
け
、
企
業
ト
ッ

プ
の
意
識
改
革
を
図
る
た
め
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
理
念
」
に
沿
っ
た
指
導
を
積
極
的
に
実

施
す
る
と
共
に
、
雇
用
率
未
達
成
の
要
因
を
分
析

し
、
企
業
の
抱
え
る
課
題
に
応
じ
た
指
導
・
支
援

を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
未
達
成
の
公
的
機
関
に
つ
い
て
も
、
労
働

局
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
に
よ
り
早
期
達
成

に
向
け
た
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
促
進

■

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
職
業
相

談
・
適
格
紹
介
・
求
人
開
拓
等
に
よ
り
、
平
成
１９

年
度
の
就
職
件
数
は
過
去
最
高
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
が
、
平
成
２０
年
度
（
４
月
〜
１２
月
）
の
就
職

件
数
は
１
、３
３
５
件
で
あ
り
、
対
前
年
比
で
０
・

７
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
障
害
者

の
就
職
促
進
や
職
場
定
着
を
図
る
た
め
、
専
門
的

知
識
や
経
験
を
有
す
る
「
障
害
者
専
門
支
援
員
」

に
よ
り
、
障
害
者
一
人
ひ
と
り
の
障
害
の
態
様
や

適
性
を
的
確
に
把
握
し
て
、
き
め
細
や
か
な
職
業

相
談
や
職
業
紹
介
を
実
施
す
る
と
共
に
、「
障
害

者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
」
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、

障
害
者
雇
用
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
・
教
育
・
医
療
等
の
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
就
労
支
援
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
対
策
の
促
進
の

た
め
に

雇
用
確
保
措
置
に
関
す
る
事
業
主
に
対
す
る
相
談
・
援
助

■

平
成
２５
年
度
に
か
け
て
義
務
対
象
年
齢
が
段
階
的

に
６５
歳
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
６５
歳

ま
で
の
確
保
措
置
を
導
入
す
る
よ
う
周
知
・
啓
発

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
２０
年
６

月
１
日
現
在
で
は
、
県
内
の
企
業
の
９５
・
６
％
が

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
希
望
者
全
員
を
継
続
雇
用
す
る

企
業
に
つ
い
て
は
、
４２
・
２
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
事
業
主
に
対
し
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
希
望
者
全
員
に
対
す
る
確
保
措
置
の

導
入
を
指
導
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
確
保
措
置
の
導
入
に
あ
た
っ
て
賃
金
・
人
事
処

遇
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
課
題
が
生
じ
て
い
る
場

合
に
は
高
年
齢
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活

用
し
て
、
専
門
・
技
術
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■

高
い
就
労
意
欲
を
有
す
る
高
年
齢
者
が
、
そ
の
知

識
・
経
験
を
生
か
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
６５
歳
ま
で
の
安
定
し
た
雇
用
の

確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も

に
６０
歳
台
後
半
層
に
お
け
る
就
労
ニ
ー
ズ
の
一
層

の
高
ま
り
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
意

欲
が
あ
っ
て
働
け
る
状
態
に
あ
る
方
に
つ
い
て
は

「
７０
歳
ま
で
働
け
る
」
雇
用
機
会
の
確
保
に
向
け

―３７―



普
及
・
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

高
年
齢
者
等
の
再
就
職
の
援
助
・
促
進

■

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
き
め
細
や
か
な
職
業
相

談
・
職
業
紹
介
等
を
行
い
、
特
に
再
就
職
の
緊
急

性
が
高
く
試
行
雇
用
が
必
要
な
求
職
者
に
対
し
て

は
、
中
高
年
試
行
雇
用
事
業
を
積
極
的
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
事
業
主
に
対
し
て
試
行
雇
用
終
了

後
の
常
用
雇
用
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
働
き
か
け

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
年
金
支
給
開
始
前
に
定
年
退
職
し
た
求
職

者
等
、
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
団
塊
世
代
の
高
年

齢
者
に
対
す
る
再
就
職
支
援
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
協
力
を
行
う
こ
と
と

し
事
業
主
団
体
を
通
じ
、
傘
下
の
求
人
事
業
主
や

定
年
退
職
者
を
対
象
と
し
て
就
職
面
接
会
や
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
等
を
行
う
「
地
域
団
塊
世
代
雇
用
支

援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

民
間
等
労
働
力
需
給
調
整
事

業
の
適
正
な
運
営
と
労
働
者

の
雇
用
の
安
定
の
た
め
に

派
遣
労
働
者
等
が
安
心
、
納
得
し
て
働
く
こ
と
が
出

来
る
よ
う
な
環
境
整
備

■

平
成
２１
年
１
月
１
日
現
在
の
労
働
者
派
遣
事
業
所

数
は
２
、２
２
３
事
業
所
で
あ
り
、
平
成
２０
年
３

月
末
現
在
の
派
遣
労
働
者
数
は
１
３
７
、８
６
１

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

埼
玉
労
働
局
で
は
、
労
働
者
保
護
の
拡
充
を
図
る

た
め
、
民
間
需
給
調
整
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確

保
、
派
遣
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
と
福
祉
の
増
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■

製
造
業
な
ど
の
偽
装
請
負
等
、違
法
派
遣
の
防
止
・

解
消
に
向
け
て
厳
正
な
指
導
監
督
を
実
施
し
、
適

正
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

４

性
別
に
よ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
そ
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

全
国
の
都
道
府
県
の
中
で
も
埼
玉
県
は
、
女
性
の

年
齢
階
級
別
労
働
力
率
の
い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
型
の
谷
が

深
く
な
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
期
に

あ
る
女
性
の
就
労
が
中
断
し
て
い
る
実
情
に
あ
る
一

方
、
働
い
て
い
な
い
女
性
の
就
業
希
望
率
は
２６
・
４

％
で
全
国
第
３
位
と
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
継
続
就
労
を
可
能
と
す

る
雇
用
環
境
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇

の
確
保
の
推
進

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
履
行
確
保
と

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進

■

い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
型
の
谷
を
引
き
上
げ
て
い
く
た
め

に
も
、
労
働
者
か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
・

出
産
等
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
が
意
に
反
し
て
離
職
す

る
こ
と
な
く
、
継
続
雇
用
さ
れ
る
よ
う
男
女
雇
用

機
会
均
等
法（「
均
等
法
」）の
履
行
確
保
と
紛
争
解

決
援
助
を
行
い
ま
す
。

■

均
等
法
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
事
業
主
に
対
し
て

周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
や
派
遣
労
働
者
な
ど
有
期
契
約
労
働
者
に
も
均

等
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
周
知
徹
底
し

ま
す
。

■

実
効
あ
る
男
女
均
等
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
、

雇
用
管
理
の
実
態
に
男
女
労
働
者
間
で
格
差
が
生

じ
て
い
る
企
業
に
対
し
て
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
（
※
）
の
取
組
を
促
し
ま
す
。

（
※
）ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
…
個
々
の
企
業
に

お
い
て
、
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
や
過
去
の
経

緯
か
ら
一
定
の
職
種
に
女
性
が
配
置
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
り
、
女
性
管
理
職
が
極
端
に
少
な
い
な
ど

男
女
労
働
者
の
間
で
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
こ
の
よ
う
な
差
は
均
等
法
を
遵
守
す
る
だ
け

で
は
解
消
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
差
を
解
消

す
る
た
め
の
取
組
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

と
い
い
ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
取
組
例

と
し
て
は
、
女
性
を
新
た
な
職
域
に
配
置
す
る
際

に
、
定
着
を
促
す
た
め
の
配
慮
を
す
る
た
め
、
配

置
す
る
女
性
の
教
育
訓
練
や
対
外
的
な
業
務
に
配

置
す
る
際
の
取
引
先
へ
の
事
前
説
明
を
行
う
こ
と
、

ま
た
、
女
性
管
理
職
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、
管

理
職
候
補
の
女
性
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
個
別
に
育

成
す
る
こ
と
や
昇
進
・
昇
格
試
験
の
受
験
を
女
性

に
奨
励
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の

両
立
支
援
対
策
の
推
進

男
女
労
働
者
が
安
心
し
て
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
を

両
立
で
き
る
た
め
に

次
世
代
法
の
主
な
改
正
内
容

�
行
動
計
画
の
公
表
及
び
従
業
員
へ
の
周
知
の
義
務

化
（
平
成
２１
年
４
月
１
日
施
行
）

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
の
雇
用
環

境
の
整
備
等
に
つ
い
て
事
業
主
が
策
定
す
る
一
般

事
業
主
行
動
計
画
の
公
表
・
従
業
員
へ
の
周
知
が
、

従
業
員
１
０
１
人
以
上
の
企
業
は
義
務
（
１
０
１

人
以
上
３
０
０
人
以
下
企
業
は
平
成
２３
年
３
月
３１

日
ま
で
は
努
力
義
務
）、
１
０
０
人
以
下
の
企
業

は
努
力
義
務
と
な
り
ま
す
。

�
行
動
計
画
の
届
出
義
務
企
業
の
拡
大
（
従
業
員
１

０
１
人
以
上
企
業
へ
）（
平
成
２３
年
４
月
１
日
施

行
）

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
の
義
務
づ

け
範
囲
が
従
業
員
３
０
１
人
以
上
の
企
業
か
ら
従

業
員
１
０
１
人
以
上
の
企
業
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

■

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法（「
次
世
代
法
」）の

改
正
内
容
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

平
成
２３
年
４
月
１
日
か
ら
一
般
事
業
主
行
動
計
画

（「
行
動
計
画
」）の
策
定
・
届
出
が
義
務
と
な
る
労

働
者
数
１
０
１
人
以
上
３
０
０
人
以
下
の
企
業
に

対
す
る
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
を
促
進
し
ま
す
。

■

行
動
計
画
の
公
表
及
び
従
業
員
へ
の
周
知
に
つ
い

て
は
平
成
２１
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
た
め

履
行
確
保
を
図
り
ま
す
。

■

行
動
計
画
の
労
働
局
長
の
認
定
は
、
各
企
業
に
お

け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
両
立
支
援
対
策

促
進
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
企

業
が
認
定
を
目
指
し
つ
つ
次
世
代
育
成
支
援
対
策

に
取
り
組
む
よ
う
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
認
定
マ
ー
ク
で
あ
る
「
く
る
み
ん
」

マ
ー
ク
を
周
知
し
、
認
定
に
つ
い
て
の
意
欲
、
関

心
を
高
め
ま
す
。

■

育
児
休
業
等
を
取
得
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
不

利
益
取
扱
い
の
根
絶
に
向
け
て
、
育
児
・
介
護
休

業
法
の
周
知
徹
底
及
び
中
小
企
業
に
お
け
る
育

児
・
介
護
休
業
に
係
る
規
定
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

■

男
性
の
育
児
休
業
取
得
は
未
だ
に
進
ん
で
い
な
い

こ
と
か
ら
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
重
要
性
に
つ

い
て
事
業
主
へ
の
理
解
を
深
め
、
制
度
を
利
用
し

や
す
い
職
場
風
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
の

推
進

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均
衡
待
遇
確
保
の
た
め
に

■

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
、
そ
の
働
き
・
貢
献
に

応
じ
て
正
社
員
等
と
均
衡
の
あ
る
待
遇
が
得
ら
れ

る
よ
う
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
履
行
確
保
と
紛

争
解
決
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

■

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
す
る
中
小
企
業
事

業
主
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
し
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
趣
旨
、
内
容
を
周
知
徹
底
し

ま
す
。

５

労
働
保
険
等
の
適
正
な
運
用
の
た
め
に

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
）
は
、

労
働
者
が
安
心
で
安
全
に
働
け
る
た
め
の
制
度
で
、

労
災
保
険
は
労
働
者
の
業
務
上
・
通
勤
途
上
の
負
傷
、

死
亡
の
場
合
に
被
災
労
働
者
及
び
遺
族
へ
必
要
な
給

付
を
行
い
、
雇
用
保
険
は
労
働
者
が
失
業
等
の
場
合

に
、
労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め

必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
企

業
・
国
民
負
担
の
平
準
化
・
公
平
化
を
図
る
た
め
全

国
一
元
的
に
運
営
す
る
と
と
も
に
、
労
働
基
準
関
係

業
務
や
職
業
紹
介
業
務
と
一
体
不
可
分
に
運
営
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■

労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
れ
ば
、
事
業
主
は
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
労
働
保
険
加
入
に
つ
い
て

積
極
的
な
広
報
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
未
手
続
事
業
場
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、

計
画
的
な
雇
用
促
進
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
雇
用

促
進
活
動
に
よ
っ
て
も
自
主
的
に
加
入
手
続
を
と

ら
な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
職
権
に
よ
る
成
立
手

続
を
行
い
ま
す
。
平
成
２０
年
度
１２
月
末
の
労
働
保

険
適
用
事
業
場
数
は
１
６
３
、０
７
７
事
業
場
で

あ
り
、
年
々
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

■

労
働
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
に

努
め
て
お
り
、
以
下
の
主
要
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
労
働
保
険
の
確
定
及
び
概
算
保
険

料
の
適
正
な
自
主
的
申
告
・
納
付

手
続
の
指
導
実
施

�
費
用
の
公
平
負
担
を
期
す
た
め
の

労
働
保
険
料
の
確
認
・
調
査
の
実
施

�
労
働
保
険
料
の
積
極
的
な
納
付
督

励
の
実
施

平
成
１９
年
度
の
労
働
保
険
料
徴
収

決
定
額
は
雇
用
・
労
災
勘
定
あ
わ
せ
て

１
、１
２
１
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
労
働
保

険
年
度
更
新
期
間
等
が
２１
年
度
か

ら
下
表
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

■

保
険
料
率

労
災
保
険
３
〜
１
０
３
／
１
、０

０
０
（
全
額
事
業
主
負
担
）

雇
用
保
険
（
平
成
２１
年
度
改
訂
予

定
）

納付期限
３期

２月１日
２期

１１月２日
全期（１期）
７月１０日

年度更新期間

６月１日～７月１０日平成２１年度以降

―３８―





























「
今
後
の
財
政
運
営
の
あ
り
方
」

を
提
言

―
今
後
の
財
政
健
全
化
目
標
や
歳

出
入
改
革
の
あ
り
方
示
す
／
経

済
危
機
か
ら
の
脱
却
な
ど
、
基

本
的
視
点
に

日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）

は
３
月
１７
日
、
提
言
「
今
後
の
財
政
運
営

の
あ
り
方
」
を
公
表
し
た
。
同
提
言
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

基
本
的
考
え
方

当
面
、
経
済
危
機
か
ら
の
脱
却
を
図
る

た
め
、
大
規
模
な
経
済
対
策
を
中
心
に
政

策
を
総
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

方
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、

経
済
状
況
が
改
善
し
た
後
、
中
長
期
的
な

財
政
規
律
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
世
界
同
時
不
況
の
発
生
を
契
機

に
政
府
の
果
た
す
役
割
が
再
認
識
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
と
り
わ
け
、
雇
用
や
社
会
保
障

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
整
備
し
、
国
民

生
活
の
安
心
・
安
全
が
図
ら
れ
れ
ば
、
中

長
期
的
な
経
済
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
に

な
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
今
後
の
財
政

運
営
に
お
け
る
基
本
的
視
点
と
し
て
、
�

経
済
危
機
か
ら
の
脱
却
�
成
長
基
盤
の
整

備
�
国
民
生
活
の
安
心
・
安
全
の
確
保
�

中
長
期
的
な
財
政
規
律
の
維
持

の
４

点
が
重
要
と
な
る
。

今
後
の
財
政
健
全
化
目
標
の
あ
り
方

２
０
１
１
年
度
に
国
・
地
方
の
基
礎
的

財
政
収
支
を
黒
字
化
す
る
と
の
政
府
目
標

の
達
成
は
事
実
上
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る

が
、
国
内
外
か
ら
の
財
政
運
営
に
対
す
る

信
頼
を
確
保
し
続
け
る
た
め
に
は
、
政
府

の
財
政
健
全
化
に
対
す
る
姿
勢
を
明
確
に

維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
当
面
、
厳
し
い
経
済
状
況
か

ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
つ
つ
、
今
後
１０
年
程

度
で
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
の
上
昇
を

食
い
止
め
る
よ
う
、
利
払
い
費
を
含
む
財

政
収
支
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
財
政
健
全

化
目
標
と
し
て
掲
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
基

礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
は
、
財
政
収
支

改
善
に
向
け
て
の
中
間
目
標
と
し
て
位
置

付
け
る
べ
き
で
あ
る
。

歳
出
入
改
革
の
あ
り
方

歳
出
面
で
は
、
第
一
に
、
雇
用
の
安
定
・

創
出
と
将
来
の
成
長
に
向
け
た
投
資
と
し

て
、
経
済
危
機
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
即

効
性
の
あ
る
需
要
創
出
策
、
雇
用
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
、
日
本
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
の
実
施
、
政
府
研
究
開
発
投
資

の
拡
充
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
が
必

要
で
あ
る
。
第
二
に
、
医
療
・
介
護
制
度

の
機
能
強
化
、
基
礎
年
金
の
税
方
式
化
、

少
子
化
対
策
の
拡
充
な
ど
、
安
心
で
信
頼

で
き
る
社
会
保
障
制
度
の
確
立
が
求
め
ら

れ
る
。
第
三
に
、
道
州
制
の
導
入
に
向
け

て
、
国
の
地
方
支
分
部
局
の
整
理
統
合
等

の
地
方
分
権
改
革
の
推
進
、
地
方
税
・
財

政
の
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
第

四
に
、
電
子
行
政
の
実
現
、
行
政
の
合
理

化
・
無
駄
の
排
除
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
る
。

歳
入
改
革
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
制

度
の
持
続
可
能
性
の
向
上
、
安
定
し
た
歳

入
基
盤
の
確
立
を
図
る
観
点
か
ら
、
経
済

情
勢
を
見
極
め
つ
つ
、
消
費
税
を
含
む
税

制
抜
本
改
革
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
同
時
に
税
制
面
か
ら
成
長
力
を
強
化

す
る
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
の
た

め
の
税
制
措
置
や
法
人
実
効
税
率
の
引
き

下
げ
等
、
法
人
所
得
課
税
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。

ま
た
、
財
政
規
律
を
確
保
す
る
手
法
と

し
て
、
財
政
資
金
を
有
効
活
用
す
る
た
め

の
予
算
制
度
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

日
本
経
団
連
な
ど
が「
雇
用
安
定
・

創
出
の
実
現
に
向
け
た
政
労
使
合

意
」
取
り
ま
と
め

―
「
雇
用
維
持
の
推
進
」
な
ど
５

つ
の
取
組
み
で
合
意

政
府
と
日
本
経
団
連
、
連
合
な
ど
の
政

労
使
三
者
は
３
月
２３
日
、
首
相
官
邸
で
開

か
れ
た
政
労
使
会
合
に
お
い
て
、「
雇
用

安
定
・
創
出
の
実
現
に
向
け
た
政
労
使
合

意
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
今
回
の
政
労
使

合
意
は
、
同
月
３
日
に
日
本
経
団
連
と
連

合
が
取
り
ま
と
め
た
「
雇
用
安
定
・
創
出

に
向
け
た
労
使
共
同
提
言
」（
３
月
１２
日

号
既
報
）
を
ベ
ー
ス
と
し
て
お
り
、
経
済

界
か
ら
は
、
日
本
経
団
連
の
ほ
か
、
日
本

商
工
会
議
所
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
も
加
わ
っ
た
。

現
下
の
雇
用
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に

は
、
政
労
使
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
難

局
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
不
可
欠
と
の
共

通
認
識
の
下
、
雇
用
安
定
・
創
出
の
実
現

に
向
け
て
、
一
致
協
力
し
て
５
つ
の
取
組

み
に
つ
い
て
合
意
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今

後
、
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

政
労
使
会
合
で
は
、
麻
生
太
郎
首
相
が
、

「
具
体
策
を
盛
り
込
ん
だ
合
意
で
あ
り
、

国
民
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
」
と

「
合
意
」
を
評
価
し
た
上
で
、「
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
に
則
っ
て
対
応
を
し
、
難
局
を

乗
り
切
り
た
い
」
と
強
調
し
た
。
ま
た
、

御
手
洗
会
長
は
、「
今
回
の
合
意
を
受
け
、

会
員
企
業
に
対
し
て
、
雇
用
の
安
定
や
創

出
に
向
け
た
一
層
の
努
力
を
呼
び
か
け
た

い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
政
府
に
対
し

て
、
合
意
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
の
早
期

実
施
に
向
け
、
速
や
か
な
対
応
を
求
め
た
。

雇
用
安
定
・
創
出
の
実
現
に
向
け

た
政
労
使
合
意

米
国
の
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
世
界

同
時
不
況
の
中
で
、
景
気
は
急
速
な
悪
化

を
続
け
、
大
幅
な
減
産
な
ど
に
よ
り
、
雇

用
失
業
情
勢
は
深
刻
の
度
を
増
し
、
国
民

の
雇
用
不
安
は
拡
大
し
て
い
る
。
雇
用
失

業
情
勢
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
厳
し

い
局
面
を
迎
え
る
懸
念
が
あ
る
。

雇
用
の
安
定
は
社
会
の
安
定
の
基
盤
で

あ
り
、我
が
国
に
お
け
る
長
期
雇
用
シ
ス
テ

ム
が
人
材
の
育
成
及
び
労
使
関
係
の
安
定

を
図
り
、企
業
・
経
済
の
成
長
・
発
展
を
支
え

て
き
た
こ
と
を
再
認
識
し
、雇
用
の
安
定
に

向
け
最
大
限
の
努
力
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
雇
用
の
安
定
、
さ
ら
に
は
雇
用

創
出
の
実
現
の
た
め
に
は
、
景
気
回
復
に

向
け
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動
員
す
る
こ
と

と
併
せ
て
、
雇
用
の
多
く
を
占
め
、
雇
用

維
持
に
努
力
し
て
い
る
中
小
企
業
の
実
情

等
に
配
意
し
つ
つ
、
実
効
性
あ
る
雇
用
の

安
定
・
創
出
策
を
更
に
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
般
、
政
府
、
日

本
経
済
団
体
連
合
会
、
日
本
商
工
会
議
所
、

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
及
び
日
本
労

働
組
合
総
連
合
会
は
、
現
下
の
雇
用
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
に
は
、
政
労
使
の
三
者

が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
難
局
に
立
ち
向
か

う
こ
と
が
不
可
欠
と
の
共
通
認
識
に
立
っ

て
、
別
紙
の
と
お
り
、
雇
用
安
定
・
創
出

の
実
現
に
向
け
て
、
一
致
協
力
し
て
取
り

組
む
こ
と
に
合
意
し
た
。

政
労
使
は
こ
の
合
意
に
基
づ
き
、
企
業

が
活
力
を
持
っ
て
活
動
で
き
、
国
の
基
本

を
な
す
勤
労
者
が
仕
事
に
意
欲
を
持
ち
、

そ
の
持
て
る
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の

構
築
に
向
け
て
、一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

政
府
は
、
早
急
に
こ
の
合
意
の
実
現
に

向
け
必
要
な
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

労
使
は
、
政
府
の
施
策
に
つ
い
て
理
解
・

協
力
し
、
安
定
的
な
労
使
関
係
の
下
、
相

互
理
解
に
立
っ
て
経
営
の
安
定
と
雇
用
の

維
持
・
確
保
に
一
致
協
力
し
て
取
り
組
む

こ
と
と
す
る
。

平
成
２１
年
３
月
２３
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
長

御
手
洗
冨
士
夫

日
本
商
工
会
議
所
会
頭

岡
村

正

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

佐
伯

昭
雄

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
会
長

高
木

剛

雇
用
安
定
・
創
出
の
実
現
に
向
け
た

５
つ
の
取
組
み

１
�
雇
用
維
持
の
一
層
の
推
進

景
気
が
急
速
に
悪
化
す
る
中
で
、
雇
用

の
維
持
は
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
労
使
は
最
大
限
の
努
力
を
行
う
こ

と
と
し
、
我
が
国
の
労
働
の
現
場
の
実
態

に
合
っ
た
形
で
の
「
日
本
型
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
」
と
も
言
え
る
様
々
な
取
組
み

を
強
力
に
進
め
る
。
こ
の
際
、
雇
用
が
厳

し
い
分
野
の
労
働
者
を
、
例
え
ば
出
向
等

に
よ
り
、
一
時
的
に
雇
用
機
会
が
あ
る
分

野
に
、
企
業
間
レ
ベ
ル
で
つ
な
ぐ
等
、
失

業
が
な
い
形
で
の
産
業
間
労
働
移
動
の
取

組
み
な
ど
を
進
め
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
つ
い
て
は
、個
々

の
企
業
の
労
使
間
で
、
自
主
的
に
十
分
な

協
議
を
行
い
、
労
使
の
納
得
と
合
意
を
得

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
親
会
社
た
る

大
企
業
の
労
使
は
、
下
請
労
働
者
の
雇
用

の
維
持
・
確
保
に
最
大
限
の
配
慮
を
行
う
。

経
営
側
は
、
ど
の
よ
う
な
経
営
環
境
に

あ
っ
て
も
、
雇
用
の
安
定
は
企
業
の
社
会

的
責
任
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
、

個
々
の
企
業
の
実
情
に
応
じ
、
成
果
の
適

切
な
分
配
や
、
労
働
者
の
公
正
な
処
遇
に

配
慮
し
つ
つ
、
残
業
の
削
減
を
含
む
労
働

時
間
の
短
縮
等
を
行
い
、
雇
用
の
維
持
に

最
大
限
の
努
力
を
行
う
。
ま
た
、
失
業
が

な
い
形
で
の
労
働
者
の
送
り
出
し
、
受
け

入
れ
等
に
努
め
る
。

労
働
側
は
、
生
産
性
の
向
上
は
雇
用
を

増
大
す
る
と
の
認
識
の
下
、
コ
ス
ト
削
減

や
、新
事
業
展
開
な
ど
経
営
基
盤
の
維
持
・

強
化
に
協
力
す
る
。
ま
た
、
失
業
の
な
い

労
働
移
動
の
取
組
み
に
協
力
す
る
。

政
府
は
、
残
業
の
削
減
、
休
業
、
教
育

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―３９―



訓
練
、
出
向
な
ど
に
よ
り
雇
用
維
持
を
図

る
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
」
へ
の
労
使
の
取
組
み
を
促
進
す

る
た
め
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
の
迅

速
化
、
内
容
の
拡
充
を
図
り
、
正
規
・
非

正
規
労
働
者
を
問
わ
ず
、
解
雇
等
を
行
わ

ず
雇
用
維
持
を
図
る
た
め
の
支
援
な
ど
を

早
急
に
行
う
。

ま
た
、
雇
用
維
持
の
観
点
か
ら
、
中
小

企
業
の
資
金
繰
り
支
援
に
万
全
を
期
す
。

２
�
職
業
訓
練
、
職
業
紹
介
等
の
雇
用
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
・
強
化

雇
用
機
会
が
あ
る
分
野
と
雇
用
が
厳
し

い
分
野
と
の
産
業
間
、
地
域
間
の
ば
ら
つ

き
が
大
き
い
中
で
、
新
た
な
産
業
分
野
で

の
就
職
や
、
職
種
転
換
等
を
円
滑
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

職
業
訓
練
を
重
要
な
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
位
置
づ
け
、
強
力
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
広
域
的
、
機
動
的
な
職
業
紹

介
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン

グ
機
能
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
。

経
営
側
は
、
訓
練
施
設
や
人
材
を
提
供

す
る
等
、
労
働
者
の
職
業
訓
練
の
実
施
に

最
大
限
の
支
援
、
協
力
を
行
う
。
ま
た
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
職
業
紹
介
に
協
力

す
る
。

労
働
側
は
、
自
ら
の
職
業
能
力
の
開
発

向
上
に
努
力
す
る
。
ま
た
、
誠
実
か
つ
熱

心
に
求
職
活
動
を
行
う
。

政
府
は
、
以
下
の
支
援
を
行
う
。

１
�
企
業
の
ニ
ー
ズ
、
人
材
不
足
分
野
、

新
規
雇
用
創
出
が
期
待
さ
れ
る
分
野

な
ど
の
実
態
を
踏
ま
え
た
、
職
業
訓

練
や
研
修
の
拡
大
、
内
容
・
期
間
の

拡
充
・
強
化

２
�
現
下
の
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
を
踏

ま
え
た
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
再
就
職
・
生
活
支
援

等
の
機
能
の
強
化
及
び
組
織
・
体
制

の
拡
充
・
強
化

３
�
職
業
紹
介
、
職
業
相
談
や
能
力
開
発

に
関
す
る
相
談
、
生
活
相
談
等
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
拠
点
の
整
備
、

ま
た
、
政
府
と
一
体
と
な
っ
て
民
間

団
体
等
が
行
っ
て
い
る
就
職
支
援
の

取
組
み
の
促
進

３
�
就
職
困
難
者
の
訓
練
期
間
中
の
生
活

の
安
定
確
保
、
長
期
失
業
者
等
の
就

職
の
実
現

失
業
給
付
を
受
給
で
き
な
い
者
へ
の
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
年
長
フ
リ
ー
タ

ー
や
母
子
家
庭
の
母
等
の
う
ち
、
失
業
給

付
を
受
給
で
き
な
い
者
へ
の
職
業
訓
練
期

間
中
の
生
活
支
援
、
離
職
に
伴
い
住
居
を

失
っ
た
者
へ
の
住
居
や
生
活
の
支
援
、
失

業
給
付
の
支
給
が
終
了
し
た
も
の
の
、
就

職
で
き
な
い
長
期
失
業
者
へ
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
等
を
組
み
合
わ
せ
た
就
職
支
援
な

ど
、
就
職
と
生
活
の
支
援
を
進
め
る
。

経
営
側
は
、
職
業
訓
練
の
実
施
、
求
人

の
提
供
、
労
働
者
の
受
入
れ
に
最
大
限
協

力
す
る
。
こ
の
際
、
過
去
の
就
業
実
態
や

離
職
状
況
に
と
ら
わ
れ
ず
、
人
物
本
位
に

よ
る
採
用
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

労
働
側
は
、
自
ら
の
職
業
能
力
の
開
発

向
上
に
努
力
す
る
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
よ
る
指
導
、
援
助
に
応
え
、
誠
実
か

つ
熱
心
に
求
職
活
動
を
行
い
、
就
職
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

政
府
は
、
再
就
職
が
困
難
な
者
の
就
職

を
実
現
す
る
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
中

心
と
な
っ
て
、
離
職
者
等
の
就
業
意
欲
・

能
力
の
底
上
げ
を
図
り
、
上
記
の
職
業
訓

練
中
の
生
活
保
障
、
住
居
・
生
活
支
援
、

就
職
支
援
を
強
化
す
る
。

４
�
雇
用
創
出
の
実
現

我
が
国
の
将
来
的
な
経
済
成
長
、
国
民

生
活
の
向
上
、
産
業
競
争
力
の
強
化
、
地

域
の
活
性
化
等
に
つ
な
が
る
分
野
、
と
り

わ
け
、
医
療
、
介
護
、
保
育
、
環
境
、
農

業
、
林
業
等
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
分
野

に
お
い
て
、
雇
用
の
受
け
皿
を
確
保
す
る

た
め
雇
用
創
出
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
の

労
使
を
含
め
関
係
者
が
協
力
し
て
、「
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
」、「
緊
急

雇
用
創
出
事
業
」
や
、
地
方
交
付
税
の
活

用
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
主
体
的
な

取
組
み
を
着
実
に
進
め
る
。

経
営
側
は
、
個
々
の
企
業
の
実
情
に
応

じ
、
新
事
業
の
開
始
や
事
業
転
換
等
に
努

め
る
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
必
要
な
支
援
に

努
め
る
。

労
働
側
は
、
新
た
な
事
業
分
野
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
労
働
市
場
の
実
態
を

踏
ま
え
た
適
切
な
職
業
選
択
を
行
う
。
ま

た
、「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
」

に
つ
い
て
、
必
要
な
支
援
に
努
め
る
。

政
府
は
、
財
政
出
動
に
よ
る
需
要
喚
起

を
は
じ
め
、産
業
政
策
、中
小
企
業
政
策
等

の
施
策
を
総
動
員
し
、今
後
成
長
が
見
込
ま

れ
る
重
点
分
野
の
雇
用
創
出
を
図
る
。
ま

た
、「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
」

等
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
労
働
局
と
都
道

府
県
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
と
と
も

に
、関
係
省
庁
間
、関
係
者
で
協
力
し
、早

急
か
つ
、効
果
的
、効
率
的
な
実
施
を
図
る
。

特
に
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付

金
」
に
つ
い
て
は
、
労
使
が
必
要
な
拠
出

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
都
道
府
県
に

対
し
要
請
を
行
う
。

５
�
政
労
使
合
意
の
周
知
徹
底
等

政
府
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
日
本

商
工
会
議
所
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
及
び
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
は
、
こ

の
合
意
に
盛
り
込
ま
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
十
分
果
た
す
よ
う
最
大
限
の
努
力
を

傾
注
す
る
と
と
も
に
、
こ
の「
雇
用
安
定
・

創
出
の
実
現
に
向
け
た
政
労
使
合
意
」
を

個
々
の
企
業
の
労
使
に
周
知
徹
底
し
、
こ

の
中
の
労
使
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
、
そ
の
適
切
な
実
施
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
働
き
か
け
を
行
う
。

な
お
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
は
、

生
産
性
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
労
働
者
が

仕
事
と
生
活
に
お
い
て
生
き
が
い
、
喜
び

を
享
受
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
平
成

１９
年
１２
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
仕
事

と
生
活
の
調
和
憲
章
」
及
び
「
仕
事
と
生

活
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」
に

基
づ
き
、
政
労
使
が
一
体
と
な
っ
て
、
着

実
な
取
組
み
を
進
め
る
。

２
０
０
９
年
春
季
労
使
交
渉
・
大

手
企
業
業
種
別
回
答
状
況
（
第
１

回
集
計
）

―
５１
社
平
均
５
８
１
５
円
、
ア
ッ

プ
率
１
・
７７
％

日
本
経
団
連
は
３
月
３１
日
、
２
０
０
９

年
春
季
労
使
交
渉
の
大
手
企
業
業
種
別
回

答
状
況
（
加
重
平
均
）
の
第
１
回
集
計
を

発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
調
査
対
象
（
２１
業
種

２
５
３
社
）
の
約
半
数
（
５１
・
４
％
）
に

当
た
る
１
３
０
社
で
回
答
（
了
承
・
妥
結

を
含
む
）
が
示
さ
れ
、
平
均
額
が
わ
か
っ

て
い
る
５１
社
の
平
均
額
は
５
８
１
５
円
、

ア
ッ
プ
率
は
１
・
７７
％
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

昨
年
の
第
１
回
集
計
結
果
（
５０
社
６
３

２
２
円
、
１
・
９１
％
）
と
比
べ
る
と
、
金

額
で
５
０
７
円
、
率
で
０
・
１４
ポ
イ
ン
ト

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

ま
た
業
種
別
で
は
、
製
造
業
４５
社
の
平

均
額
は
５
６
９
５
円
、
ア
ッ
プ
率
は
１
・

７４
％
で
、
昨
年
の
第
１
回
集
計
（
６
１
３

２
円
、
１
・
８６
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額

で
４
３
７
円
、
率
で
０
・
１２
ポ
イ
ン
ト
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
非
製
造
業
６
社
の

平
均
額
は
６
１
６
５
円
、ア
ッ
プ
率
は
１
・

８４
％
で
、
昨
年
の
第
１
回
集
計
（
７
１
５

２
円
、
２
・
１４
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額

で
９
８
７
円
、
率
で
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

同
集
計
は
今
後
、
適
宜
、
中
間
集
計
を

発
表
し
、
６
月
上
旬
に
最
終
集
計
を
取
り

ま
と
め
る
予
定
。

「
２
０
０
８
年
９
月
度
退
職
金
・

年
金
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
」

を
発
表

―
定
年
退
職
者
（
６０
歳
）
の
退
職

金
は
２
４
１
７
万
円

日
本
経
団
連
は
３
月
３１
日
、
隔
年
で
実

施
し
て
い
る
「
退
職
金
・
年
金
に
関
す
る

実
態
調
査
」
の
２
０
０
８
年
９
月
度
の
調

査
結
果
を
発
表
し
た
。
調
査
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
�
標
準
者
退
職
金
は
５５
歳
・
会
社
都

合
退
職
時
で
２
２
３
２
万
円
、
６０
歳
・
定

年
退
職
時
で
２
４
１
７
万
円
�
退
職
金
基

礎
額
と
賃
上
げ
額
の
関
係
に
つ
い
て
、「
別

建
て
」
と
す
る
企
業
が
７１
・
５
％
（
う
ち

７９
・
８
％
が
ポ
イ
ン
ト
制
導
入
）
�
現
行

退
職
給
付
制
度
の
形
態
に
つ
い
て
、
退
職

一
時
金
と
年
金
を
併
用
す
る
企
業
が
７１
・

３
％
�
適
格
年
金
廃
止
（
２
０
１
２
年
３

月
末
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、「
ま
だ
対

応
が
済
ん
で
い
な
い
」
と
す
る
企
業
が
４

割
弱
（
３９
・
２
％
）

な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
同
調
査
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
標
準
者
退
職
金
―
会
社
都
合

標
準
者
（
学
校
卒
業
後
直
ち
に
入
社
し
、

標
準
的
に
昇
進
・
昇
格
し
た
者
）
が
５５
歳

で
会
社
都
合
退
職
を
し
た
場
合
の
退
職
金

は
、
管
理
・
事
務
・
技
術
労
働
者
・
総
合

職
・
大
学
卒
で
は
２
２
３
２
万
円
、
同
高

校
卒
で
は
２
１
１
０
万
円
、
生
産
・
現
業

労
働
者
・
高
校
卒
で
は
１
９
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

２
�
定
年
退
職
者
の
退
職
金

標
準
者
が
６０
歳
で
定
年
退
職
し
た
場
合

の
退
職
金
は
、
管
理
・
事
務
・
技
術
労
働

者
・
大
学
卒
で
は
２
４
１
７
万
円
、
同
高

校
卒
で
は
２
３
０
３
万
円
、
生
産
・
現
業

労
働
者
・
高
校
卒
で
は
１
８
８
６
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

３
�
賃
上
げ
額
と
退
職
金
算
定
基
礎
額
と

の
関
係

賃
上
げ
額
が
退
職
金
算
定
基
礎
額
に
ど

の
よ
う
に
は
ね
返
っ
て
い
る
か
を
み
る
と
、

「
賃
上
げ
額
と
は
関
係
な
く
別
建
て
」
が

７
割
超
（
７１
・
５
％
）
で
最
も
多
く
、「
賃

上
げ
額
の
一
部
が
基
礎
額
に
は
ね
返
る
」

「
賃
上
げ
額
が
全
額
基
礎
額
に
は
ね
返

る
」
が
と
も
に
１２
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
賃
上
げ
額
と
は
関
係
な
く
別
建

て
」
と
回
答
し
た
企
業
の
う
ち
、
職
能
等

級
や
勤
続
年
数
な
ど
を
点
数
に
置
き
換
え

―４０―



て
退
職
金
を
算
定
す
る
「
ポ
イ
ン
ト
方

式
」
が
８
割
弱
（
７９
・
８
％
）
を
占
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
賃
金
表
と
は
別
に
退
職
金
算

定
基
礎
額
表
を
設
け
る
「
別
テ
ー
ブ
ル
方

式
」
が
１２
・
０
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

４
�
退
職
金
給
付
制
度
の
形
態

「
退
職
一
時
金
制
度
と
退
職
年
金
制
度

の
併
用
」
が
７１
・
３
％
で
最
も
多
く
、
次

い
で
、「
退
職
年
金
制
度
の
み
」
が
１４
・

２
％
、「
退
職
一
時
金
制
度
の
み
」
が
１２
・

３
％
と
な
っ
て
い
る
。

退
職
年
金
制
度
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

「
確
定
給
付
企
業
年
金
（
基
金
型
・
規
約

型
）」が
５６
・
１
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「
確
定
拠
出
企
業
年
金
」
が
３５
・
０
％
、

「
適
格
年
金
」
が
３２
・
１
％
、「
厚
生
年

金
基
金
」
が
１１
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

５
�
適
格
年
金
廃
止
へ
の
対
応

２
０
１
２
年
３
月
末
に
予
定
さ
れ
て
い

る
適
格
年
金
廃
止
に
つ
い
て
は
、
６
割
を

超
え
る
（
６０
・
８
％
）
企
業
が
「
す
で
に

対
応
済
み
」と
す
る
一
方
、
４
割
弱（
３９
・

２
％
）
の
企
業
が
「
ま
だ
対
応
が
済
ん
で

い
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
す
で
に
対
応
済
み
」
と
し

た
企
業
の
対
応
内
容
に
つ
い
て
は
、「
確

定
給
付
企
業
年
金
（
規
約
型
）」へ
の
移
行

が
４１
・
５
％
、「
確
定
拠
出
型
企
業
年
金
」

が
３９
・
４
％
、「
確
定
給
付
企
業
年
金
（
基

金
型
）」が
１４
・
９
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

「
退
職
金
・
年
金
に
関
す
る
実
態
調
査
」

は
、
退
職
金
・
年
金
の
実
態
と
退
職
金
水

準
の
動
向
を
把
握
し
、
退
職
給
付
制
度
見

直
し
の
際
の
参
考
資
料
と
す
る
た
め
、
１

９
７
３
年
か
ら
隔
年
で
実
施
し
て
い
る
も

の
。
今
回
の
２
０
０
８
年
９
月
度
調
査
は
、

日
本
経
団
連
企
業
会
員
と
東
京
経
営
者
協

会
会
員
会
社
２
０
１
９
社
を
対
象
に
実
施
、

２
６
５
社
か
ら
回
答
を
得
た
（
有
効
回
答

率
１３
・
１
％
）。

官
民
連
携
を
梃
子
に
国
際
協
力
の

戦
略
的
・
機
動
的
展
開
求
め
提
言

―
世
界
同
時
不
況
へ
の
対
応
な
ど
、

麻
生
首
相
ら
政
府
首
脳
に
建
議

／
ア
ジ
ア
の
成
長
戦
略
に
関
す

る
懇
談
会
開
催

日
本
経
団
連
は
４
月
８
日
、
東
ア
ジ
ア

の
成
長
戦
略
に
関
す
る
日
本
政
府
首
脳
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
、
国
際
協
力
委
員
会

（
槍
田
松
瑩
委
員
長
、
矢
野
薫
共
同
委
員

長
）
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
た
提
言
「
官

民
連
携
を
梃
子
に
国
際
協
力
の
戦
略
的
・

機
動
的
な
展
開
を
求
め
る
」
を
麻
生
太
郎

総
理
大
臣
な
ら
び
に
二
階
俊
博
経
済
産
業

大
臣
、
伊
藤
信
太
郎
外
務
副
大
臣
ほ
か
政

府
首
脳
に
建
議
し
た
。
同
提
言
の
概
要
は

次
の
と
お
り
。

問
題
意
識

世
界
同
時
不
況
の
中
、
国
際
協
力
の
当

面
の
課
題
は
新
興
国
や
開
発
途
上
国
で
の

流
動
性
供
給
と
、
併
せ
て
急
速
に
収
縮
す

る
先
進
国
市
場
の
需
要
を
補
う
た
め
の
有

効
需
要
の
拡
大
で
あ
る
。
わ
が
国
と
し
て

は
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

東
ア
ジ
ア
地
域
内
に
有
効
需
要
を
創
造
す

べ
く
、
官
民
連
携
を
梃
子
に
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
活
用
し
て
、
国
境
を
越

え
る
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
や
社
会
的
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
支
援
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

ま
た
、
近
年
、
日
本
政
府
は
第
４
回
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
４
）
な

ど
一
連
の
国
際
会
議
に
お
い
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
等

の
国
際
協
力
の
拡
大
に
つ
い
て
公
約
を
行

っ
て
お
り
、
国
際
的
に
も
高
い
期
待
と
評

価
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
公
約
を
着
実

に
履
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予

算
の
拡
充
と
と
も
に
、
官
民
連
携
の
推
進
、

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
機
能
拡

充
等
が
不
可
欠
で
あ
る
。
提
言
に
お
け
る

具
体
的
要
望
は
次
の
と
お
り
。

世
界
同
時
不
況
へ
の
対
応

現
下
の
経
済
情
勢
へ
の
対
応
と
し
て
、

ま
ず
、
流
動
性
の
供
給
と
即
効
性
の
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
国
際

協
力
銀
行
と
日
本
貿
易
保
険
に
よ
る
日
本

企
業
の
現
地
法
人
や
海
外
事
業
に
対
す
る

支
援
の
量
的
拡
大
と
期
限
の
延
長
、
円
借

款
に
比
べ
て
実
行
が
早
い
無
償
資
金
協
力

の
枠
の
拡
充
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
増
強
な

ど
即
効
性
の
あ
る
案
件
へ
の
充
当
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

次
に
、
有
効
需
要
を
拡
大
す
る
具
体
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
メ
コ
ン
河
流

域
や
イ
ン
ド
亜
大
陸
を
含
む
包
括
的
開
発

計
画
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
産
業
大
動
脈
構
想

な
ど
、
国
境
を
越
え
た
広
域
イ
ン
フ
ラ
開

発
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
�
エ
リ

ア
）
を
活
用
し
た
域
内
の
社
会
的
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
や
教
育
の
拡
充
を
求

め
て
い
る
。
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
整
備
等
は
、
低
所
得
者
層
の
底
上
げ
や

域
内
格
差
の
縮
小
を
進
め
、
中
長
期
的
に

域
内
の
消
費
拡
大
に
貢
献
す
る
も
の
と
期

待
で
き
る
。
な
お
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
拡
充

に
関
連
し
て
、
納
税
者
の
理
解
を
得
る
た

め
の
積
極
的
な
広
報
が
必
要
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。

官
民
連
携
の
推
進

官
民
連
携
で
は
民
間
企
業
の
資
源
開
発

等
、
開
発
効
果
の
高
い
事
業
権
の
取
得
と

そ
の
周
辺
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
供
与
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
制
度
の
構

築
を
要
望
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
被
援
助

国
政
府
を
含
む
官
民
関
係
者
間
で
情
報
を

共
有
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
が
全

体
工
程
表
を
設
定
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
案
件
形
成
に
お
い
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を

民
間
投
資
と
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
制

度
の
創
設
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
公

的
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
事
業
と
し
て
成
り

立
た
せ
る
た
め
、
事
業
採
算
性
支
援
措
置

（
バ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
ギ
ャ
ッ
プ
・
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
）
を
創
設
す
べ
き
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
早
期
実
現
の
た
め
試
験
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
先
行
的
に
実
施
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

新
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
機
能
拡
充

昨
年
１０
月
１
日
に
発
足
し
た
新
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
に
つ
い
て
は
、
金
融
危
機
や
資
源
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
で
、
リ
ス
ク
負
担
で

の
政
府
の
役
割
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
海
外
投
融
資
の
再
開
が
不
可
欠
で
あ

る
と
提
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
円
借
款
を

迅
速
化
す
る
た
め
に
、
被
援
助
国
に
お
け

る
円
借
款
手
続
き
の
迅
速
化
支
援
や
複
数

事
業
に
対
す
る
融
資
枠
の
設
定
を
要
望
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
（
本
邦
技
術

活
用
条
件
）
円
借
款
の
拡
充
の
た
め
、
適

用
対
象
分
野
の
拡
大
に
向
け
た
試
験
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
実
施
す
べ
き
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
最
後
に
、
わ
が
国
民

間
企
業
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
離
れ
が
ま
す
ま
す
顕
著

と
な
っ
て
い
る
中
、
個
別
案
件
の
大
型
化

や
民
間
の
負
担
す
る
リ
ス
ク
の
軽
減
を
通

じ
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
る

べ
き
で
あ
る
と
要
望
し
て
い
る
。

国
際
機
関
と
わ
が
国
民
間
企
業
の
連
携
促

進
日
本
が
国
際
機
関
に
拠
出
し
て
い
る
基

金
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
案
件
選
定

過
程
に
日
本
企
業
が
競
争
力
を
有
す
る
分

野
が
適
切
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
日
本

政
府
が
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
広
域
イ
ン
フ

ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な
実
施
の
た
め

に
は
、
世
界
銀
行
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
、

さ
ら
に
は
、
日
本
政
府
の
提
案
で
昨
年
立

ち
上
げ
ら
れ
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

等
の
国
際
機
関
を
活
用
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。

「
安
全
・
安
心
な
住
生
活
と
内
需
拡

大
の
実
現
に
向
け
た
緊
急
提
言
」

公
表

―
住
宅
の
省
エ
ネ
化
促
進
な
ど
、５

項
目
の
住
宅
投
資
支
援
策
示
す

日
本
経
団
連
は
４
月
６
日
、「
安
全
・

安
心
な
住
生
活
と
内
需
拡
大
の
実
現
に
向

け
た
緊
急
提
言
」
を
公
表
し
た
。
わ
が
国

の
景
気
回
復
を
内
需
主
導
で
進
め
て
い
く

中
で
、
経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
住
宅
投

資
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
柱
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
昨
年
１０
月
以
降
、
金
融
不
安

や
雇
用
情
勢
の
悪
化
等
の
影
響
に
よ
り
、

住
宅
投
資
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

直
近
で
も
２
月
の
新
設
住
宅
着
工
件
数
は

季
節
調
整
済
年
率
換
算
値
で
８６
万
６
千
戸

と
、
建
築
基
準
法
改
正
の
影
響
が
出
た
２

０
０
７
年
の
１
０
３
万
戸
を
大
き
く
下
回

っ
て
お
り
、
住
宅
投
資
の
活
性
化
の
た
め

に
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
支
援
措
置
が

必
要
な
状
況
に
あ
る
。

３
月
３１
日
に
、
麻
生
首
相
が
平
成
２１
年

度
補
正
予
算
の
編
成
を
正
式
に
指
示
し
た

の
を
受
け
、
政
府
・
与
党
に
お
い
て
検
討

が
行
わ
れ
、
１０
日
、「
経
済
危
機
対
策
」

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
府
・
与

党
の
動
き
を
に
ら
み
、
日
本
経
団
連
と
し

て
も
、
今
回
の
追
加
経
済
対
策
の
中
に
住

宅
投
資
に
対
す
る
さ
ら
に
思
い
切
っ
た
支

援
策
を
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

急
遽
、
提
言
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

具
体
的
に
は
、
�
住
宅
の
省
エ
ネ
化
の

促
進
�
住
宅
の
耐
震
化
の
促
進
�
長
期
優

良
住
宅
の
普
及
促
進
�
住
宅
購
入
者
の
資

金
調
達
の
円
滑
化
�
住
宅
産
業
の
事
業
環

境
の
改
善

の
５
項
目
を
掲
げ
た
。

省
エ
ネ
化
の
観
点
か
ら
は
、
省
エ
ネ
住

宅
の
建
設
や
改
修
に
対
す
る
補
助
制
度
の

創
設
と
と
も
に
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
や
エ
コ

ジ
ョ
ー
ズ
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
、
燃
料
電
池
、

太
陽
光
発
電
に
対
す
る
補
助
金
の
拡
充
と

十
分
な
予
算
枠
の
確
保
を
要
望
し
た
。
耐

震
化
の
観
点
か
ら
は
、
旧
耐
震
建
物
の
建

て
替
え
の
際
の
解
体
費
の
補
助
制
度
の
創

設
を
要
望
し
た
。
わ
が
国
の
住
宅
ス
ト
ッ

ク
約
４
７
０
０
万
戸
の
う
ち
、
２５
％
に
当

た
る
約
１
１
５
０
万
戸
は
耐
震
性
が
不
十

分
な
住
宅
で
あ
り
、
国
民
生
活
の
安
全
・

安
心
の
観
点
か
ら
も
早
急
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
促
進
の

―４１―



観
点
か
ら
は
、
今
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た

投
資
減
税
の
最
大
控
除
額
の
拡
大
を
要
望

し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
金
融
資
産
を
子

や
孫
の
住
宅
取
得
に
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
住
宅
取
得
に
関
す
る
贈
与
税
の

非
課
税
枠
の
拡
大
を
要
望
し
た
ほ
か
、
住

宅
ロ
ー
ン
の
供
給
円
滑
化
の
た
め
の
措
置
、

市
街
地
環
境
の
整
備
を
行
う
事
業
者
に
対

す
る
補
助
制
度
の
拡
充
な
ど
を
実
施
す
る

よ
う
要
望
し
た
。

そ
の
結
果
、今
般
の「
経
済
危
機
対
策
」

に
、
住
宅
の
省
エ
ネ
化
・
長
寿
命
化
、
耐

震
化
の
促
進
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
よ

る
住
宅
融
資
保
険
制
度
の
充
実
、
フ
ラ
ッ

ト
３５
の
融
資
率
の
引
き
上
げ
、
ま
ち
づ
く

り
融
資
の
拡
充
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

特
に
、
住
宅
取
得
資
金
に
関
し
５
０
０
万

円
の
贈
与
税
非
課
税
枠
が
認
め
ら
れ
、
既

存
の
１
１
０
万
円
の
贈
与
税
基
礎
控
除
ま

た
は
３
５
０
０
万
円
の
相
続
時
精
算
課
税

制
度
の
非
課
税
枠
と
併
せ
て
活
用
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
。

日
・
Ｅ
Ｕ
経
済
統
合
の
実
現
へ

―
日
・
Ｅ
Ｕ

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
関
す
る

第
二
次
提
言
公
表

日
本
経
団
連
は
４
月
１４
日
、「
日
・
Ｅ

Ｕ
経
済
統
合
の
実
現
を
目
指
し
て
―
日
・

Ｅ
Ｕ

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
関
す
る
第
二
次
提
言
」

を
公
表
し
た
。
同
提
言
の
概
要
は
次
の
と

お
り
。

経
済
統
合
へ
新
た
な
枠
組
み
な
ど
を
示
す

基
本
的
な
認
識

日
本
に
と
っ
て
Ｅ
Ｕ
は
、
米
国
、
中
国

に
次
ぐ
輸
出
先
、
米
国
に
次
ぐ
投
資
先
で

あ
り
、
基
本
的
な
価
値
観
を
共
有
す
る
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
そ
の
Ｅ
Ｕ
と

の
経
済
関
係
を
支
え
、
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
法
制
的
な
基
盤
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

２
年
前
に
Ｅ
Ｕ
が
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
自
由
貿
易
協
定
）
交
渉
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
市
場
を
め
ぐ

る
競
争
に
お
い
て
、
わ
が
国
企
業
が
韓
国

企
業
に
比
べ
て
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
る

と
の
懸
念
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
渉

開
始
直
後
に
提
言
「
日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協

定
に
関
す
る
共
同
研
究
の
開
始
を
求
め

る
」（
２
０
０
７
年
６
月
１２
日
）
を
取
り

ま
と
め
、
公
表
し
た
。

前
回
提
言
後
の
状
況

Ｅ
Ｕ
と
韓
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
つ
い
て

は
、
４
月
初
め
の
閣
僚
会
合
で
は
決
着
が

つ
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
事
務
レ
ベ
ル
で

は
暫
定
合
意
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
晩
妥
結
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

な
る
と
、
わ
が
国
企
業
は
競
争
上
不
利
な

状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
金
融
・
経
済
危
機
を
背
景
に
保

護
主
義
の
圧
力
が
高
ま
る
中
、
二
国
間
・

地
域
間
で
自
由
で
安
定
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
難
航
し
て
い
る

Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
の
推
進
に
も
寄

与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
Ｅ
Ｕ

を
は
じ
め
各
国
は
、
他
国
と
の
制
度
・
ル

ー
ル
の
調
和
等
に
よ
る
経
済
統
合
を
通
じ

て
競
争
力
や
成
長
力
の
強
化
を
目
指
し
て

い
る
。
以
上
か
ら
、
わ
が
国
と
し
て
も
、

Ｅ
Ｕ
と
の
間
で
制
度
・
ル
ー
ル
の
調
和
に

ま
で
踏
み
込
ん
だ
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
結
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
経
済
統
合
を
目
指
す
必
要
性
が
、

こ
の
２
年
間
で
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

経
済
統
合
の
た
め
の
新
た
な
枠
組
み

以
上
の
よ
う
な
現
状
認
識
に
基
づ
き
、

経
済
統
合
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な

要
素
を
、
�
経
済
関
係
を
包
括
的
に
カ
バ

ー
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
�
高
い
水
準
の

自
由
化
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
�

安
定
的
な
事
業
環
境
を
実
現
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
�
第
三
国
と
の
経
済
関
係
強
化

に
も
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
�
日
・

Ｅ
Ｕ
双
方
の
構
造
改
革
を
促
進
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
�
政
治
・
文
化
面
の
関
係
強

化
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

の
６
点
に
整
理
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
至

る
に
は
、
Ｅ
Ｕ
産
業
界
の
一
部
に
根
強
い
、

関
税
撤
廃
・
削
減
へ
の
反
対
を
乗
り
越
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
厳
し
い
経
済
情
勢

の
中
、
Ｅ
Ｕ
側
を
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着

か
せ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
Ｅ
Ｕ
側

の
関
心
事
項
で
あ
る
関
税
以
外
の
障
壁
の

引
き
下
げ
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

Ｅ
Ｕ
側
の
関
心
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

経
済
統
合
の
実
現
に
向
け
た
規
制
面
の
協

力
そ
こ
で
、
関
税
以
外
の
障
壁
を
引
き
下

げ
る
た
め
、
日
・
Ｅ
Ｕ
が
共
同
し
て
取
り

組
む
べ
き
規
制
面
の
協
力
事
項
を
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
資
本
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
よ
り
自

由
な
移
動
と
い
う
視
点
か
ら
提
言
し
た
。

ま
ず
、
ヒ
ト
に
つ
い
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
・

パ
ー
ソ
ン
の
移
動
の
円
滑
化
を
目
指
し
て

は
ど
う
か
と
提
言
し
て
い
る
。
モ
ノ
に
つ

い
て
は
規
格
・
基
準
の
調
和
な
ど
技
術
的

貿
易
障
壁
の
引
き
下
げ
、
な
ら
び
に
標
準

化
を
通
じ
た
技
術
の
普
及
な
ど
に
よ
る
障

壁
の
引
下
げ
を
提
言
し
て
い
る
。
資
本
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
規
制
を

導
入
す
る
場
合
な
ど
に
は
早
期
に
意
見
照

会
を
行
う
、
あ
る
い
は
法
案
段
階
で
通
報

す
る
な
ど
透
明
性
を
確
保
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
情
報
・
知
識
に
つ
い
て
は
特
許

の
相
互
承
認
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
加
え
、
Ｅ
Ｕ
側
の
関
心
の
高
い
政

府
調
達
に
関
し
て
情
報
入
手
の
容
易
化
な

ど
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

経
済
統
合
の
実
現
に
向
け
た
協
力
の
推
進

体
制最

後
に
、
経
済
統
合
の
実
現
に
向
け
た

協
力
の
推
進
体
制
と
し
て
、
首
脳
間
で
協

力
分
野
や
作
業
工
程
に
合
意
し
た
後
、
双

方
の
閣
僚
が
主
宰
す
る
協
議
体
で
、
そ
れ

を
管
理
・
推
進
し
、
そ
の
報
告
に
基
づ
き

首
脳
間
で
具
体
的
な
措
置
を
決
定
す
べ
き

と
し
て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
、

５
月
初
め
の
日
・
Ｅ
Ｕ
首
脳
協
議
に
お
い

て
、
新
た
な
枠
組
み
構
築
に
向
け
た
作
業

の
開
始
に
合
意
し
、
そ
の
上
で
遅
く
と
も

現
行
の
「
日
・
Ｅ
Ｕ
協
力
の
た
め
の
行
動

計
画
」
が
期
限
を
迎
え
る
２
０
１
０
年
末

を
目
途
に
新
た
な
枠
組
み
に
合
意
し
、
次

期
計
画
の
中
核
に
そ
れ
を
位
置
付
け
る
べ

き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

日
本
経
団
連
・
新
会
館
ほ
か
３
棟

が
合
同
で
竣
工
式

―
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
に
期
待
感

／
石
原
知
事
ら
が
祝
辞

日
本
経
団
連
は
、
大
手
町
一
丁
目
地
区

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
参
画
し
、

大
手
町
合
同
庁
舎
第
１
・
２
号
館
跡
地
に
、

２
０
０
７
年
４
月
か
ら
新
会
館
の
建
設
を

進
め
て
き
た
が
、
こ
の
４
月
１
日
完
成
・

引
渡
し
を
受
け
、
４
月
１０
日
、
地
権
者
、

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
合
同
で
３
棟
全
体
の
竣

工
式
を
執
り
行
っ
た
。
こ
の
再
開
発
は
、

東
京
・
大
手
町
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
と
し

て
再
生
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
の
都

市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
そ
の
第

一
陣
と
な
る
。

竣
工
式
で
は
ま
ず
、
地
権
者
、
事
業
パ

ー
ト
ナ
ー
、
設
計
・
施
工
会
社
の
代
表
者

ら
約
１
５
０
名
が
参
加
し
、
神
田
神
社
の

神
職
に
よ
り
神
事
が
粛
々
と
執
り
行
わ
れ

た
。引

き
続
き
開
催
さ
れ
た
竣
工
披
露
式
に

は
、
関
係
者
約
２
５
０
名
が
参
加
。
あ
い

さ
つ
し
た
田
中
清
日
本
経
団
連
専
務
理
事

は
、「
一
昨
年
の
４
月
に
着
工
以
来
、
２

年
と
い
う
短
い
工
期
だ
っ
た
が
本
日
、
無

事
に
竣
工
式
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
て
完
成
し
た
姿
を
見
る
と
、
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
と
し
て
大
手
町
に
お
け
る
新
し

い
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
大

規
模
な
国
際
会
議
場
や
ホ
ー
ル
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
を
備
え
て
お
り
、
他
に
例
の

な
い
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

建
築
に
あ
た
っ
て
は
、
防
災
面
を
一
層
強

化
す
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
お
り
、
今
後
の
再
開
発
の
モ
デ
ル

と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
も
ご
関
係
の
方
々

の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。
今
後
、
再
開
発
は
第
二
次
、

第
三
次
と
続
い
て
い
く
が
、
こ
の
大
手
町

が
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
国
内

外
か
ら
要
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
多
数
集

ま
り
、
活
気
に
あ
ふ
れ
る
街
に
な
る
よ
う
、

日
本
経
団
連
と
し
て
も
、
先
頭
に
立
っ
て

尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
東
京
都
知
事
の
石
原
慎
太
郎

氏
、
国
土
交
通
副
大
臣
の
金
子
恭
之
氏
、

千
代
田
区
長
の
石
川
雅
巳
氏
ら
が
祝
辞
を

述
べ
た
。
石
原
氏
は
、「
東
京
を
住
み
や

す
い
、
す
ば
ら
し
い
街
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
中
、
表
玄
関
で
あ
る
大
手

町
に
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
施
設
が
完

成
し
た
こ
と
は
、
東
京
の
将
来
に
と
っ
て

意
義
深
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
金
子
氏
は
、

「
昨
今
の
大
変
厳
し
い
経
済
情
勢
の
下
で
、

連
鎖
型
再
開
発
の
第
一
弾
と
し
て
、
大
手

町
地
区
を
高
い
国
際
競
争
力
を
備
え
た
ビ

ジ
ネ
ス
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る

こ
と
と
な
る
再
開
発
事
業
の
第
一
陣
が
竣

工
を
迎
え
た
こ
と
は
関
係
者
の
方
々
の
努

力
の
賜
物
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
石

川
氏
は
、「
こ
れ
か
ら
第
二
次
、
第
三
次

の
再
開
発
が
着
実
に
行
わ
れ
て
い
く
と
い

う
意
味
で
は
、
日
本
経
済
の
回
復
の
下
支

え
、
け
ん
引
役
に
な
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。今

回
の
再
開
発
は
０３
年
１
月
、
大
手
町

地
区
が
「
大
手
町
合
同
庁
舎
跡
地
の
戦
略

的
活
用
に
よ
る
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
の
再

生
」
と
し
て
、
国
の
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
指
定
さ
れ
、
国
有
地
を
種
地
と
し

て
、
区
画
整
理
事
業
と
法
定
再
開
発
事
業

を
組
み
合
わ
せ
た
、
わ
が
国
初
の
大
規
模

な
連
鎖
型
再
開
発
で
あ
り
、
経
団
連
会
館
、

Ｊ
Ａ
ビ
ル
、
日
経
ビ
ル
の
３
棟
か
ら
な
る
。

新
会
館
は
日
比
谷
通
り
に
面
し
、
地
上
２３

階
・
地
下
４
階
建
て
。
新
会
館
の
２
階
か

ら
５
階
は
国
際
会
議
場
や
経
団
連
ホ
ー
ル

な
ど
各
種
の
会
議
場
を
備
え
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
会
議
場
は
５
月
８
日
に
営
業
を
開

始
す
る
。

―４２―
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四
月
二
三
日
知
事
公
館
に
上
田
知
事
、

苧
谷
労
働
局
長
、
片
山
連
合
埼
玉
会
長
、

利
根
本
会
会
長
ら
が
集
ま
り
、
県
、
埼

玉
労
働
局
、
連
合
埼
玉
、
本
会
を
含
む

経
済
団
体
六
団
体
の
九
者
が
、
雇
用
情

勢
の
悪
化
へ
の
対
応
策
と
し
て
「
緊
急

雇
用
対
策
に
関
す
る
合
意
書
」
に
署
名
。

関
連
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
総
力
を
あ

げ
て
雇
用
対
策
に
対
応
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
�
写
真
�
。

合
意
し
た
内
容
は
�
雇
用
の
維
持
・

確
保
�
雇
用
の
創
出
・
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

解
消
�
労
働
関
係
法
令
の
順
守
�
合
意

内
容
の
周
知
の
徹
底
―
の
四
点
。

県
と
労
働
局
は
「
埼
玉
緊
急
雇
用
対

策
本
部
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
雇
用
維

持
の
た
め
の
各
種
施
策
を
実
施
し
て
き

た
が
、
六
月
ま
で
に
県
内
で
解
雇
や
雇

い
止
め
な
ど
で
職
を
失
う
非
正
規
労
働

者
が
４
２
０
０
人
見
込
ま
れ
、
正
規
労

働
者
の
雇
用
調
整
の
動
き
も
あ
る

な
ど
、
雇
用
情
勢
は
依
然
不
安
定
。

企
業
が
残
業
の
削
減
や
休
業
を
行

う
場
合
の
合
意
形
成
、
新
製
品
や

新
技
術
の
開
発
な
ど
企
業
の
技
術

革
新
を
支
援
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
も
指
摘
し
て
い
る
。

署
名
式
で
は
経
済
団
体
を
代
表

し
て
本
会
の
利
根
忠
博
会
長
は

「
雇
用
の
創
出
は
企
業
の
社
会
的

責
任
。
問
題
意
識
を
共
有
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
せ
る
意
味
は

大
き
い
。
会
員
企
業
と
一
層
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

三
月
一
六
日
〜
五
月
一
五
日

�青
�
青
年
経
営
者
部
会

◆
三
・
一
八

第
二
二
回
生
き
生
き
職

場
体
験
交
流
の
集
い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
三
・
二
六

税
務
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二

新
入
社
員
研
修
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
三

会
計
監
査
（
事
務
局
会

議
室
）

◆
四
・
一
七

�青
四
月
例
会
（
山
屋
）

◆
四
・
二
五

正
・
副
会
長
会
議
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）・
理
事
会
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）・
懇
親
会
（
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
五
・
一
二

定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）

恒
例
と
な
っ
て
い
る
新
入
社
員
の
ネ
ー

ム
が
「
エ
コ
バ
ッ
ク
型
」
と
発
表
さ
れ
た
。

環
境
問
題
（
エ
コ
）
に
関
心

が
強
く
、
節
約
志
向
（
エ
コ
）

で
無
駄
を
嫌
う
傾
向
が
あ
り
、

折
り
目
正
し
い
。
小
さ
く
た
た

め
て
便
利
だ
が
、
使
う
と
き
に

は
大
き
く
広
げ
る（
育
成
す
る
）

必
要
が
あ
る
。
酷
使
す
る
と
長

持
ち
し
な
い
（
早
期
離
職
）
が
、

意
外
に
耐
久
性
に
優
れ
た
面
も

あ
り
、
活
用
次
第
で
有
用
と
な

る
だ
ろ
う
。
早
く
消
費
を
上
向

か
せ
、
エ
コ
バ
ッ
ク
を
活
用
す

る
機
会
を
増
や
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
と
の
意
。

今
年
も
新
入
社
員
研
修
に
出

講
し
た
が
、
い
く
つ
か
気
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

先
ず
は
「
個
人
情
報
保
護
法
」
と
の
関

係
で
、
参
加
者
の
学
歴
な
ど
が
不
明
な
た

め
に
的
確
な
レ
ベ
ル
に
合
せ
た
研
修
が
出

来
な
か
っ
た
。

次
に
は
、
二
日
間
コ
ー
ス
で
実
施
し
た

が
圧
倒
的
集
客
を
呼
ん
だ
の
は
一
日
コ
ー

ス
で
あ
っ
た
。
人
生
の
大
き
な
過
渡
期
を

迎
え
る
こ
の
時
期
に
徹
底
し
た
研
修
、
特

に
�
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
付
き
考
え
る

こ
と
の
重
要
性
�
何
故
？
の
気
持
ち
�
を

も
つ
こ
と
を
教
え
た
か
っ
た
の
だ
が
…
。

こ
れ
は
企
業
サ
イ
ド
か
ら
の
要
望
が
一

日
コ
ー
ス
に
多
く
、�
研
修
に
参
加
さ
せ

た
実
績
の
み
を
重
視
し
、
内
容
な
ど
は
度

外
視
す
る
�
と
の
傾
向
が
強
か
っ
た
ら
し

い
。ま

た
、
自
社
の
大
切
な
人
材
を
研
修
に

ま
っ
た
く
他
人
任
せ
で
参
加
さ
せ
て
引
率

者
は
皆
無
だ
っ
た
。
企
業
で
は
「
会
社
の

宝
は
人
材
で
あ
る
」
な
ど
と
唱

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

研
修
内
容
と
今
後
の
人
材
育
成

と
の
結
び
付
け
を
検
討
す
る
上

で
は
重
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
。さ

て
、
新
入
社
員
自
身
に
つ

い
て
は
や
は
り
�
積
極
性
の
欠

如
�
が
気
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

例
年
同
様
で
あ
る
が
、�
個
性

が
み
ら
れ
な
い
�
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
質
問
を
休
憩
時
間
な
ど

に
受
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ

の
内
容
は
実
に
幼
稚
で
も
あ
っ

た
。し

か
し
、�
真
面
目
で
素
直

さ
�
は
十
分
持
ち
合
せ
て
い
る

の
で
、
今
後
の
企
業
教
育
次
第

と
も
い
え
る
。
そ
の
反
面
�
言
わ
れ
た
こ

と
を
す
べ
て
信
用
す
る
�
と
い
う
危
険
性

も
存
在
す
る
の
で
、
先
述
し
た
「
気
付
き

考
え
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
是
非
と
も
教

え
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

約
八
二
万
人
の
新
入
社
員
が
誕
生
し
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、「
企
業
の
将
来

を
担
う
素
晴
ら
し
い
人
材
」
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
。

事
業
だ
よ
り

第１６９回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

本本
会会
がが
緊緊
急急
雇雇
用用
対対
策策
でで
合合
意意

県
、埼
玉
労
働
局
、連
合
埼
玉
、経
済
団
体
ら
と

挨
拶
す
る
利
根
忠
博
本
会
会
長

―４３―



★
第
５
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

日
時

６
月
４
日
�
８
時
３５
分

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
１８
Ｈ
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
ー

★
第
２７
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場

管
理
担
当
者
養
成
講
座

日
時

６
月
１０
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０２
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管

理
部
門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
働
管
理

の
基
本
知
識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
２
講

日
時

６
月
１７
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管

理
部
門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
働
管
理

の
基
本
知
識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
３
講

日
時

６
月
２４
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管

理
部
門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
働
管
理

の
基
本
知
識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
４
講

日
時

７
月
１
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管

理
部
門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
働
管
理

の
基
本
知
識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

新

弘
江
氏

★
第
３７
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

日
時

７
月
５
日
�
９
時
〜

会
場

北
本
市
解
脱
錬
心
舘

内
容

個
人
戦
（
男
女
別
）、
団
体
戦

審
判

	
埼
玉
県
剣
道
連
盟
及
び
同
北
部
支
部

★
第
３０
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
１
回
集
合
研
修

日
時

７
月
２７
日


９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

★
同
右
第
２
回
集
合
研
修

日
時

８
月
２４
日


９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２
研
修
室

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
埼
玉
病
院

理
事
長
院
長

橋
本

定
寛

川
越
市
西
小
仙
波
町
一
―
八
―
三

電
話
〇
四
九
―
二
二
四
―
五
九
一
一

（
資
）
五
百
万
円

（
従
）
七
五
名

病
院

日
本
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
�

代
表
取
締
役

佐
藤

正
雄

熊
谷
市
久
保
島
六
三
四

電
話
〇
四
八
―
五
三
二
―
五
四
一
五

（
資
）
一
億
円

（
従
）
二
〇
〇
名

各
種
ポ
ン
プ
、
油
圧
モ
ー
タ
、
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
の
製
造
販
売

�
マ
ス
ダ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

増
田

文
治

所
沢
市
小
手
指
元
町
一
―
二
七
―
二
〇

電
話
〇
四
―
二
九
四
八
―
〇
一
六
一

（
資
）
一
億
二
千
万
円

（
従
）
二
一
七
名

製
造
業
（
製
菓
機
械
、
菓
子
）

〈
代
表
者
変
更
〉

サ
イ
デ
ン
化
学
�
浦
和
工
場

代
表
取
締
役
社
長

籠
島

嘉
�
（
旧

田
中

治
）

大
正
製
薬
�
大
宮
工
場

理
事
生
産
本
部
長

牧

亨
（
旧

野
崎

征
彦
）

日
清
紡
績
�
川
越
事
業
所

事
業
所
長

大
武

寛
明
（
旧

藤
森

亮
）

本
田
技
研
工
業
�
埼
玉
製
作
所

執
行
役
員
埼
玉
製
作
所
長

片
山

行
（
旧

山
本

卓
志
）

〈
社
名
変
更
〉

�
川
金
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
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14 : 30 開場 15 : 00 開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 大ホール

▲

会費／Ｓ席5,300円 （一般5,500円を）（全席指定・税込）

平成21年6月7日�

日本通運Presents

15 : 00 開場 15 : 30 開演

▲

会場／川口リリア メインホール

▲

会費／4,500円 （一般5,000円を）（全席指定・税込）

～結成５０周年記念～
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JAPAN TOUR 2009

平成21年8月22日�
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＊未就学児のご入場はご遠慮ください。
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